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平成２４年第１回砥部町議会定例会 
平成２４年３月２日（金） 

午前９時３０分開会 
 

○議長（政岡洋三郎） 現在の出席議員は１６人です。定足数に達していますので、平成

２４年第１回砥部町議会定例会を開会します。本日の会議を開きます。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第 1 平成２４年度施政方針及び行政報告 

○議長（政岡洋三郎） 町長あいさつ及び日程第１平成２４年度施政方針及び行政報告を

行います｡中村町長｡ 
○町長（中村剛志） ３月定例会の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。七折小梅

の蕾も膨らみ、春の訪れを感じる季節となりました。議員の皆様には、公私何かとお忙し

い中、ご出席を賜り、町政運営に関わる重要案件につきまして、ご審議賜りますことに対

し、心から御礼申し上げます。さて我が国の経済は、相変わらず厳しい状態が続いており、

国、地方とも厳しい財政運営を強いられております。地方の時代と言われて久しい今日で

すが、地方は資金も権限もまだまだ不十分です。そんな中で福祉や教育、或いは生活基盤

の整備など、様々なまちづくりを進めなければなりません。無駄を省くことは大切なこと

ですが、限られた予算でより効率的な事業をしていくことも重要なことです。幸い砥部町

は多くの人材や、歴史、文化、伝統産業にも恵まれております。これらを活用し、健全財

政を堅持しながら、砥部町の未来を切り開かなければならないと思います。新町が誕生し

て７年が終わり、２期目の町政も最終年を迎えております。今までの総決算として、しっ

かりとした町づくりの方向を示して参りたいと考えております。どうか議員の皆様におか

れましても、夢と希望の持てるまちづくりに向けまして、お知恵をくださいますようお願

い申し上げます。さて、平成２４年度の当初予算編成でございますが、一般会計におきま

しては、約６８億１，６００万円で、大型事業が終わったことなどにより対前年度比２１．

６％、約１８億７，８００万円少なくなっております。主な財源といたしましては、町税

の約２０億４,６００万円、交付税等の約２８億２，３００万円、国県支出金の約７億５，

５００万円を見込んでおります。特別会計及び企業会計の合計は約５９億２，１００万円

となっており、一般会計と合わせて総額が約１２７億３，７００万円となっております。

次に３月補正でございますが、一般会計につきましては約３億９，６００万円の増額、特

別会計及び企業会計につきましては約６００万円の増額となっております。次に本定例会

に提案いたします案件でございますが、砥部中学校改築工事の変更契約の締結、過疎地域

自立促進計画の変更、町道認定１件、条例の制定２件、改正が１２件、補正予算、当初予

算及び人権擁護委員の推薦２件となっております。詳細につきましては、議案審議の場で

説明申し上げますので、ご議決賜りますよう、お願い申し上げます。つづきまして平成２

４年度の施政方針及び重点施策について、申し上げます。冒頭でも申し上げましたが、新
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町が誕生して７年が経ちました。この７年間、陶街道のまちづくりを掲げ、新生砥部町の

一体感の醸成に取り組んでまいりました。また、職員の意識改革や機構改革などに取り組

み、成果が上がっております。二期目の最終年を迎え、今一度原点に立ち返り、議員の皆

様、そして町民の皆様のご批判、ご提案、ご指導をいただきながら、引き続き「砥部焼と

豊かな自然、みんなで作る陶街道」を目指し、安心安全を実感できる町づくり、自立と協

働による町づくり、豊かな自然を守り伝える町づくり、地域資源を生かした町づくり、こ

の４つの基本理念の下、町民の皆様が主役であるという地方自治不変の原則を尊重し、次

の６項目を最重点に挙げ、次の平成２４年度の重点施策について申し上げます。１つ目は、

坂村真民記念館でございます。今会期中の平成２４年３月１１日にオープンいたします。

世界の人々に愛と励ましの言霊を発信すると同時に、砥部焼伝統産業会館と共に、大南地

区の活性化、更には砥部町の発展につなげたいと思います。２つ目は、公共下水道事業で

ございます。私が就任して以来、最重要課題として取り組んでまいりました。一部供用が

開始され、快適な住環境条件が一歩前進しました。工事等住民の皆様にはご迷惑をおかけ

しますが、事業完成に向け、万全を期したいと思いますので、ご理解、ご協力をお願い申

し上げます。３つ目は砥部中学校の改築でございます。特別教棟も完成し、２月から仮設

校舎で授業を始めております。いよいよ本格的に工事が始まりますが、砥部町の将来を担

う子供たちのため、今年１２月の完成まで、気を引き締めて取り組んでまいります。４つ

目は、広田地域の振興でございます。広報とべ１月号にも書かせていただきましたが、私

の平成２４年の初夢は民話の里ひろた物語づくりです。広田地域には多くの民話や伝説が

残されております。これらは広田地域においてはもちろんのこと、砥部町においても貴重

な歴史的資料であり、財産であります。正しく検証し、次世代に伝承することが私に課せ

られた任期最後の仕事であると考えております。５つ目は砥部消防署の改築であります。

老朽化した庁舎を建て替えることにより機動力を高め、町民の安全安心のための拠点づく

りを目指します。６つ目地場産業の振興でございます。砥部町には砥部焼、みかん、高原

野菜、七折小梅など、可能性を秘めたものが数多くあります。量より質を重視する今、地

域間競争に勝ち残るためには、品質の高度化に合わせて他の地域に真似のできないものが

必要であります。関係者と知恵を出し合って、地場産業の振興に取り組みたいと思います。

それでは、関係部門ごとにその他の事項について申し上げます。初めに、総務関係でござ

いますが、職員の資質の向上については、行政事務に捉われない幅広い知識を習得するた

め、愛媛県研修所が行う研修など、多彩な研修機会を提供し、積極的な参加を促進します。

防災対策については、東日本大震災を教訓として、また近い将来発生すると言われている

南海地震、その他自然災害に備え、自主防災組織の充実に努めます。次に、企画財政関係

でございますが、今の行財政改革の第２次集中改革プランは、２４年度で終了します。第

３次集中改革プランを策定し、行財政改革を推進してまいります。財政運営につきまして

は、厳しい財政事情の中、町を挙げて取り組んできた行財政改革が効果を発揮し、県下で

もトップクラスの健全財政を保っております。新しく老朽化施設の更新を織り込んだ、中

長期財政運営計画に沿って、健全財政の維持に努めます。次に戸籍税務関係でございます

が、税務については、個人町民税、法人町民税は共に微増となり、固定資産税は評価替え
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にあたり減少する見込みです。このような中、公平公正な税負担を図るため、固定資産税

においては市街地宅地評価法を平成２７年度の導入に向けて準備を始めます。また自主財

源を確保するため、綿密な調査、多様な方法により、徴収率の向上に努めます。次に介護

福祉関係でございますが、高齢者福祉及び障害者福祉については、住み慣れた地域の中で、

明るく安心して暮らしていけるよう、生活支援事業などの各種福祉サービス事業等を行い

ます。介護保険事業については、第５期介護保険事業計画に基づき、介護予防の推進や、

地域包括ケアの推進を図り、地域において自立した日常生活が送れるよう、各種サービス

事業を実施するとともに、介護給付の適正化に取り組みます。児童福祉については、次世

代育成支援行動計画に沿って、乳児保育、ファミリー・サポート・センター事業、放課後

児童クラブなど、安心して子育てができるよう、支援の充実に努めます。次に保険健康関

係でございますが、国民健康保険については、特定検診の受診率向上を図るとともに、新

たに腎機能検査を追加し、医療費の削減及び適正化に努めます。また新たに小学生の入院

医療費の無償化を実施します。健康増進については、健康づくり計画に基づき、地域にお

ける健康運動の推進や食育の推進などを通して、生活習慣病の予防に努めます。また安心

して出産を迎えることができるよう、妊婦検診の検診項目の充実を図ります。さらに子宮

頸がん等の感染症対策や、骨粗鬆症検診を新たに実施します。次に生活環境関係でござい

ますが、環境衛生については、ゴミの分別収集体制の充実に努めるとともに、資源ごみの

再生利用の促進に努めます。また環境に調和した町づくりを推進するため、引き続き住宅

用太陽光発電システム設置の補助を行います。公共下水道事業については、本年３月末で

供用を開始して１年が経過しますが、接続率など、順調に推移しており、引き続き接続の

啓発を行い、接続率の向上に努めるとともに、安全な管渠工事に留意して下水道の普及に

努めます。上水道事業については、第８次拡張事業に着手するとともに、老朽管路更新等

を計画的に実施し、有収率の向上を図り、より安心安全な飲料水の供給に努めます。次に

産業建設関係でございますが、道路整備については、国道３７９号、岩谷バイパス工事の

万年工区が今月下旬に供用開始され、残すところ銚子大橋の整備だけとなっております。

引き続き早期完成に向け、関係機関へ要望するとともに、他の県道整備につきましても、

局部改良や舗装改良など、県と一致協力して円滑な事業推進に努めます。また、町道につ

いては、団地内道路の舗装改修工事を継続して実施し、適正な維持管理に努めます。農業

振興については、食料自給率の向上と、農業の多面的機能の維持を目的に、中山間地域等

直接支払事業や、農業者個別所得補償制度などにより、農業経営の安定と生産力確保に努

めます。また市民農園整備、優良品種やブルーベリーの苗木購入に対する補助、マルチ栽

培を推進することにより市場競争力の高い産地づくりに取り組む一方、多様な担い手の確

保などを通して、活力を生む農業の振興を図ります。林業振興については、今後も国県の

補助を受け、引き続き林内路網の整備や間伐を中心とした森林整備に努めます。商工業の

振興については、活力ある産業の育成を図るため、商工業や観光業と連携して、町産品の

需要拡大や、販路開拓事業の推進に努めます。また商工会が行う経営指導事業や、運営資

金借入利子に対して助成を行うなど、中小企業の経営の安定を図ります。観光については、

陶街道事業の各ポイントの整備や、ポイントを活用した住民参加の地域活性化事業を推進
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します。また、松山市・東温市と連携して魅力ある広域観光ルートづくりに努め、観光客

の一層の誘致を図ります。次に教育関係でございますが、学校教育全般については、人間

性豊かな砥部の子どもの育成を基本目標に、生きる力を育み、知・徳・体の調和のとれた

児童生徒の育成を図り、家庭地域と連携し、地域に開かれた信頼される学校づくりを展開

します。学校安全管理については、教職員の防犯意識をさらに高め、登下校における安全

対策の強化や、学校遊具等の適切な管理を行います。学習指導については、新学習指導要

領に基づき、適切な学習指導に努めます。また、小学校１年生以外のすべての学年で全教

科において学力テストを実施し、適切な学習指導により、学力向上を図ります。児童生徒

の就学については、経済的な理由により就学困難な児童生徒に対し、就学に要する経費の

一部を支援します。特別支援教育については、巡回相談の機会を増やし、教育相談を充実

するとともに、教育関係機関の連携強化を図ります。児童生徒の健康管理については、小

児成人病予防検査の結果を踏まえ、指導を要する児童生徒に対し、食事・生活調査を実施

し、適切な栄養指導を行います。山村留学センターについては、高市小学校と連携を密に

し、異年齢での集団生活や地域住民との交流など、自然と触れ合いながら心豊かなたくま

しい子どもの育成を図ります。学校給食については、衛生管理の徹底と設備の充実を図り

ながら、成長期の異なる子どもたちの発育段階に応じた安全で安心なバランスのとれた給

食を提供するとともに、地域産米の消費拡大を図ります。生涯学習の推進については、ま

ちづくりは人づくりからを基本理念に、町民一人ひとりが生涯に渡り、生きがいを持って

暮らせるよう、様々な学習の機会や、学習の場の提供に努めます。人権教育について、人

権尊重の町づくり条例に基づき、人権意識の高揚を図るとともに、家庭、学校及び地域が

連携して、あらゆる差別の解消に努めます。社会体育の振興については、スポーツ、レク

リエーション活動の普及と参加を促進します。また、町体育協会と連携し、愛媛国体に向

けた気運の醸成と計画的な施設整備に努めます。文化振興については、文化会館・坂村真

民記念館等を活用し、優れた芸術・文化との出会いの機会を積極的に提供するとともに、

地域における住民の文化活動の振興に努めます。以上、平成２４年度の重点施策につきま

しては、主要なものを申し上げました。全てを言い尽くすことはできませんが、予算審議

の場において、詳細に説明させていただきます。続きまして、昨年の１２月定例会以降の

行政報告を副町長が行いますので、よろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 佐川副町長。 
○副町長（佐川秀紀） それでは、平成２３年１２月定例会以降の行政報告を行います。

お手元の行政報告書をご覧ください。まず総務課関係でございますが、坂村真民記念基金

寄付金の平成２４年２月２４日現在の状況についてご説明いたします。寄付件数１０８件、

延べ件数１０８２件。寄付金額５３８万８千円、述べ金額４，９６０万７千円となってお

ります。続きまして坂村真民記念館建築展示工事につきましては、２月１０日に完成をい

たしました。次に平成２３年度職員採用試験についてでございますが、採用内定につきま

しては、初級事務２人、上級事務２人、消防職員２人の合計６人を４月１日採用予定でご

ざいます。続きまして、危機管理関係でご報告いたします。自主防災組織の訓練指導等を

行う防災士５人を要請いたしました。次にアマチュア無線クラブとの協定締結につきまし
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ては、大規模災害時における非常通信手段の確保のため、１２月７日に砥部町災害ボラン

ティアアマチュア無線クラブとアマチュア無線における災害時の情報伝達に関する協定

を締結いたしました。２ページへお進みください。次に、県市町災害対策本部合同運営訓

練を１２月２１日に県庁で県市町災害対策本部合同運営訓練、図上訓練が開催され、町職

員１０人と、砥部消防署員２人が参加しました。年末特別警戒につきましては、１２月２

６日から３０日の間、消防団員延べ４２５人による火災予防啓発等の特別警戒を実施しし

ました。次に消防出初式でございますが、１月１４日、陶街道ゆとり公園において消防団

員他２８０人が参加し、消防出初式を行い、小隊規律訓練、はしご操法、応用ポンプ操法

等の訓練を行いました。また、消防団活動に協力する８事業所を消防団協力事業所として

認定し、表示証を交付しました。次にポンプ自動車の配備でございますが、広田出張所へ

高規格性能を有しますポンプ自動車を配備しました。また小型動力ポンプ車の配備を多居

谷地区に砥部町で初めて軽四輪のポンプ積載車を配備しました。続きまして、移動系防災

行政無線遠隔制御装置の整備につきましては、２月２９日広田地区における移動系防災行

政無線の不感状態を解消するため、支所から長曽池中継局間を電話回線で結び、支所に遠

隔制御装置を設置しました。 
 続きまして、企画財政課関係でございますが、２月末現在で１３件の指名競争入札を実

施いたしました。予定価格総額１億１，７２４万円。契約総額１億２１７万円。落札率は

８７．１％でございました。次に３ページへお進みください。中ほどの米印のところです

が、砥部中学校武道場改修工事は、平成２３年１２月１９日入札で町内建築業者を指名案

内した結果、全社辞退となり、中予本店の建築業者を指名し再入札の結果、大和コンスト

ラクション株式会社が落札いたしました。落札率は８０％でございます。 
 次に戸籍税務課関係でございますが、坂村真民記念館の開館を記念して、砥部焼のどん

ぶり形の原動機付自転車オリジナルナンバープレートを製作しました。１月４日の交付開

始から、２月１５日現在で９１枚を交付いたしております。オリジナルプレートをつけた

バイクが町内外を走り、町づくりの一助となるものと思っております。 
 続きまして、産業建設関係でございますが、今年で２７回目を迎えた東京銀座松屋での

砥部焼まつりを、１月２５日から３０日までの６日間、開催いたしました。来場者には、

砥部町観光協会及び砥部焼協同組合から伊予柑を配ったほか、松山市、東温市と構成する

広域観光連携推進協議会のパンフレットを配布し、広域的なＰＲに努めました。次に、砥

部町に春の訪れを告げる「七折梅まつり」が、２月１８日から３月１１日まで開催されま

す。七折梅園周辺には、県内外からの多くの観光客が訪れています。なお、３月１８日ま

で七折の梅まつりは延長をされたというふうに伺っております。なお、とべ温泉は七折梅

まつり期間中の２月２１日から２９日までの９日間、利用者に梅加工品や梅まつり入園券

などが当たる抽選会を実施し、日ごろのご愛顧に感謝をいたしました。４ページへお進み

ください。次に砥部陶街道のまちホットステーション事業についてご説明いたします。宝

くじ社会貢献事業の活力ある商店街づくり助成事業を活用し、観光客が気軽に休憩などに

立ち寄れる店として、商工会を中心とした町内の１００店舗が参加し、おもてなしの地域

づくりを目指す「ほっとステーション事業」を実施しています。町内にオリジナル看板が
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設置されておりますので、ご覧頂きたいと思います。また、今年も国道３３号沿線の７２

事業所で作る砥部陶街道グループによる歩道の除草、清掃活動を行いました。道路橋の長

寿命化修繕計画の策定についてでございますが、今後老朽化する道路橋の増加に対応する

ため、平成２２、２３年度の２カ年で、橋梁の長寿命化計画を策定しました。予防的な適

正管理による延命を図り、計画的な修繕、架け替えに努めます。 
 次に生活環境課関係でございますが、平成２４年２月１３日現在の公共下水道の接続状

況でございますが、工事申込件数２３８件、うち接続件数２２９件。処理区域内人口１，

１６１人。接続人口、６６４人、接続率約５５％となっております。次に下水道関連工事

についてご報告いたします。現在１０件の工事を発注いたしておりますが、８件の工事に

つきましては２月末で完成し、残り２件につきましても順調に工事が進んでおります。詳

細につきましては記載のとおりでございますので、省略をさせていただきます。５ページ

へお進みください。砥部浄化センターの建設工事でございますけれども、浄化センター汚

泥処理施設電気設備工事、並びに浄化センター汚泥処理施設機械設備工事の２件につきま

しては、日本下水道事業団に委託をして実施していましたが、いずれも２３年１２月末に

完成をいたしております。水道関係につきましては、水道管老朽化に伴う布設替工事を南

ヶ丘地区で２か所を実施いたしておりましたが、いずれも１２月末に完成をいたしており

ます。 
 続きまして教育委員会事務局関係でございますが、砥部中学校改築工事につきましては、

２月末現在、２２％の進捗状況で、現在旧校舎の解体中であります。また２月１３日に旧

校舎から仮設校舎へ引っ越しをいたしました。次に砥部中学校武道場改修工事につきまし

ては、１月１０日入札の結果、大和コンストラクション株式会社が１，８３１万２千円で

落札いたしました。工期は３月３０日となっております。次に１月８日、文化会館ふれあ

いホールにおいて、新成人１９２人が出席し砥部町成人式を挙行しました。また図書館お

話室設置工事につきましては、ほぼ現在完成をいたしております。 
 以上で行政報告を終わります。よろしくお願いを申し上げます。 
○議長（政岡洋三郎） 平成２４年度施政方針及び行政報告を終わります。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（政岡洋三郎） 日程第２会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、

会議規則第１１８条の規定により２番森永茂男君、３番松﨑浩司君を指名します。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３ 会期の決定 

○議長（政岡洋三郎） 日程第３会期の決定を議題とします。 
おはかりします。本定例会の会期は、去る２月２３日開催の議会運営委員会において、

本日から１５日までの１４日間とすることに決定しました。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
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○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって会期は、本日から３月１５日までの

１４日間に決定しました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第４ 諸般の報告 

○議長（政岡洋三郎） 日程第４諸般の報告を行います。 
まず、地方自治法第１２１条の規定により、町長以下関係者の出席を求めましたので、

ご報告します。 
次に、監査委員より、１月末日の例月現金出納検査について良好であった旨の報告があ

りました。 
 これで、諸般の報告を終わります。 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 一般質問 
○議長（政岡洋三郎） 日程第５一般質問を行います。質問は一問一答とし、質問時間は

３５分以内に制限しておりますので、要点を簡潔に要領よくまとめて質問されますよう、

議員各位のご協力をお願いします。また、理事者におかれましては、議員の質問に対する

確認等がございましたら、先にその旨を告げてから発言してください。それでは、質問を

許します。３番、松﨑浩司君。 
○３番（松﨑浩司） ３番松﨑浩司でございます。議長のお許しを頂きましたので、今日

は２点教育問題につきまして、質問させていただきます。１点目は、砥部中学校への補助

教員の設置についてであります。現在砥部中学校でも年間を通じ、文科省の指導要領に従

って、授業を進めております。先生方は授業に、また、部活動に取り組み、事務処理など

の仕事もございます。授業について行きにくい生徒さん１人１人に十分な指導が行き届か

ないのが現状ではないでしょうか。そこで、全国的に広がりつつある補助教員を、主要５

科目に限って設置してはいかがでしょうか。教育長のご所見をお尋ねいたします。 
 ２点目は、中学校におけます武道必修化についてであります。本年４月より中学校にお

きましても、武道が必修科目となります。とりわけ柔道は事故率が非常に高く、学校側も

保護者も戸惑いが多いという報道がありました。礼に始まり、礼に終わるという武道を事

故なくどのように指導していくのか、教育長のご所見をお尋ねいたします。以上２点です。

よろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 佐野教育長。 
○教育長（佐野弘明） 松﨑議員さんのご質問にお答えします。はじめに、「中学校にお

いて主要５教科に補助教員を配置してはどうか」というご提案ですけども、教員配置、現

在、砥部中学校の教員は、全員県費で、県の費用で配置されておるという状況でございま

して、町単独としましては、「学校生活支援員」、それと「外国語指導助手」を、これを配

置している状況でございます。現在中学校では４３名の教員が配置されております。その

うち、４３名のうち９名は、配置基準、これを越えての配置と言う形になっておりまして、
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どういうことをやっておるかと言いますと、教科によって英語や数学の少人数指導、ある

いは１つの学級に２名の教員を配置して対応するチーム・ティーチングと言いますけども、

こういった方法、そういったきめ細やかな指導にあたるとともに、学習相談なども実施を

いたしまして、生徒の個々の学力であるとか、ニーズに対応をしておる状況でございます。

また、現在、砥部中学校の学力の現状見てみますと、最近の全国学力・学習状況調査おき

ましても、全国平均を上回っておりまして、愛媛県の平均についてもやや上回っていると

いう状況にございます。こういった状況でございまして、ご提案のございました町単独で

補助教員を配置するということにつきましては、財政的にもかなりの負担を伴うというこ

とが考えられます。現状の教員体制で行ってまいりまして、今後とも生徒の個々の学力に

応じた授業のやりかたであるとか、授業の改善、こういうことに努めて参りたいというふ

うに考えておりますのでご理解をいただきたいと思います。 
 続きまして、中学校における武道の必修化についてでございますが、ご承知のとおり平

成２４年度からの新学習指導要領の施行に伴いまして、中学校における武道が必修化され

ました。柔道・剣道・相撲などから地域の実情に応じて選択をするということになってお

りまして、砥部中学校においては、以前から柔道に取り組んでいるということもございま

して、柔道を選択をいたしております。そして、その指導に当たりましては、、柔道経験者

の保健体育教諭を中心に、「入念な準備運動」、それから「受身の徹底」、「首を強くするた

めの補強運動」、あるいは「無理なく投げられるための約束練習の指導」、「教員を対象とす

る危険察知能力向上のための研修」、そして「武道経験のある教員の活用」などの注意をも

って、きめ細かな指導に努めて事故の起こることのない体制で臨んでまいりたいというふ

うに考えております。以上で、松﨑議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。よ

ろしくお願いします。 
○議長（政岡洋三郎） ３番、松﨑浩司君。 
○３番（松﨑浩司） 補助教員設置についてはまあ予算の関係もあり、なかなか難しいと、

現状まあいろんな方法でカバーしているので、そのまま続けてきたいというふうな教育長

の答弁であったと理解しております。たしかに全国的にもまだこういう制度を取り組んで

いる自治体はそう多くはないんですけども、やはり教育というものは、橋をかけたり、道

路を整備したりするのとは違い、費用対効果を十分考慮する必要がない、やはり教育だけ

は唯一費用対効果を考慮に入れるべきではない、私は事業だと思います。ですからもう少

しですね、教育長さんの背中を後押しさせていただくという観点から、もうちょっと詳し

く私の考えを申し上げたいと思います。こういう言葉はあまり使いたくないんですが、貧

困の連鎖、貧困のスパイラルという言葉があります。保護者が非正規社員として働いてい

る場合、賃金も安く、子どもたちに十分な教育を受けさせることができない、結果、こう

した状況でその家族の子どもたちにとっては、確実に貧困の連鎖を生み出します。そして、

貧困状態に陥り、病気の子供を病院に連れて行くことさえできない家庭も多いと聞いてお

ります。これはもちろん全国的な話ですけども。やはり、子どもの教育環境が全てを決め

るわけではありませんが、少なくとも将来の人生設計を支える重要な基礎基盤が教育であ

ると私は理解しております。それが、親の収入や家庭の事情で自ら進学をあきらめる子供
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も多いと思いますが、その低学歴化がひいては将来の不安定な雇用になり、低所得化が貧

困を生み、連鎖になってしまうというふうに思います。ですから、確かに砥部中学校の生

徒さんも、１学年大体２００人前後いらっしゃいます。やはり、上の方の成績を取る方は、

やはりそれなりの家庭環境もあり、十分な教育を受ける環境にあるわけですけども、なか

なかやはり塾にも行けない、きちんとした教育を受けにくい生徒さんがやっぱりいらっし

ゃるわけです。そういった生徒さんに、光をあてるためにも、やはり補助教員を設置して

ですね、１人１人にきめ細やかな教育をしていく。１年間のカリキュラムを教えるんでは

なくって、そのお子さんにとって、数学だったら何がちょっと足りないのか、英語だった

らどこがちょっとわかりにくいのか、そういうのを１つ１つ理解して、そしてそこのとこ

ろを丁寧に教えてあげれる、そういうことが今の正規の先生方だけでは十分な時間が取れ

ないんじゃないかと思うんです。ですから、私は補助教員を設置して、せめて主要５科目、

まあ１科目からでも結構です。今英語ではアシスタントランゲージティーチャーですか、

外国人の方に来ていただいて、色んなところを回りながら英語の良さをＰＲしている、そ

れと同じような形で、数学でも、社会でも理科でも、そういうふうな仕組みがあれば、子

どもたちの成績も、もっと上がっていくんではないか、こんなことを考えたりもいたしま

すが、例えば私は補助教員を採用していただいたらですね、私のイメージで申し上げるん

ですけれども、色んな活用方法があろうかと思います。１つは正規の先生と共に１つの授

業の中に入って、一緒に教えていく。そういう方法もありますでしょうし、例えば、月曜

日から金曜日まで５日間ありますので、５科目をその日のうちに当てはめていって、今日

は放課後数学を教えますよと、数学のわからん子供は集まって下さいと、生徒さん集まっ

て下さいと、で、火曜日だったら社会をするとか、水曜日だったら英語にするとか、そう

いうふうにして、なかなかやはり授業についていきにくい生徒さんのフォローをそういう

ふうにしてやっていただいたら、もっともっとやる気の起きる砥部中学校になるんじゃな

いかなと思うんです。先ほど教育長さん、予算の関係もあると言われましたけども、予算

は確かに大事な問題です。しかしながら、やはり子どもたちに残して上げられる最大のサ

ービスは私は教育だと思います。もうちょっと教育長さん、突っ込んだご返答答弁いただ

ければと思いますので、よろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 佐野教育長。 
○教育長（佐野弘明） 松﨑議員さんの再質問にお答えさせていただきます。確かに教育

というのは費用対効果というふうなところで見まして、もうちょっと考えるところあるん

じゃないかという点については同感でございます。確かに教育というのは何も効率至上主

義ではないというふうには私も思うところでございますけれども、所得格差による教育の

格差、というふうなことの問題かというふうに思いますけれども、先ほども申し上げまし

た、９名の基準を越えての教員の配置と言うふうなこと以外に、学校といたしましても、

校内の研修体制、あるいは管内等の教科ごとの研修というふうなところ辺りも積極的に参

加し、授業改善に生かしておりますし、あるいは学習相談につきましても、それぞれの科

目で放課後において自習しておる状況でございます。そして個々の生徒の学力等の捉え方

につきましても、先ほどの町長の施政の方針の中にもございましたように、小学校の２年
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生以上の中学校までの児童生徒に、全教科に渡って学力調査を実施をいたします。前年の

学習の習熟度を調査いたしまして、それによって、個別指導に当たるというふうなことで

実施をするような態勢を取っております。そういったことで、個々の児童生徒の学習状況

にも応じて対応するという態勢も取っておるというふうなことでございますし、義務教育

における教育の機会均等でありますが、そういったことについては、現状のままで改善を

加えながら、取り組むことが可能ではなかろうかというふうなことで、考えておるところ

でございます。どうぞよろしくお願いします。 
○議長（政岡洋三郎） ３番、松﨑浩司君。 
○３番（松﨑浩司） 私は何も補助教員だけが子どもたちの成績を上げる唯一の方法だと

いうことではありません。いろんな方法があるでしょうから、いろんな方法を絡めながら、

やはり砥部中学校の生徒さんの習熟度を、少しずつ上げていただけたらと、このことをお

願いしたいと思います。また、柔道、武道の必修化につきましてなんですが、これにつき

ましてもやはり全国的に戸惑いが多いという報道がありました。岡山県の教育委員会など

では、ヘッドギアですか、柔道に使うためのヘッドギア、というのを何十個か買って、各

学校に配布するというような報道もありました。ですからやはり捻挫をしたとか、ちょっ

と骨折したとかいうんであれば、これはもうある意味教育の一環だと思いますが、やはり

首から上の事故というのは、大変な事故になりますので、そこのところをやはり十分にご

理解いただきまして、事故のないような事業を１年間進めていただくようにお願いしまし

て、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 
○議長（政岡洋三郎） 以上で松﨑浩司君の質問を終わります。 
 ここでしばらく休憩をします。なお、会議の再開を１０時３５分といたしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 
 

午前１０時２０分 休憩 

午前１０時３５分 再開 

 
○議長（政岡洋三郎） それではただいまより再開をします。佐々木隆雄君の質問を許可

します。１番佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） １番佐々木隆雄です。私は今回は今、国会でもずっと論議をされ

ておりますが、税と社会保障の一体改革という名のもとに、消費税の増税問題がずっと取

り上げられておりますが、その問題について、確かに国政レベルではあるんですが、この

消費税の増税によって、やはりこの砥部町にも、さらには砥部町の町民にとっても、決し

てよくない方向に行くんではなかろうかというふうな心配をしております。そういう視点

から、少しこの問題について、議論をさせていただき、町民にとってよりよい方向にもっ

ていけるようなそういう形に、この砥部町がなっていければいいなというふうに思ってお

ります。そういう点で、消費税増税に頼らないで、社会保障の再生や、拡充を国にもっと

もとめていくような、そういう姿勢を砥部町としても持っていきたいなというふうに思っ

ております。野田内閣は、先ほど言いましたように、税と社会保障の一体改革、このよう
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な名称で消費税を２０１４年には８％、２０１５年には１０％に増税するというふうなこ

とをすでに打ち出しております。所得の少ない人に重くのしかかってくる最悪の不公平税

制であるこの消費税の引き上げ計画に対して、多くの国民からも、強い不安や批判の声も

広がっているのも現実ではないでしょうか。私は先ほども言いましたように、消費税増税

に頼らないで、社会保障をもっと充実させ、更には財政危機を打開していくような、そう

いう政策を国に求めることが、この砥部町の町民にとっても、大切なことではないかとい

うふうに考えているわけでございます。そのためにはまずここにも書いておりますが、八

ツ場ダムの本体工事だとか、原発の推進費用、次期戦闘機Ｆ３５、政党助成金、証券優遇

税制の延長、法人税減税など、このような無駄を一掃し、増税するんであれば、富裕層だ

とか、大企業への応分の負担をもっと求めるべきではなかろうかというふうに思います。

また、社会保障拡充のためには、今言いましたような無駄を削るだけではやはり不十分だ

と思います。先進水準のような応能負担の原則に基づいて、もっと国民全体で支える、そ

ういう累進課税を透過する所得税の税制改革などを実施することで、確保していけるんで

はないでしょうか。無駄をなくし、能力にふさわしい税負担を進めつつ、国民の暮らしと

権利を守るルールある経済社会を作ることも必要ではないかと思います。大企業には２６

０兆円ものお金が溜まっております。この内部留保をその一部でいいと思うんですが、社

会に還流させれば、もっともっと家計を温め、内需主導の健全な経済生活をもたらすとと

もに、着実な税収も実現できるんではないでしょうか。このような国の政治を、今言いま

した方向に向けさせるようなことで、町民の生活を守り、豊かな生活を実現するために、

結びつくんではないかというふうに考えております。このようなことについて、町長がど

のようにお考えなのか、ご所見をお伺いいたします。 
 ２点目は、２０１０年１０月１９日に麻生校区の区長さんの代表や民生児童委員の代表

の方々が、私ども麻生校区選出の議員５人同席をさせていただきまして、４，４８１筆の

署名簿を添えて麻生校区児童館建設要望書を町長に提出いたしました。その後の検討状況

や、具体的な回答など、署名に協力いただいた方たちから、道であった時や散髪に行った

時、敬老会の、老人会の新年会に行った時だとかでですね、かなり聞かれるもんですから、

これは一度せっかく出しておるもんですし、多くの町民の声を町がないがしろにしている

というふうになってはいけませんので、具体的に現状でのところで結構と思いますが、町

長の方からきちっとした対応をしておくことが必要かなというふうなことで、今回２つ目

の質問にさせていただきました。以上２点です。よろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○砥部町長（中村剛志） 佐々木議員さんの質問にお答えをさせていただきます。まずは

消費税増税については、佐々木議員さんも先ほど申し述べられましたけど、大変大きな問

題であると思います。これは個人的見解でございますが、消費税増税に頼らない社会保障

の再生・拡充ということは、現在の国の財政状況を考えますと、社会保障の維持、震災復

興のためには、ある程度の負担増はやむを得ないのではないかという考え方が、私個人と

してはございます。いずれにいたしましても、この消費税の増税ということは、日本国の

将来の方向を決める大きな問題であるというふうに認識をしております。現在我々の代表
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機関である国会において、各党各議員がそれぞれの考え方に基づいて審議をしているとこ

ろであります。健全で持続可能な社会制度を確立するために、一番良い結論を出してほし

いというふうに思っております。 
 次に、麻生校区児童館建設要望書の回答についてですが、町では平成２２年に策定した

次世代育成支援後期行動計画において、児童館の建て替えについて、その他の福祉施設と

一体的に検討するとしております。麻生校区のみなさんから頂いた児童館建設の請願書は

重く受け取っております。高尾田区とも相談しましたが、高尾田区の集会所、これの移転

も当初は半鐘の北のところへとか色々話がありましたが、立ち消えとなっております。高

尾田区との話ができなければ、前進ができません。現在地の児童館も借地ということでご

ざいます。そういうことで、今後、町の財政状況を見据えながら、同時期に建設された岩

谷口児童館がありますので、これも含めて検討してまいりたいと思います。以上で佐々木

議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 
○議長（政岡洋三郎） １番、佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） 消費税の問題は町長のご答弁でも確かに、国の財政問題、これが

まずポイントになってくるかと思いますが、例えばマスコミの論調なんかでもですね、ま

ず消費税ありきのような形で、なぜ消費税なのかという論議が、そういう意味ではほとん

どないじゃないかなというふうに思うんですね。とにかくみんなから取りやすいところか

ら取っていこうというふうなことで消費税ということで、してるんじゃないかと思うんで

すが、例えばですね、１９９７年に橋本内閣が消費税を３％から５％へ増税したんですが、

金額で約９兆円の負担増になったというふうに言われております。当時はようやく景気が

上向いてきた当時だったんですけども、逆に景気がまたどん底に落ちてきてしまったとい

うふうな状況になってしまいました。そして更には国や地方の借金が減るどころか、４年

間で２００兆円も膨らんでしまいました。今回の負担増の規模は、消費税の増税分だけで

も１３兆円、年金の支給額の切り下げなどが予定をされておりますんで、それらを含むと、

総額で１６兆円に昇ってしまいます。サラリーマンの年間給与は９７年と比べて５５万円

減ってるそうです。働く貧困層と言われている年収が２００万以下の勤労者が、何と１千

万人を超えています。赤字に苦しんでいる中小企業も７３％に達しているというふうなデ

ータも見られます。世界経済危機の下で、もはや外注頼みでは経済成長は不可能ではない

でしょうか。ただでさえ貧困が続いている家庭から、１６兆円も取って、どうして経済成

長ができるのか。当時よりもさらにひどい経済状況の今、こんな大増税がやられると、本

当に暮らしも経済も財政も壊すんではなかろうかというふうに考えられます。少し、時間

をいただいてですね、無駄遣いのところに話を移らせていただきます。これは日本共産党

が国会で議論した中身の写しというふうになりますが、例えば八ツ場ダムの本体工事が国

費分だけで５６兆円だそうです。これはもともと民主党は公約で中止を約束したはずなん

ですけども、またこれが再発しております。それから原発の推進費用というのは、４，１

８８億円。実はもんじゅというのはもうずっと止まったままなんですが、もんじゅは１兆

円をかけて、これは当然税金なんですが、かけて作ったんですけども、止まってしまって

る。そういうものをほったらかしにしておいて、何で４，１８８億円もの原発のための推
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進費を持ってくるんだというふうなことも言えるんじゃないかと思います。次期戦闘機の

Ｆ３５というのは、今納期が遅れるだどうだというふうな議論もあるようなんですが、一

機が１００億円で、予定では４２機購入しようと。なぜ日本にこんなものが必要なんでし

ょうか。政党助成金、これは特に日本共産党がいつも言っておりますが、憲法に違反して

るんじゃないかというふうなことでもあるんですが、その論議は別にしまして、３２０億

円なんですよね。これは国会議員４５７人分の経費に相当するというふうに言われており

ます。この辺にももっと目を向けていく必要もあるんではないかなと思います。あと証券

の優遇税制の延長は年間で５千億円だそうです。法人税の減税は年間で１兆２千億円にも

なるそうです。今申しましたような無駄がですね無くなれば、消費税、もちろんこれだけ

で消費税すべて賄えるということではないかと思いますが、もうちょっと先ほど町長が答

えられましたが、国家財政を考えればということなんですけども、こういう無駄な金を使

わないで、もっと県や市や町に国の方からお金を回すようなそういう働きかけというのは、

してもいいんじゃないかと思います。その辺はいかがでしょうか。町長。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 先ほどもちょっと申し上げたんですけど、これは国策でございます

ので、私が一町長の立場で町から働きかけるということは大変難しい問題であると思いま

す。そしてまた無駄な八ツ場ダムとか、原発推進、次期戦闘機Ｆ３５とか、政党助成金の

問題とか、非常に大きな問題ばかりでございます。そういうことで、これ自体は国策であ

り、国防に関することだというふうに私は思っております。そういうことで、我々として

も、もし消費税のことについて、我々が言えるとすれば、愛媛県の市町村会とか、そうい

うところから発するとかいう問題であるんではないかというふうに思っております。また

橋本内閣の経済政策は失敗であったと、これも確かに景気が落ち込んだというのは間違い

ないことでありますが、果たして、消費税の増税だけがその原因であったのかどうかとい

うのは、私自身にはわかりませんし、これも検証されたわけではないと思います。経済学

者もたくさん加わって、今消費増税についての論議をしておりますので、この結果を待ち

たいし、間違いのない判断をしていただきたいというのが、私の気持ちでございますので、

お汲み取りをいただきたいと思います。 
○議長（政岡洋三郎） １番、佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） 町長のお気持ちもよくわかります。確かに国政レベルでですね、

ここで私がこう言ってることもなかなか少しかゆいところに手が届かないというふうなこ

ともあるんですが、やはりあの、地方自治体ですから、そこに住む住民の暮らしをよくす

るためにもっと、こう、色々我々考えられることやっていきませんかというふうなつもり

では私は申しておりませんので、その辺はよろしくご理解をお願いしたいと思います。も

う少し、中身を照会をさせていただきたいんですが、例えばですね、お金持ちのところの

方たちの税金をもっとたくさんもらったらどうだというのを私言いましたが、昨日ちょっ

と資料を作ってみました。例えば１９７４年には、６０万円以下の人が、これ所得税なん

ですけれども、６０万円以下の人が１０％、６０万円超えると１２％、以下全部で１９の

ランクがあって、８，０００万円を超えると７５％まで所得税がかかってたようでござい
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ます。それが１９８４年になると、少し１９のものが１５になり、８，０００万円例えば

超えてる方は、７０％にというふうなことでですね、ずーっと来ておりまして、今最新の

ものがですね、２００７年以降変わっておりませんが、１９５万円以下が５％、１９５万

円を超えると１０％、その次が３３０万円を超えた方が２０％、そのあと６９５万円を超

えると２３％、９００万円を超えると３３％、で、１，８００万円を超えると４０％と、

かつては１千万２千万３千万だとかいうふうなことで、８千万以上の方がそういう数字だ

ったんですが、今はもう１，８００万以上の所得のある方はみんな４０％と、いうふうな

ことなんですね。ですから、もう少し余裕があるわけですから、この人たちからやっぱり

もっと頂けるようなことを、これは先ほど町長も言われましたが、いろんな会合の場でで

すね、国に対しても言っていただければいいんじゃないかと思います。辻課長にも先ほど

ちょっと休憩時間にお話ししてたんですけども、国策なんですよねというお話ではあった

んですが、さっきから何回も言ってますように、やはり地方の自治体の役割として、もっ

ともっと住民の生活を守るために国に対してものを言っていくことが必要ではないかなと

いうふうに考えます。そういう意味では、さっき申しましたようにですね、確かに国策で

というふうなことはありますが、１９７４年のような１９ランクに分けて徴収をせよとい

うことではありませんが、ある程度応能負担ができるような、そういう仕掛けを、仕組み

を、取るべきではないかということをもっともっと国の方に言って欲しいなというふうに

思います。それから、関連しますので少し共産党が社会保障の拡充や財政危機打開のため

にどうしたらいいんだろうというふうなことを提言もしておりますので、これだけ照会も

させていただきたいと思います。さっき言いましたように増税するんであれば、大企業や

資産家からもらったらいいんじゃないかと。たとえばですね、今言いましたことも含めて

なんですが、株取引の特別減税、今、１割なんですけども、せめてこれ従来の２割に返せ

ばどうなんだろうと。それから、大企業のところへの減税が１．７兆円ぐらい、これ共産

党の試算なんですが、ありますが、そういうものについてはやっぱり辞めてもらったらど

うだろうと。さらには、研究開発減税だとか、連結納税制度、そういうふうなものなんか

も、ぜひ辞めてもらうように投げかけをしてほしい。日本の法人税は高い高いとよく言わ

れますが、今のような制度なども入れて見ましたら、何とソニーは実際には１３．３％、

京セラが１６．７％、住友化学で１７．２％とうふうな税率になってるようです。そうい

うところが、最初の質問の中にも触れましたが２６６兆円の内部留保の中に入ってるわけ

です。その辺もやっぱり財源を確保するためには、もっと出してもらうようなということ、

やる必要があるんじゃないかなというふうに思います。それから、あと、経済学者の方た

ちがたくさん言っておりますが、これは東北大学の先生と、経済ジャーナリストで、萩原

博子さんと、よくテレビかなにかに出ておいでの方なんですけど、この方たちが、こんな

ことを言っております。低所得者ほど負担が重くなり、医療や介護などの利用抑制に繋が

る、これは東北大学の名誉教授の日野秀逸先生です。それから中小零細企業者は価格にも

転嫁できず、バタバタ潰れるでしょう。これが萩原博子さん。このような経済学者の方た

ちの意見も参考にしていただければと思います。消費税の増税問題については、これは確

かに国政レベルの問題ではあるんですが、やはり地方の方からもっと声も上げて行くこと
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も必要だなというふうには思いますので、いろんな機会に町長もさっきから申しましてる

ように、国に対して言っていただけるように要望をしておきたいと思います。 
 それから、麻生校区の児童館の建設の要望については、先ほどお答えがあったんですが、

１つはですね、特に原町、私は原町に住んでることもあるんですが、原町校区の方からは

今シルバー人材センターが事務所にしてるところと、それから少し下がったところ、二カ

所あって、元々はあそこにそういう話があったんだけどという話がやっぱり出てくるんで

すね。原町の方との話というのは、今の町長の話ではされてないようなんですが、その辺

はいかがお考えなんでしょうか。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） この児童館について相談をいただきましたのは、高尾田区からの方

が先でございましたし、それで高尾田区の集会所の建て替えと、この問題も含めてこの話

があったと思います。それで児童館を技術大学のところへというようなこともあって一部

ちょっと情報だけ取るために県の方へお伺いもいたしました。県の方としては、あの場所

はそのまま一括して今の医療技術大学に使ってもらうというようなことで、町の施設を入

れるという考えはないということでございました。そのあと申しましたように、高尾田区

の集会所建設の話が立ち消えになっております。そういうことで、当町としても当初の方

針というのは、総合的な福祉施設の中へということでございますので、現在は検討を中止

しているのが現状であります。 
○議長（政岡洋三郎） １番、佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） この児童館の、要望書が出てきた経過やら現状を踏まえてなんで

すが、一度特に麻生校区の方に何かこう、文章なりで回答を返していただくようなことは

お考えではないでしょうか。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 文中にいたしましても、現在の状況であれば、抽象的な文章しか出

せないと思います。そういうことであれば、出すことに異存はございませんけど、本当に

抽象的な文章で、こうしますとか、方向づけが今の状況ではできないというふうに思いま

すので、その辺をお考えをいただきたいというふうに思います。 
○議長（政岡洋三郎） １番、佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） それではちょっと消費税の問題等々と申し述べさせていただきま

したが、町長の、私ども、ある程度は理解もいたしましたし、ただ私の、何回も言ってま

すように、町民の生活を向上のために必ずしも消費税増税は得策じゃないですよというこ

とも大いに汲んでいただいてですね、極力いろんな、本当にみんなの知恵も力も合わせて、

より豊かな生活ができるような日本を作っていくために、奮闘をしていただきたいという

ふうにも思います。以上で質問を終わります。 

○議長（政岡洋三郎） 以上で佐々木隆雄君の質問を終わります。続いて、１３番中村茂

君の質問を許可します。１３番中村茂君。 
○１３番（中村茂） １３番中村茂でございます。私は次の２点について質問をいたしま

す。まず第１は、高齢者の安全安心の確保についてであります。高齢化社会が進む中、最
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近異常気象等不安定な災害が発生してます。昨年３月１１日の東北大震災や、局地的な豪

雨等で多くの尊い命を一瞬のうちに奪い去る事故が発生しております。これらの不安定要

因や、異常気象等もあり、高齢者の方が体調を崩し、救急搬送が大変多く見受けられます。

９月９日は救急の日となっています。古いデータですが、平成２０年版消防白書によりま

すと、通報から救急車の現場到着までの時間は、全国平均で約７分。到着から患者を搬送

し、医療機関に収容するまでの時間は、２６．４分であり、交通事情の悪化により、年々

ワースト記録を更新しております。家族のいない時に急病で倒れてしまった場合、救急車

を呼ぶことができたとしても、持病やかかりつけの医者及び救急連絡先といった情報を救

急隊員に確実に伝えることは困難であります。東京都港区は安全と安心を守る救急情報の

活用支援事業を全国で初めてスタートいたしました。この事業は自宅に救急車を呼んだと

き、迅速で的確な救命措置を施すことを目的に救急医療キットを高齢者や障害者及び健康

に不安のある方なら希望者全員に無料配布する、プラスチック容器のキットは冷蔵庫に保

管し、キットの中には個人の医療情報や緊急連絡先、本人の写真などを入れておきます。

救急隊員が駆け付けた時、冷蔵庫を開ければキットがあり、情報を知ることができ、より

迅速に搬送ができます。さらに、災害時にも有効であります。自宅の玄関扉の内側には、

ステッカーを張り、冷蔵庫にもステッカーを張ります。これは冷蔵庫にキットがある目印

となります。昔は地域コミュニティがありましたが、今では近所付き合いも薄れ、また個

人情報保護の立場から、行政でも個人情報をなかなか集められないという問題があります。

夕張市では命のバトンとして配布、京都府亀岡市では命のカプセルと名付けて戸別訪問し

て手渡しております。また松山市でもこの問題が取り上げられ、安心カード見守り支援事

業を始めました。この内容はプラスチックの容器に下記内容を記入して入れておきます。

１つ、緊急連絡先。かかりつけの病院。２つ、持病薬の説明書。３つ、健康保険被保険者

証のコピー、７４歳までの方。４つ目、後期高齢者医療被保険者証コピー、７５歳以上の

方。５つ目、かかりつけ病院の診察券のコピー。６つ、その他緊急時に必要と思われる情

報など。冷蔵庫に保管する理由は、どの家庭にも冷蔵庫はあり、緊急時に駆け付けた救急

隊員が見つけやすく、災害時でも冷蔵庫は壊れにくい。更に、冷蔵庫には他人が開けるこ

となく、対象者自身が自分の情報を自分で管理することができます。上記のように、情報

キットを保管しておけば、医療機関に収容するまでの時間が短縮され、またあまりコスト

をかけないでプライバシーも守れます。一人暮らしの高齢者の安全確保の観点からも、「安

心安全は冷蔵庫から」を合言葉に、砥部町においてもぜひ導入すべきであると思いますが、

町長並びに担当課長のご所見をお伺いいたします。 
 ２点目といたしまして、交通事故防止対策についてであります。愛媛県警察本部では、

昨年交通事故死亡事故アンダー６０を目標に違反取り締まりやパトロールに取り組んでき

ましたが、残念ながら９１件発生し、達成できませんでした。南署管内で１４件の死亡事

故が発生しましたが、砥部町内でそのうち６件の死亡事故が発生をいたしました。２４年

度もアンダー６０を目標にして県警上げて危機感を持って取り組んでおります。砥部町に

おいても、昨年の汚名を挽回しなければなりません。事故防止のためにも、危険個所の除

去が最も大切であります。日ごろ目にする危険個所の改善が最も必要であります。高尾田
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交差点に昨年秋、麻生方面から県道伊予川内線を右折する右折ゾーンが完成しました。皆

さん大変喜んでおります。麻生から直進して森松方面に向かう場合は右折車があると直進

できません。そこで渋滞していたのが、緩和されました。しかしながら、右折の矢印信号

がないため、右折する場合、森松方面から砥部町方面に直進する車で右折ができず、交差

点の中で１、２台入って待機し、直進車の通過を待って信号が黄色に変わってスタートで

きますが、それでも直進してくる車があり、赤になってようやくスタートするのが現状で

す。完全に信号無視であり、いつ事故があってもおかしくない危険な状況です。したがっ

て、早急に右折矢印信号を設置する必要があると思います。せっかく高い費用をかけて右

折ゾーンができても、効果は半減です。今後の改善について町長のご所見をお伺いいたし

ます。以上で私の質問を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 中村議員のご質問にお答えをいたします。細部に渡りご質問をいた

だきました。まったくそのとおりだと思います。この２件につきましては、すでに実施、

また新年度予算にも計上しておりますので、そのまま実施をしたいというふうに考えてお

ります。まず始めに高齢者の安全安心の確保についてのご質問ですが、高齢化が進む中、

ご指摘のような医療情報の活用支援は非常に重要であると考え、本町でもこの救急医療情

報キットを平成２４年度から導入するよう当初予算に計上をしております。この事業によ

り、これまで以上に高齢者の安全安心が確保できるものと考えております。次に、交通事

故防止対策についてのご質問ですが、ご指摘のとおり、高尾田交差点の改良の効果を高め

るためには、矢印式の信号機は必要と考えて、昨年５月に松山南署に要望しておりました

ところ、２月末に設置されましたので、もう今日は点灯されているのではないかというふ

うに思っております。交通事故防止のため、今後も警察と認識を共有し、町内の危険箇所

の改良に努めて参ります。以上で中村議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 
○議長（政岡洋三郎） １３番中村茂君。 
○１３番（中村茂） すでに実施が決まっておったり、もう実施されておるというのは、

大変ありがたいことだと思います。私はあとを追っかけてるような感じのように思います

けれども、よくなることは大変いいことだと思います。そこで２，３質問をしたいと思い

ます。最初に砥部町が掌握しています災害時の要支援援護者の数、また、一人暮らしの高

齢者の人数、また高齢者の人数、一人暮らしじゃない高齢者の人数ですね、また高齢化率、

そして救急、今度消防の方になりますが、救急出動件数、救急搬送に占める高齢者の割合、

以上について現在掌握していることについてお尋ねをしたいと思います。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 私の方にデータは頂いておるんですけど、担当の係の方からここで

勉強をしたいと思いますので、答弁をさせます。 
○議長（政岡洋三郎） 重松介護福祉課長 
○介護福祉課長（重松邦和） ただいまの中村議員さんのご質問にお答えします。まず災

害時要援護者の数でございますが、砥部地区で現在４３１名、広田地区で６３名、合計４

９４名の方が今のところ申請をされております。続きまして、一人暮らしの高齢者の人数
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でございますが、砥部地区で５６８名、広田地区で８０名、合わせて６４８名でございま

す。また、６５歳以上の高齢者の数でございますが、砥部地区で５，０４９名、広田地区

で４３７名、合わせて５，４８６名。また高齢化率でございます。これは人口に対する６

５歳以上の割合でございますが、砥部地区では２３．７％、広田地区では４７．１％。全

体で申しますと、２４．６％の高齢化率となっております。いずれもこれは２４年１月末

日現在の数字でございますので、よろしくお願いいたします。以上で質問に対する答弁と

させていただきます。 
○議長（政岡洋三郎） 原田総務課長。 
○総務課長（原田公夫） 中村議員のご質問にお答えします。緊急出動件数でございます。

平成２３年中ということで、救急出動件数８２７件、内訳としましては、砥部地区が７４

８、広田地区が７９、その中の搬送人員ですが７８２名、砥部地区が７０８、広田地区が

７４人でございます。救急搬送に占める高齢者の割合でございますが、６５歳以上という

ことで申しますと、先ほど言いました搬送人員７８２人中、４４９人が該当します。それ

の内訳としましては、砥部が３９２、広田が５７、ということで、砥部地区は搬送人数中

高齢者の割合が５５．４％、広田の方につきましては７７％という数字となっております。 
○議長（政岡洋三郎） １３番中村茂君。 
○１３番（中村茂） ありがとうございました。今のご報告のとおり、確かに老人の方が、

私も老人ですけども、多くなっておるという状況は明らかであると思います。この間の新

聞で今治市で救急の実態を統計を取ったんですけど。救急車を利用するのにですね、重病

人でなくても入院する人でなくても、タクシー代わりに使うというんですね。そういうの

で、大変戸惑っておると。やっぱり、いざ重病な方が出た時に、やっぱりよそから車を回

さなきゃいかんと、救急車を。その場合、大変時間もかかりますし、また重病人であるの

で、一時も早く搬送しなきゃいけないのに、そういう軽傷者の方をなるべくそのね、救急

車を利用しないと、そういうムードを作っていく必要もあるんではないかとこのように思

います。パトカーでもタクシー代わりに使って乗っていくという人をよく前にも事例があ

りましたが、救急車をタクシー代わりに使って動いたりする人がおるということで、今治

の現地にこういう統計出ておりますので、１つの啓蒙をする必要があるんではないかと、

このように思います。１つ先ほど言いましたように、キットについてご説明しますと、最

初アメリカのオレゴン州でこういう事業がスタートしたそうですね、アメリカで。それで

大変好評だったということで、東京都港区と消防庁が検討を重ねまして、そこで初めてス

タートしたと、そういうのが現状であります。このキットの特徴としましては、覚えやす

いこと、探しやすいこと、保管しやすいこと、こういうメリットがあって、大変好評であ

ると言われております。ステッカーをドアの内に貼るんですよね。ステッカーありますけ

ど。キットがありますというステッカーをドアの内側に貼っとくんですね。そうするとド

ア開けた時には消防、救急隊が開けた時には、あ、この家にはあるんだなと。その時は冷

蔵庫にもステッカー貼ってるそうですね。そしたら冷蔵庫ぱっと開けると。そしたらそれ

を見て対応ができると、そういうことでございます。この間、ＮＨＫのテレビでも松山の

女性の８０歳の方が風呂場で倒れて、一人もんだったんで、やっとの思いで救急車に、１
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１９番しまして、その人もキットを取りつけておってですね、命拾いしましたというテレ

ビが、本人が出て、私も見たことがあります。そういうことで、これはやっぱりいざとい

う時にですね、混乱しておりますし、病気の方が大変ですので、自分は完全に混乱してで

すね、私も一度、３年ぐらい前にお世話になりましてですね、病院についた時には自分意

識がないんですね。だから緊急の連絡先とかどうだこうだいうて、問いかけられてもね、

全然こたえられませんですね。そういう時にこういうキットがあるのは大変いいことであ

ると、このように思います。松山市では、９，７００個キットを作成してですね、民生委

員を通して、また福祉協議会を通して取扱いをしていると、こういうことでございます。

砥部町においても先ほど町長も答弁にありましたように、すでに始めようという答弁でご

ざいますので、本当に早くして、１人でも２人でも、それが利用して助かって、命を助か

るということは、素晴らしいことであると思いますし、また段々高齢化しますんで、こう

いう利用者も増えてくるんではないかと、このように思いますので、取り組んでいただき

たいと思います。 
 また、高尾田交差点の件については、西岡議員も取り上げておられたそうでして、ダブ

りますんで私に譲っていただいたというお話を聞いておりますんで、やっぱり大勢の人が

これが必要なんだぞと、そういう意識を持っておられたというので、すでに稼働しておる

ということは、本当にこれはいいことだと思います。本当に感謝申しあげまして、私の質

問を終わりたいと思います。また今後もまた色々質問事項、勉強しましてですね、先にね、

今回のようにすでに実施していただけるように、やっぱりそういう事案を見つけてですね、

町に訴えてどんどん改善することは改善していって、町民の安心安全に繋げていったら、

大変いいことだと思いますので、今後ともよろしくお願い申し上げまして、私の質問を終

わります。ありがとうございました。 
○議長（政岡洋三郎） 以上で中村茂君の質問を終わります。次に４番、大平弘子君の質

問を許可します。４番大平弘子君。 
○４番（大平弘子） 議席番号４番大平弘子です。２つほど質問いたします。１つ目は、

中学生の自転車通学についてであります。砥部町ではありませんが、自転車がお年寄りに

当たり、お年寄りが転倒、運悪く亡くなられた方がおられました。砥部中学校では、何名

の生徒さんが自転車通学をして、保険はどのようになっているのか。今まで自転車通学で

の事故はあったのでしょうか。あったのであれば、何件の件数で、事故後の処理をお伺い

します。自転車通学は中学校まで家から何ｋｍ以上とか、どこの地域とか、自転車通学が

できる範囲の決まりがあるんでしょうか。お答えください。 
 ２つ目は、防災対策について、伊方原発の事故の場合、半径３０ｋｍ圏内は避難が必要

と言われていますが、上空の気流によっては、５０ｋｍ圏内の砥部町も安全とは言い切れ

ず、避難対策を考えておくべきです。大地震の場合、河川からの逆流も考えられます。起

こるべくして災害は起こるのではなく、想定外も考えるべきではないでしょうか。国の防

災指針見直しに伴って、砥部町も指針の見直しが必要と思うのですが、町長のご所見をお

伺いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
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○町長（中村剛志） 大平議員のご質問にお答えします。初めに中学校の自転車通学につ

いてのご質問につきましては、このあと教育長の方から答弁をさせたいと思います。次の

防災対策についてのご質問ですが、原子力災害対策特別処置法の改正案では、原子力施設

からおおむね３０ｋｍ圏内の自治体に地域防災計画の見直しを義務付け、本町が該当する

５０ｋｍ圏内については、防護措置を実施する地域になっています。この防護措置につい

ては、今後国において検討していく必要があるとされており、来年度以降、予定されてい

る原子力防災指針の改定など、先ほど大平議員さんも言われましたように、国の動向、国

の指示によって対応させていただきたいと思います。津波の河川逆流の対策については、

県による主要河川の調査が計画されていることから、この結果を見て対応してまいりたい

と思います。以上で大平議員の質問に対する答弁とさせていただきます。 
○議長（政岡洋三郎） 佐野教育長。 
○教育長（佐野弘明） 大平議員のご質問にお答えします。砥部中学校の自転車通学につ

いてのご質問でございます。砥部中学校では、本年度自転車通学生３２４名の生徒が自転

車通学をしております。生徒数全体に占める割合は、約５１．８％ということでございま

す。その自転車通学の生徒全員が自転車総合保険、これに加入をしております。また事故

の件につきましては本年度、昨年の４月からの本年度の状況でございますけれども、交差

点で自動車と軽い接触をした接触事故が１件、そして自転車で側溝、溝の側溝に落ちた事

件が１件、そして自転車で道路の縁石に乗り上げて転倒した事故が１件という３件の事故

がございますけれども、いずれも軽易な事故でございまして、大きな事故事件等に至った

事故ではございません。そして事故の起こった際の処理でございますけれども、事故があ

った場合には学級担任、そして生徒指導教諭等が現場に急行いたしまして、必要に応じて

病院搬送であるとか、保護者への連絡というふうなことを取るような態勢を取っておりま

す。それから自転車通学の範囲でございますけれども、これは以前にはキロ数の設定をし

ておったかと思いますけれども、中学生の生徒の減少で自転車置き場の余裕ができたとい

うふうなこともあって、最近は見直しをしておりまして、現在の自転車通学の許可範囲と

いう形では、麻生小学校区は全域許可範囲になっております。宮内小学校区については、

大角蔵、七折、そして川井の一部、そして砥部小学校区については鵜ノ崎、外山、大平、

岩谷、万年、川登、大谷、天神、久保田、そして五本松の一部、これが自転車通学の許可

範囲というふうなことになっております。最後に、自転車通学生の安全教室の徹底、それ

から運転のマナー等の指導を行いまして、また、教職員が登下校中にも安全運転の見回り

なども行っております。今後とも安全教育に努めて参りたいというふうに考えております。

以上で大平議員のご質問に対する答弁とさせていただきます。 
○議長（政岡洋三郎） ４番大平弘子君。 
○４番（大平弘子） 自転車の講習はですね、小学校で交通安全協会が各学校で指導をし

ておられると思いますが、中学校では、自転車で通学されている生徒にどのような交通マ

ナーを指導しているのでしょうか。これから先の未来を担う子どもたちの命を奪うことの

ないよう、中学生の自転車通学に対して、今一度交通指導や交通マナーの指導を持ってみ

てはどうでしょうか。最近のことですが、自転車が並行して話しながら走っているのを私
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は注意いたしましたが、そういうことは事故に繋がりますので、そういうのを徹底してい

ただきたいと思います。今一度お考えをお聞かせ下さい。 
○議長（政岡洋三郎） 佐野教育長。 
○教育長（佐野弘明） 再質問にお答えをさせていただきます。中学校での自転車、通学

の自転車の交通ルールのマナーの教室ということでございますけれども、まず年度当初に

は交通安全指導であるとか、新入生への自転車教室、こういったことを実施をしておりま

すし、大体毎年６月には交通安全マナー教室というようなことで、南署からも担当課に来

ていただきまして、ビデオを見たり、あるいは指導を受けたりというふうなことをしてお

ります。そして特に道交法の改正、あるいは、昨年、良好な自転車交通秩序の実現のため

の総合対策の推進というようなことで、通達がございました。そういった際には、その内

容に応じて一列通行であるとか、あるいはライトがついてなかったら違反になるとか、こ

ういった細かい何点かあったと思いますけども、そういったことを周知をいたしておりま

すし、特に自転車は車両であるというふうなことの認識を徹底をさせておりますし、特に

国道の両側にあります歩道等を通行する際には、歩行者の優先を徹底するんだというふう

なこと、そしてルール守らなかった場合の罰則でありますとか、交通事故に対するリスク、

こういったこと等についても交通安全教室等で周知をしております。そして合わせてやは

り、先ほど申し上げましたように車両でありますし、事故というのは自分が注意しただけ

でもなくならないというふうなこと等もございます。自分の命は自分で守るといった危機

管理、こういったことも併せて、学校で適宜指導をしております。こういう状況でござい

ます。 
○議長（政岡洋三郎） ４番大平弘子君。 
○４番（大平弘子） ありがとうございました。２番目の防災対策についてのことですが、

これまでの防災対策は地震に重点を置いておりました。そういう傾向でしたが、東日本大

震災のような大きな津波を受けて、県危機管理課は河川の溯上調査を設け、津波災害対策

を新築することになりましたが、砥部町は河川の逆流はないとお考えでしょうか。砥部町

は旧広田村と合併したことで、お年寄りの多い山間部の集落が増え、台風や地震、大雪大

雨によって集落の孤立がいつ起こっても不思議ではないと思われます。南海大震災も起こ

るのではないかと報道されております。災害時も過疎地域や高齢者への対応など、課題が

改めて浮かび上がりました。地域住民の協力、要請はもちろんでありますが、非常災害対

策自衛隊法に、町の職権で自衛隊の派遣を町長は災害派遣を命ずることができると、第８

条、同法第８条にありましたが、今までに自衛隊の要請はあったのでしょうか。自衛隊へ

の要請はあったのでしょうか。そういうふうなことは今までなかったのでしょうか。それ

を今一度お伺いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） ただいまの大平議員さんのご質問にお答えしたいと思います。私は

重信川の水が逆流で砥部町まで及ぶとは考えておりません。しかし、県の方が今先ほど申

し上げましたように、調査中でありますので、それによって対策を立てるということで、

県から指導があります。そういうことでございます。重信川というのは非常に急峻な川な
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んですよね。皆さんが見るとなだらかな川に見えますけど、一度に水がだっと流れてしま

う、非常に急峻な川であります。そういうことで、今想定されてるのは、瀬戸内海で松山

近辺でしたら２ｍ４０ぐらいまでと、この間八幡浜の方が５ｍというような話も出ました

が、その時点でも２ｍ少々ということでございますので、それ以上の差がありますので、

それについてはあまりないのではないかという考え方を持っております。しかし、県が今、

細かいところも調べておりますので、その件の調査を待って我々としても対策を立てたい

というふうに思っております。それから自衛隊の出動要請というのは、私になってからは

ございません。以上です。 
○議長（政岡洋三郎） ４番大平弘子君。 
○４番（大平弘子） 自衛隊の要請がないということは、大きな事故がなかったというこ

となので、いい方向ではないかと思っております。以上で私の質問は終わります。ありが

とうございました。 
○議長（政岡洋三郎） これで一般質問を終わります。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第６ 議案第２号 ２２教育第１９号砥部中学校改築工事請負契約の変更契約の 

締結について 
（説明、質疑、採決） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第６議案第２号２２教育第１９号砥部中学校改築工事請負契

約の変更契約の締結についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。

藤田教育委員会事務局長。 
○教育委員会事務局長（藤田正純） 議案第２号につきましてご説明申し上げます。２２

教育第１９号砥部中学校改築工事請負契約の変更契約の締結について。次のとおり工事請

負契約の変更契約を締結することについて、議会の議決を求める。平成２４年３月２日提

出、砥部町長中村剛志。１、契約の目的 ２２教育第１９号砥部中学校改築工事。２、変

更契約金額 １８億５，１９８万６千円。うち消費税及び地方消費税の額が８，８１８万

９，８０９円。３、今回変更による増額 １，１３３万６千円。うち消費税及び地方消費

税の額５３万９，８０９円。４、契約の相手方 戸田・蜂谷・有光特定建設工事共同企業

体。代表者 香川県高松市塩上町二丁目８番１９号 戸田建設株式会社四国支店 支店長 

藤脇照人。それでは内訳につきまして、ご説明申し上げます。別添の資料の方をご覧いた

だいたらと思います。今回、変更をお願いするのものにつきましては、一期工事特別教室

棟仮設校舎の分でございます。内訳を申し上げますと、１番目に施設の洗面器から砥部焼

の洗面器への変更、これにつきましては材料支給という形に変更させていただきますので、

６５万６千円の減額となるものでございます。次に受水槽の位置変更につきましては、位

置変更に伴いまして、１２７万６千円の増額でございます。次に浄化槽の位置変更でござ

いますが、これにつきましては２５６万６千円の増額でございます。４、蛍光灯からＬＥ

Ｄ照明への変更でございますが、３３０万４千円の増額でございます。５番目としまして、

仮設校舎内部の変更でございますが、窓の透明ガラスからすりガラス、また、教室カーテ
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ンの設置、段差スロープの設置、手洗い場の増設等によりまして、３３２万５千円の増額

でございます。次に６番目でございますが、西門から仮設校舎への通路の整備１５２万１

千円の増額。合計しまして、１，１３３万６千円の増額でございます。下の表でございま

すが、請負額の変更でございます。変更前でございますが、１８億４，０６５万円。変更

後、１８億５，１９８万６千円。差額の１，１３３万６千円でございます。元の議案書に

戻っていただきます。提案理由でございますが、２２教育第１９号砥部中学校改築工事請

負契約の変更契約を締結したいので、砥部町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得及

び又は処分に関する条例第２条の規定により、提案するものでございます。以上で説明を

終わらさせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１番佐々木隆雄君。 

○１番（佐々木隆雄） 仮設校舎の照明は蛍光灯なんですか、ＬＥＤなんですか。それか

ら、もう１つは、受け取りに行った時に、説明もされていたようなんですが、もう１度説

明をいただきたいんですけども、黒板前は蛍光灯でやりますということでしたね。その理

由。その２つお願いします。 

○議長（政岡洋三郎） 藤田教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（藤田正純） 佐々木議員さんのご質問にお答えをいたします。仮

設校舎の照明につきましては、蛍光灯でございます。特別教棟の方の照明につきましては、

先ほど言いましたＬＥＤに変えておりますが、４０型のＬＥＤで本数にしまして２３２本

でございます。教室の前部にあります黒板の照明につきましては、蛍光灯でございます。

これは、反射光を利用しての照明となっておりますので、蛍光灯となっております。以上

でございます。 

○議長（政岡洋三郎） 他に質問はございませんか。討論を行います。討論はありません

か。 

［討論なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 

 議案第２号の採決を行います。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第２号２２教育第１９号砥部中

学校改築工事請負契約の変更契約の締結については、可決されました。 
以上で本日の議事日程は、すべて終了しました。本日はこれで散会します。 

 
午前１１時４３分 散会 
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平成２４年第１回砥部町議会定例会議事日程 第２日 

 

・開  議 

 

日程第１  議案第 ３号  砥部町過疎地域自立促進計画の変更について 

 

日程第２  議案第 ４号 砥部町道路線の認定について 

 

日程第３  議案第 ５号 砥部町特別会計条例の制定について 

 

日程第４  議案第 ６号 砥部町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並び

に水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定について 

日程第５  議案第 ７号 砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬 

             及び費用弁償に関する条例の一部改正について 

日程第６  議案第 ８号 砥部町税条例の一部改正について 

 

日程第７  議案第 ９号 砥部町公民館条例の一部改正について 

 

日程第８  議案第１０号 砥部町保育所条例の一部改正について 

 

日程第９  議案第１１号 砥部町母子家庭医療費助成条例の一部改正について 

 

日程第１０ 議案第１２号 砥部町乳幼児医療費助成条例の一部改正について 

 

日程第１１ 議案第１３号 砥部町重度心身障害者医療費助成条例の一部改正について 

 

日程第１２ 議案第１４号 砥部町介護保険条例の一部改正について 

 

日程第１３ 議案第１５号 砥部町廃棄物処理施設条例の一部改正について 

 

日程第１４ 議案第１６号 砥部町公共下水道条例の一部改正について 
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日程第１５ 議案第１７号 砥部町公共下水道事業の設置等に関する条例の 

             一部改正について 

日程第１６ 議案第１８号 砥部町営住宅管理条例の一部改正について 

 

日程第１７ 議案第１９号 平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第７号） 

 

日程第１８ 議案第２０号 平成２３年度砥部町国民健康保険事業特別会計 

             補正予算（第３号） 

日程第１９ 議案第２１号 平成２３年度砥部町後期高齢者医療特別会計 

             補正予算（第２号） 

日程第２０ 議案第２２号 平成２３年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 

日程第２１ 議案第２３号 平成２３年度砥部町とべの館特別会計補正予算（第１号） 

 

日程第２２ 議案第２４号 平成２３年度砥部町公共下水道事業会計補正予算（第２号） 

 

日程第２３ 議案第２５号 平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第３号） 

 

日程第２４ 議案第２６号 平成２４年度砥部町一般会計予算 

 

日程第２５ 議案第２７号 平成２４年度砥部町国民健康保険事業特別会計予算 

 

日程第２６ 議案第２８号 平成２４年度砥部町後期高齢者医療特別会計予算 

 

日程第２７ 議案第２９号 平成２４年度砥部町介護保険事業特別会計予算 

 

日程第２８ 議案第３０号 平成２４年度砥部町とべの館特別会計予算 

 

日程第２９ 議案第３１号 平成２４年度砥部町とべ温泉特別会計予算 
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日程第３０ 議案第３２号 平成２４年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算 

 

日程第３１ 議案第３３号 平成２４年度砥部町農業集落排水特別会計予算 

 

日程第３２ 議案第３４号 平成２４年度砥部町浄化槽特別会計予算 

 

日程第３３ 議案第３５号 平成２４年度砥部町公共下水道事業会計予算 

 

日程第３４ 議案第３６号 平成２４年度砥部町水道事業会計予算 

 

 

・散  会 
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平成２４年第１回砥部町議会定例会 
平成２４年３月５日（月） 

午前９時３０分開会 
 
○議長（政岡洋三郎） 現在の出席議員は１６人です。定足数に達していますので、本日

の会議を開きます。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１ 議案第 ３号  砥部町過疎地域自立促進計画の変更について 

（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１議案第３号砥部町過疎地域自立促進計画の変更について

を議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 議案第３号砥部町過疎地域自立促進計画の変更について。

砥部町過疎地域自立促進計画を次のとおり変更することについて、過疎地域自立促進特別

措置法第６条第７項において準用する同条第１項の規定により、議決を求める。平成２４

年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 
 変更内容でございますが、計画中、８文化振興の、文化の振興等に、ところに、カギ括

弧で囲んでおりますように、（３）事業計画として地域文化の振興、民話の里づくり事業

を加えるものでございます。提案理由でございますが、現在砥部町過疎地域自立促進計画

に基づいて、産業振興、生活環境等の整備を計画的に実施しておりますが、この度、過疎

対策事業債を充当する事業を実施するにあたり、当該事業の砥部町過疎地域自立促進計画

への登載が必要であることから、提案するものでございます。具体的には、お手元の方に

議案第３号資料として過疎地域の計画を入れておりますが、その１６、１７ページに８地

域文化の振興というのを入れておりますが、その中に具体的な事業名として（３）と事業

計画を加えるものでございます。なお、過疎地域振興計画につきましては、議会の議決を

経て整理することになりますが、変更手続きについても、ご議決をいただいて整理するこ

とになります。ご審議の上、ご議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
おはかりします。議案第３号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３号は、総務文教常任委員

会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議においてお

願いします。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２ 議案第 ４号 砥部町道路線の認定について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第２議案第４号砥部町道路線の認定についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 議案第４号砥部町道路線の認定についてご説明いたします。

町道の路線を認定することについて、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求

めます。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 
 認定する路線名でございますが、大平支線。起点及び終点、砥部町大平５５番１先から

大平６０３番地２地先までです。提案理由といたしまして、この道路は、国道３３号三坂

道路の側道で、砥部町管理の道路となるため、町道認定するものでございます。なお、別

紙の参考資料を見ていただけたらと思います。１ページ目です。大平支線の延長でござい

ますが、５５ｍ。幅員は５．５ｍから３５．８ｍ。赤色で表示しているところでございま

す。この道路は国道３３号三坂道路を新設するため、集落内の道路の機能回復のため設置

されたものでございます。なお、黒で表示しているのが既存の町道大平線でございます。

以上町道認定よろしくご審議をお願い申し上げます。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
おはかりします。議案第４号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第４号は、産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いしま

す。 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３ 議案第 ５号 砥部町特別会計条例の制定について 
（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第３議案第５号砥部町特別会計条例の制定についてを議題と

します。本案について提案理由の説明を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 議案第５号についてご説明申し上げます。砥部町特別会計

条例の制定について。砥部町特別会計条例を次のように定める。平成２４年３月５日提出、

砥部町長中村剛志。 
 砥部町特別会計条例の全部を改正するものでございます。第１条としまして、特別会計

を列記しておりますが、８つの特別会計を入れております。これは官庁会計に当たる部分

で、公営企業会計は該当しません。第２条としまして、地方自治法に定める弾力条項を適

用できることとしております。附則として、この条例は公布の日から施行するものでござ
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います。提案理由でございますが、各特別会計の明記等、地方自治法第２１８条第４項の

弾力条項を適用するため、提案するものでございます。弾力条項という言葉について、少

し説明を加えさせていただきます。資料の方、付けさせていただいておりますが、資料の

２ページ、括弧で議案第５号資料と書いておるものでございますが、これは自治法と地方

公営企業法に規定がございますけれども、ここでは自治法の適用範囲である官庁会計の特

別会計を対象にしております。まず条件としましては、特別会計であること。企業会計に

ついてはすでに使えるようにしております。また条例で定めていること。業務のために直

接必要な経費の不足を補うものであること。業務の増加により増加すると見込まれる収入

の範囲内であること。これらが要件として必要になります。なお、このような特例は通常

適用することはございませんが、予算運用の幅を広げるというような意味で、今回提案す

るものでございます。以上ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
おはかりします。議案第５号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第５号は、総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いしま

す。 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第６号 砥部町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準 
並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第４議案第６号砥部町水道事業布設工事監督者の配置基準及

び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） それでは議案第６号について説明をさせていただきます。

砥部町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準

に関する条例の制定について。砥部町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並

びに水道技術管理者の資格基準に関する条例を次のように定める。平成２４年３月５日提

出、砥部町長中村剛志。 
 まず初めに、提案理由の説明でございますが、３ページの下段をご覧ください。地域の

自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の

施行に伴い、水道法が一部改正されまして、これまで法令で規定されていた水道事業布設

工事監督者の配置基準などについて、地方公共団体の条例で定めることとされたため、提

案するものでございます。条例の中身でございますが、１ページの方へ戻っていただきま
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して、第１条、条例の目的、この条例は水道法の規定に基づき、技術上の監督業務を行わ

せなければならない水道の布設工事の基準及び当該工事の施行に関する技術上の監督業務

を行うものに必要な資格基準並びに水道技術管理者に必要な資格基準について定めること

を目的とするものでございます。第２条で布設工事監督者を配置する工事でございますが、

条例で定める布設工事監督者が監督業務を行うべき水道の布設工事は、法第３条第８項に

規定する水道施設、これは取水施設、貯水施設、導水施設、浄水施設、送水施設、配水施

設でございますが、これらの工事の新設、または次の各号に掲げる増設もしくは改造の工

事ということで、第１号が１日最大給水量、水源の種別、取水地点または浄水方法の変更

にかかる工事。第２号では、沈でん池、ろ過地、浄水地、消毒設備又は配水池の新設、増

設又は大規模な改造にかかる工事、これらの工事を行う場合は、工事監督者を配置しなけ

ればならないということでございます。第３条では、布設工事監督者の資格を定めており

ます。布設工事監督者が有すべき資格は、第１号から次のページの第８号までを定めてお

ります。中段の第２項でございますが、第２項は簡易水道事業のように供する水道につい

ては、前項第１号第６号の経験年数を半分と定めております。第４条では、水道技術管理

者の資格について定めておりまして、条例で定める水道技術管理者が有すべき資格は、第

１号から次のページの第６号まで定めております。第２項は、簡易水道又は１日最大給水

量が１，０００㎥以下である専用水道につきましては、前項第１号簡易水道以外の水道と

あるのは、簡易水道と、同条第２項から第５項の経験年数を水道の半分としてございます。

第２条、第３条、第４条ともに、現行の国の基準と同様としております。なお、砥部町役

場の職員のうち、布設工事監督者の有資格者は５名。水道技術管理者の有資格者は７名で、

生活環境課にはそれぞれ３名が在職しておりまして、そのうち水道係にそれぞれ２名が在

職しておるものでございます。附則で、この条例は平成２４年４月１日から施行するもの

でございます。以上で議案第６号の説明を終わります。ご審議賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
おはかりします。議案第６号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第６号は、産業建設常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いしま

す。 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第７号 砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部改正について 
（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 



 34 

○議長（政岡洋三郎） 日程第５議案第７号砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の

説明を求めます。藤田教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（藤田正純） それでは議案第７号につきまして、ご説明申し上げ

ます。砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

についてご説明申し上げます。砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２４年３月５日提出、砥部

町長中村剛志。 
 今回の条例の改正の中身でございますが、別表中にございます体育指導委員をスポーツ

推進委員に改めるものでございます。附則、この条例は公布の日から施行する。提案理由

でございますが、スポーツ振興法が全部改正され、スポーツ基本法が平成２３年８月２４

日に施行されました。同法附則により、スポーツ振興法に基づく体育指導委員はスポーツ

推進委員とみなされることとなったため、提案するものでございます。以上で説明を終わ

らせていただきます。ご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
おはかりします。議案第７号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第７号は、総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いしま

す。 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第８号 砥部町税条例の一部改正について 
（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第６議案第８号砥部町税条例の一部改正についてを議題とし

ます。本案について提案の理由説明を求めます。辻戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（辻充則） 議案第８号砥部町税条例の一部改正について。砥部町税条例

の一部を改正する条例を、次のように定める。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛

志。 

 まず提案理由でございますが、２ページをお開けください。提案理由でございます。経

済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための地方税法及び地方法人特別税等に

関する暫定措置法の一部を改正する法律及び東日本大震災からの復興に関し、地方公共団

体が実施する防災のための施策に必要な財源の確保にかかる地方税の臨時特例に関する法

律が公布されたため、提案するものでございます。改正の内容でございますが、新旧対照

表で説明させていただきます。まず、条例第９５条でございます。たばこ税の税率でござ
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いますが、１，０００本につき４，６１８円から５，２６２円に改定いたします。次に、

附則第９条でございますが、町民税の分離課税にかかる所得割の額の特例、これにつきま

しては退職所得分についてでございますが、削除といたします。続きまして、附則第１６

条の２、３級品の煙草の税率でございます。しんせい、エコー、わかば等でございますが、

１，０００本につき２，１９０円から２，４９５円に改定いたします。次に、第２５条、

個人の町民税の税率の特例等を新たに加え、平成２６年度から平成３５年度までの個人の

町民税の均等割額を５００円加算いたします。施行期日でございますが、１ページにお戻

りください。この条例は公布の日から施行するものとします。ただし、次の各号に掲げる

規定は、当該各号に定める日から施行するものといたします。まず、附則第９条の退職所

得の改正規定につきましては、平成２５年１月１日から。次に、条例第９５条及び附則第

１６条の２、第１項の改正規定のたばこ税の税率でございますが、平成２５年４月１日か

ら施行するものといたします。次に、町民税に関する経過措置でございますが、平成２４

年１２月３１日以前に支払うべき退職手当等につきましては、従前の例によるものといた

します。２ページをお願いいたします。町たばこ税に関する経過措置でございますが、平

成２５年４月１日前に課した、または課すべきであった町たばこ税につきましては、従前

の例によるものといたします。以上で説明を終わらせていただきます。ご審議いただきま

すようよろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

２番森永茂男君。 
○２番（森永茂男） ちょっとお尋ねしたいんですけど、これ、たばこ税の税率が１，０

００本につき４，６１８円から５，２６２円とすると、これはようは国が決めた税率じゃ

なしに、町単独でやる税率ということなんでしょうか。もうそうなると、また別個に町単

独に税率が決めて値上げができるいうことなんか、それとも他の理由でこういう金額にな

るか、そこのところを教えていただきたいのですが。 
○議長（政岡洋三郎） 辻戸籍税務課長。 

○戸籍税務課長（辻充則） 森永議員さんのご質問にお答えさせていただきます。煙草の

税率につきましては、国からの標準税率によるものでございます。以上で森永議員さんの

質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。質疑を終わります。 
おはかりします。議案第８号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第８号は、総務文教常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いしま

す。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第７ 議案第９号 砥部町公民館条例の一部改正について 
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（説明、質疑、総務文教常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第７議案第９号砥部町公民館条例の一部改正についてを議題

とします。本案について提案理由の説明を求めます。藤田教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（藤田正純） それでは議案第９号につきまして、ご説明申し上げ

ます。砥部町公民館条例の一部改正について。砥部町公民館条例の一部を改正する条例を

次のように定める。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 
 それでは新旧対照表の方を見ていただいたらと思います。第１６条の中にございます審

議会の組織でございますが、審議会の委員さんにつきましては、法第３０条第１項の規定

するもののうちから教育委員会が委嘱すると、現行でなっております。これを学校教育及

び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行うもの、並びに学識経験のあるも

のの中から教育委員会が委嘱するというふうに改正するものでございます。これにつきま

しては、公民館運営審議会の委員さんの委嘱任命の基準が、今までは法律で定められてお

りましたが、削除されました。新たに文部科学省令で定める基準で、基準を参酌して条例

で定めることとなりましたので改正をお願いするものでございます。議案書に戻っていた

だきまして、附則、この条例は平成２４年４月１日から施行する。提案理由でございます

が、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関

する法律により、社会教育法の一部が改正され、公民館運営審議会の委員の委嘱に当たり、

省令で定める参酌すべき委員の基準に従い、条例で定める必要が生じたため、提案するも

のでございます。以上で説明を終わらさせていただきます。ご審議賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１２番井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） 質問ではないんですけど、これ４月１日の日が抜けてるように思

うんですが。以上です。 

○議長（政岡洋三郎） 藤田教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（藤田正純） 井上議員さんからのご指摘のとおり、日が抜けてお

ります。誠に申し訳ございません。ご訂正をお願いします。 

○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。質疑を終わります。 
おはかりします。議案第９号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第９号は総務文教常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いします。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第８ 議案第１０号 砥部町保育所条例の一部改正について 

（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第８議議案第１０号砥部町保育所条例の一部改正についてを
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議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。重松介護福祉課長。 

○介護福祉課長（重松邦和） それでは、議案第１０号砥部町保育所条例の一部改正につ

いてご説明いたします。砥部町保育所条例の一部を改正する条例を次のように定める。平

成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 

 提案理由といたしましては、就学前の子供に関する教育、保育等の総合的な提供の推進

に関する法律が改正されたため、提案するものでございます。内容につきましては、議案

第１０号資料の新旧対照表をご覧ください。第１４条中、法律の改正により私立認定保育

所の定義を定めた規定の繰り上げに伴い、その引用箇所でございます。第１０条第１項第

５号を第１０条第１項第４号に改めるものでございます。議案にお戻りください。附則と

いたしまして、この条例は公布の日から施行するものとなっております。以上で説明を終

わらせていただきます。ご審議を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
おはかりします。議案第１０号は、厚生常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第１０号は、厚生常任委員会に

付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いします。 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第９ 議案第１１号 砥部町母子家庭医療費助成条例の一部改正について 
（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第９議案第１１号砥部町母子家庭医療費助成条例の一部改正

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。大野保険健康課長。 

○保険健康課長（大野哲郎） それでは、議案第１１号砥部町母子家庭医療費助成条例の

一部改正についてご説明を申し上げます。議案第１１号砥部町母子家庭医療の費助成条例

の一部を改正する条例を、次のように定める。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛

志。 

 それでは、まず最初に提案理由についてご説明を申し上げます。裏面の２ページをご覧

ください。所得税法の一部を改正する法律の施行により、年少扶養控除の廃止によって、

従来の助成対象者が影響を受けることのないよう提案するものでございます。また併せて

児童福祉法の一部改正に伴う用語等の整備を図るため提案するものでございます。内容に

つきましては、別紙の新旧対照表の方をご覧ください。右側の改正後の案でございますが、

まず第３条でございます。ここでは受給資格について定めた条項でございまして、後期高

齢者医療と国民健康保険に適用される一般被保険者、これらについての住所地特例と呼ば

れる制度でございますが、これに基づいて受給資格を定めた内容でございます。裏面の２

ページをご覧いただいたらと思います。第４条のところでございますが、ここでは先ほど
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提案理由でご説明申し上げました、児童福祉法の中身でございます障害児施設医療費から、

障害児入所医療という文言の改正が行われておりますので、ここでも併せて改正をしてお

ります。第２項におきましては、診療報酬の算定方法、これの参照省令、厚生労働省令が

改正されておりますので、これを併せて改正を行っております。それから一番下の第６条

第２項でございますが、これは申請者からの申請手続きの時効を６箇所から２年に改める

ものでございます。それでは、議案書の方へお戻りください。議案書の１ページでござい

ます。附則でございます。施行期日でございますが、この条例は平成２４年４月１日から

施行する。第２項第３項は経過措置について定めたものでございます。以上で説明を終わ

らせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第１１号は、厚生常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第１１号は厚生常任委員会に付

託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いします。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１０ 議案第１２号 砥部町乳幼児医療費助成条例の一部改正について 

（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１０議案第１２号砥部町乳幼児医療費助成条例の一部改正

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。大野保険健康課長。 

○保険健康課長（大野哲郎） 議案第１２号砥部町乳幼児医療費助成条例の一部改正につ

いてご説明申し上げます。砥部町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例を次のよう

に定める。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 

 まず最初に、提案理由の方でございますが、裏面の２ページをご覧ください。助成対象

の拡大、小学生の入院医療費を今回追加をお願いさせていただきます。これに伴い、助成

対象者の助成対象者及び助成にかかる規定を改正するため、提案するものでございます。

で、併せて先ほどと同様、児童福祉法の一部改正に伴う用語等の整備を図るために提案さ

せていただくものでございます。それでは、条例の内容につきましては、新旧対照表の方

をご覧いただいたらと思います。まず１ページ目、改正案のところでございますが、まず、

条例の題名を改正いたいます。乳幼児医療費のあいなかに、及び児童、を追加をいたしま

す。第１条の目的のところでございますが、ここにも併せて、及び児童、を追加をいたし

ます。第２条定義のところでございますが、ここでは乳幼児についての対象者を規定をし

てございます。ここでは４つの要件を今回入れております。まず１点目が第２条の１行目

にあります、出生の６歳に達する日以後における最初の３月末日までの間にあるもの、こ

れを年齢基準と定めております。２点目が、その次にございます医療保険確保の規定によ
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る被保険者、または被扶養者としておりまして、すべての医療保険の被保険者を対象とす

る基準を設けております。３点目は次の国保法第１１６条の２に規定されている住所地特

例の規定適用についてでございます。４点目が生活保護法の適用者をこの制度から除くと

いうことについて定めております。次に、その下の第２項のところでございます。ここで

は、児童の医療補助について定めてございます。６歳に達する日以後における、最初の４

月１日から１２歳に達する日以後における最初の３月末日までの間にあるもので、以下、

医療確保、それから住所地特例に関する規定等は同様でございます。次の２ページをご覧

ください。第３項でございます。ここでは保護者についての規定がございますが、改正前

は助成者として限定したものを、ここで砥部町在住者のうち、親権を行うもの、そしてこ

のあとに乳幼児または児童、を追加する改正を行ってございます。以下、第４項以降は項

番号を繰り下げでございます。その２段下の第６項をご覧いただいたらと思います。ここ

では先ほどの文言の訂正、改正を行っております。入所医療という表現でございます。そ

して、第７項でございますが、ここは新設になってございます。ここでは、保険医療機関、

これについての規定を文言を入れてございます。そして一番下の段、第４条、助成のとこ

ろでございますが、ここでは文言の改正を行っております。次のページ、第３ページをご

覧いただいたらと思います。議題の現在の第５条に当たる条項でございますが、これは先

ほど第２条で規定をしておりますので、ここでは削除をしております。第６条が１条繰り

上がりまして、第５条となっております。ここでは、助成の、第２項のところでございま

すが、助成の優先適用を決めてございます。乳幼児医療を適用する際に、母子家庭医療、

あるいは重度心身障害者医療、これらを持っておられる方を優先適用するという規定でご

ざいます。それでは議案書の方へ戻っていただいたらと思います。議案書の裏面、２ペー

ジをご覧ください。附則でございます。この条例は平成２４年４月１日から施行する。第

２項は、経過措置でございます。以上で説明を終わらせていただきます。ご審議賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑ありませんか。

２番、森永茂男君。 

○２番（森永茂男） ちょっとお尋ねいたします。これ、児童にまで給付対象は広げたと

いうことで、なんですが、入院にかかる保険給付についてということで、要は通院は対象

にならないと捉えて間違いないんでしょうか。 

○議長（政岡洋三郎） 大野保険健康課長。 

○保険健康課長（大野哲郎） ただいまの森永議員さんのご質問にお答えさせていただき

ます。ご指摘のとおり、入院医療費が対象でございます。 

○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。質疑を終わります。 
おはかりします。議案第１２号は、厚生常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１２号は、厚生常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いしま
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す。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１１ 議案第１３号 砥部町重度心身障害者医療費助成条例の一部改正について 

（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１１議案第１３号砥部町重度心身障害者医療費助成条例の

一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。大野保険健

康課長。 

○保険健康課長（大野哲郎） 議案第１３号砥部町重度心身障害者医療費助成条例の一部

改正についてご説明を申し上げます。砥部町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正

する条例を次のように定める。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 
 それではまず提案理由でございますが、２ページをご覧いただいたらと思います。提案

理由でございます。児童福祉法の一部改正及び外国人登録法の廃止に伴う用語等の整備を

図るため提案するものでございます。それでは内容について新旧対照表をご覧ください。

今回外国人登録法が廃止されました。その関係で、この文言を削除してございます。第３

条の中段に下線がございます。ここでは先ほどの条例改正と同様に、住所地特例について

規定をしたものでございます。そしてその一番下の段でございます。１ページの一番下の

段の、第２項でございます。これは新たに設けた条項でございまして、前項に規定するも

ののほか、町長が特別の事情があると認めたものとする、という条項も設けてございます。

２ページ、裏面をご覧ください。第４条におきましては、障害児施設医療費から、障害児

入所医療という文言に改正する内容でございます。第２項におきましては、先ほど同様、

診療報酬の算定方法の参照省令、これの内容を改めると、改正するということでございま

す。それでは議案書の方へ戻っていただきまして、１ページでございます。附則、この条

例は平成２４年４月１日から施行する。ただし第３条の改正規定に基づく外国人登録をし

ているものに係る部分を削るに限る、は、同年７月９日から施行する。第２項は経過措置

でございます。以上で説明を終わらせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願

いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第１３号は、厚生常任委員会に付託することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１３号は、厚生常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いしま

す。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１２ 議案第１４号 砥部町介護保険条例の一部改正について 
（説明、質疑、厚生常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１２議案第１４号砥部町介護保険条例の一部改正について

を議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。重松介護福祉課長。 

○介護福祉課長（重松邦和） それでは議案第１４号砥部町介護保険条例の一部改正につ

いてご説明いたします。砥部町介護保険条例の一部を改正する条例を次のように定める。

平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。提案理由といたしましては、介護保険法施

行令の一部が改正されたこと、及び平成２４年度からの介護保険料率を改正するため、提

案するものでございます。内容につきましては、議案第１４号資料の新旧対照表をご覧く

ださい。第４条中、平成２１年度から平成２３年度を平成２４年度から平成２６年度に改

め、第１号及び第２号中、２万９，７００円を３万３，５００円に。第３号中、４万４，

６００円を５万３００円に。第４号中５万９，４００円を６万７，０００円に。第５号中、

７万４，３００円を８万３，８００円。第６号中、８万９，１００円を１０万５００円に

保険料率を改めるものでございます。議案の方にお戻りください。附則といたしまして、

この条例は平成２４年４月１日から施行する。また、この条例による改正後の砥部町介護

保険条例第４条に規定する保険料率は、平成２４年度以降の年度分の保険料について適用

し、平成２３年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例によるとします。さら

に、条例第４条第４号に掲げるもので、前年の年金収入額と、合計所得額の合計金額が８

０万円以下である第１号被保険者については、特例といたしまして、平成２４年度から平

成２６年度までの保険料率は第４条の規定にかかわらず、５万８，３００円とするとして

おります。以上で説明を終わらせていただきます。ご審議を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 
○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

８番栗林政伸君。 

○８番（栗林政伸） ６段階で一番下が３，８００円。値幅が、値上がりが３，８００円。

一番上が１万１，４００円か。その６段階にあるんですが、これなんか新聞等にもいろい

ろよその市町村も平均の値が出とんですが、砥部町は大体平均でいくらになっとんか、お

わかりでしたら教えていただいたらと思います。 

○議長（政岡洋三郎） 重松介護福祉課長。 

○介護福祉課長（重松邦和） ただいまの栗林議員さんのご質問にお答えします。まず愛

媛県の平均が今回第５期が５，４０６円となっております。砥部町の５，５８３円は、県

下２０市町のうち、５番目の順位ということでございます。以上で。５，４０６円が県の

平均でございます。で、砥部町が基準額が５，５８３円でございます。で、順位が県下で

５番目ということでございます。以上です。 

○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。質疑を終わります。 

 おはかりします。議案第１４号は、厚生常任委員会に付託することにしたいと思います。
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ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１４号は、厚生常任委員会

に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いしま

す。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１３ 議案第１５号 砥部町廃棄物処理施設条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１３議案第１５号砥部町廃棄物処理施設条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） それでは議案第１５号砥部町廃棄物処理施設条例の一部改

正について説明をさせていただきます。砥部町廃棄物処理施設条例の一部を改正する条例

を次のように定める。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 

 まず最初に提案理由でございますが、平成２３年８月３０日に公布された地域の自主性

及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による廃

棄物の処理及び清掃に関する法律の改正に伴いまして、一般廃棄物処理施設における技術

管理者の資格について、条例で定めるため、提案するものでございます。改正の内容でご

ざいますが、第２条の次に次の１条を加えるもので、第２条の２、技術管理者の資格とし

て、廃棄物処理施設に置く技術管理者の資格は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

規則第１７条第１項の資格に定める資格を有する者であることとする。この条文を加える

ものでございます。なお１７条第１項に定める資格を有する者につきましては、資料の２

の裏面につけておりますので、ご参照いただいたらと思います。砥部町の職員にはごみ処

理施設技術管理者が３名ございまして、そのうち２名が美化センターに在職しております。

また最終処分場技術管理士が１名ございまして、環境衛生係に在職をしております。附則

でこの条例は平成２４年４月１日から施行するものでございます。以上で議案第１５号の

説明を終わります。ご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

２番森永茂男君。 

○２番（森永茂男） ちょっとお聞きしたいんですけど、技術管理者の資格を有する者を

置くということらしいんですが、要は今までそういう資格を持った、先ほどは資格もった

人間はおいでたみたいですけど、要は条文上、そういうのがなかっただけなのか、そこを

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（政岡洋三郎） 日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） 森永議員さんのご質問にお答えをいたしたいと思います。

今まで法律で規定されていたものが条例で規定しなければならなくなったため、条例で規

定するものでございまして、内容につきましては、法律で規定されておったものと全く同

様ということでござます。以上で森永議員さんのご質問の答弁とさせていただきます。 
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○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。質疑を終わります。 

おはかりします。議案第１５号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１５号は、産業建設常任委

員会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願い

します。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１４ 議案第１６号 砥部町公共下水道条例の一部改正について 

（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１４議案第１６号砥部町公共下水道条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） それでは議案第１６号砥部町公共下水道条例の一部改正に

ついて説明をさせていただきます。砥部町公共下水道条例の一部を改正する条例を次のよ

うに定める。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 

 まず最初に提案理由でございますが、下水道法施行令の改正により、特定事業場から公

共下水道に排除される下水に含まれる１・１ジクロロエチレンに係る排除基準が緩和され

たことに伴い、提案するものでございます。この１・１ジクロロエチレンでございますが、

ちょっと聞き慣れないと思いますのでまず最初に説明をさせていただきます。１・１ジク

ロロエチレンは、揮発性の有機塩素化合物の一種で、無色透明な不快臭の液体でございま

す。主な用途は塩化ビニール等樹脂の原料や、フィルム洗浄剤などがあり、人体への影響

としては、麻酔作用があるそうでございます。改正内容につきましては、新旧対照表で説

明させていただきます。現行は、第２３条で水質適合のための除外施設の設置ということ

で、次に定める基準に適合しない下水を継続して排除して公共下水道を使用するものは、

除外施設を設け、又は必要な措置をしなければならないとして、第１号から第４２号まで

排出物とその基準について定めております。その中で第１５号の１・１ジクロロレチレン

１ℓ につき、０．２ｍｇ以下を、改正案は１・１ジクロロエチレン１ℓ につき、１．０ｍ

ｇ以下と改正するものでございます。なお、砥部町には現在対象事業場はございません。

附則に戻っていただきまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。以上

で議案第１６号の説明を終わります。ご審議賜りますようよろしくお願い申しま上げます。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第１６号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１６号は、産業建設常任委
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員会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願い

します。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１５ 議案第１７号 砥部町公共下水道事業の設置等に関する条例の一部改正に

ついて 
（説明、質疑、産業建設常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１５議案第１７号砥部町公共下水道事業の設置等に関する

条例の一部改正についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。日浦

生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） 議案第１７号砥部町公共下水道事業の設置等に関する条例

の一部改正について説明をさせていただきます。砥部町公共下水道事業の設置等に関する

条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村

剛志。 

 まず始めに提案理由でございますが、下水道法の改正に伴いまして、公共下水道事業計

画の策定にかかる認可制度が廃止されたため、提案するものでございます。改正の内容は、

別紙の新旧対照表により説明させていただきます。現行では第４条第２項公共下水道事業

の規模は次のとおりとするということで、第１号区域、下水道法第４条第１項による認可

を受けた事業計画に定める区域、となっておりますが、これを区域、下水道法第４条第１

項の規定により定めた事業計画における区域と、第２号では施設を、設置による認可を受

けた事業計画を定めるを、規定により定めた事業計画におけると、改正するものでござい

ます。附則に戻っていただきまして、この条例は、平成２４年４月１日から施行するもの

でございます。以上で議案第１７号の説明を終わります。ご審議賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第１７号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１７号は、産業建設常任委

員会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願い

します。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１６ 議案第１８号 砥部町営住宅管理条例の一部改正について 

（説明、質問、産業建設常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１６議案第１８号砥部町営住宅管理条例の一部改正につい
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てを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。萬代産業建設課長。 

○産業建設課長（萬代喜正） 議案第１８号砥部町営住宅管理条例の一部改正についてご

説明をいたします。砥部町営住宅管理条例の一部を改正する条例を次のように定める。平

成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 

 改正内容につきましては、別紙の新旧対照表を見ていただけたらと思います。今回の条

例改正は国の公営住宅法の改正に伴い、条例改正するものでございます。改正内容でござ

いますが、国の法律では公営住宅入居者の同居親族の要件等が廃止され、住宅の管理者で

ある事業主体、砥部町が条例で定めることになります。そのための改正でございます。そ

れでは右の欄、改正後案を見ていただけたらと思います。入居資格、第６条関係（３）収

入基準は旧の公営住宅法施行令に指定する金額とする改正でございます。これはただし、

この国の地域主権改革一括法等により、今後国が定めた基準以下で条例で定めなければな

りません。次のページをお願いいたします。２項、老人、身体障害者その他、特に居住の

安定を図る必要があるものの基準でございます。（１）６０歳以上の者、（２）障害者基本

法関係、（３）戦傷病者特別援護法関係、（４）原子爆弾被爆者に対する援護法に関する法

律関係、（５）生活保護関係、（６）海外から引揚者関係、（７）ハンセン病関係、（８）配

偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律関係でございます。（１）～（８）に

該当しているものは、同居親族がいなくても特に住居の安定を図る必要があると認め、１

人でも入居ができるということでございます。次のページをお願いいたします。３項は（１）

～（８）の関係者であっても、常時の介護なしで１人で生活できる者しか入居できません

ので、その調査、面接ができるという規定でございます。次の第７条、２８条、３０条は

以上の条例改正による条項の整備でございます。それでは議案書３ページに戻っていただ

けたらと思います。この条例は平成２４年４月１日から施行する。経過措置として、この

条例の施行日前に５６歳以上の者については、改正後の砥部町営住宅管理条例第６条第２

項第１項の規定に関わらず、現に同居し又は同居しようとする親族があることを要しない、

としております。なお、この５６歳以上の者とあるのは、今から６年前、単身入居できた

のは５０歳以上ということで、公営住宅法でなっておりましたけど、６年前に６０に規定

がされましたので、その時の経過措置ということでございます。以上よろしくご審議賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［質疑なし］ 

○２番（森永茂男） 質疑なしと認めます。 

おはかりします。議案第１８号は、産業建設常任委員会に付託することにしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１８号は、産業建設常任委

員会に付託することに決定しました。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願い

いたします。 
 ここでしばらく休憩をします。なお再開を、午前１１時といたしたいと思いますのでよ
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ろしくお願いします。 
 

午前１０時４０分 休憩 

午前１１時００分 再開 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１７ 議案第１９号 平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第７号） 

 

日程第１８ 議案第２０号 平成２３年度砥部町国民健康保険事業特別会計 

補正予算（第３号） 

日程第１９ 議案第２１号 平成２３年度砥部町後期高齢者医療特別会計 

補正予算（第２号） 

日程第２０ 議案第２２号 平成２３年度砥部町介護保険事業特別会計 

補正予算（第３号） 

日程第２１ 議案第２３号 平成２３年度砥部町とべの館特別会計補正予算（第１号） 

 

日程第２２ 議案第２４号 平成２３年度砥部町公共下水道事業会計補正予算（第２号） 

 

日程第２３ 議案第２５号 平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第３号） 

（説明、質疑、所管常任委員会付託） 

○議長（政岡洋三郎） それでは再開します。日程第１７議案第１９号から日程第２３議

案第２５号までの平成２３年度補正予算７件を一括議題とします。本案について、提案理

由の説明を求めます。松下企画財政課長。 

○企画財政課長（松下行吉） 議案第１９号一般会計補正予算（第７号）から議案第２３

号とべの館補正予算第１号までを私の方からご説明いたします。お手元の方に補正予算概

要をご用意ください。その１ページをお願いいたします。全体的なところでございますが、

一般会計２３年度３月補正をご覧いただきたいんですが、３億９，５８２万７千円の増額

補正で、累計９３億１，６５２万７千円となるものです。特別会計の方は５，６２３万９

千円の増額補正となりまして、全体で４８億９，２５１万円でございます。累計でござい

ます。企業会計でございますが、マイナスの４，９８３万３千円。累計１１億８，５６４

万９千円でございまして、今回の補正の総額は、４億２２３万３千円。累計いたしますと、

１５３億９，４６８万６千円になるものでございまして、対前年同期と比べますと、１５

億９千万ほどの増、全体で１１．５％ほど膨らんでおる状況でございます。それでは各補

正の内容をご説明いたします。一般会計の補正予算書をご用意ください。補正予算書の１

ページをお願いいたします。議案第１９号平成２３年度砥部町の一般会計補正予算（第７

号）は次に定めるところによる。第１条、規定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ３億９，５８２万７千円を追加し、歳入歳出それぞれ９３億１，６５２万７千円とする

ものでございます。それから、第２条として、繰越明許費を定めております。第３条とし
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て、地方債補正を定めております。まず３ページをお開きください。歳出でございますけ

れども、各款項の増減を現わしております。大きなものとしましては、１３款諸支出金、

１基金費として５億３４０万１千円を積み上げるものが大きくなっております。これらに

ついては、後ほどご説明させていただきます。４ページをご覧ください。２４年度へ繰り

越す予定の事業でございまして、繰越明許費としてご審議いただくものでございます。１

１件の事業を予定しております。なお、中学校改築事業につきましては、継続費を組んで

おりますので、逓次繰越という形になりまして、今回の繰越明許という形では現れて参り

ません。５ページをご覧ください。地方債の補正でございますが、ご覧の起債について、

それぞれ限度額を引き下げるものでございます。起債の方法、利率、償還の方法は従来通

りでございます。それでは歳出の内容についてもう少し説明させていただきます。申し訳

ありませんがもう一度補正予算の概要の方ご用意ください。２ページをお願いいたします。

補正予算概要の２ページでございます。まず全体的なことでございますが、事業の確定等

による財源の組み替えを行っております。（１）財源組替とあるところでございますけれど

も、大きなものとしては、市町振興協会交付金を財源に、表のような財源組替をしており

ます。また、もう１点東日本大震災の復旧に本町も協力してきたわけでございますが、そ

の経費について、県から災害救助費負担金１４９万２千円を交付していただきました。こ

れを財源に３ページ上にあるような財源組替を行っております。それからもう１つ大きな

こととしまして、不用額の整備をしております。約１億４，９００万円の減額措置を取っ

ております。３ページ下の（３）不用額の整理、これを次の４ページにかけて記載してお

りますが、坂村真民記念館の工事費、松山南部２期農免農道の事業費の負担金の減額、公

共下水道の繰り出し、伊予消防等事務組合負担金の減額とか、町債の預金利子の減額など

が大きなものとしてございます。少し飛んで７ページの方をご覧ください。１３款の諸支

出金でございますが、大きなものとしまして、最初の○にありますように、公共施設更新

準備基金積立金を５億１３万７千円増額しております。これらが一番大きなものとなりま

す。それから先ほど申しました繰越明許費につきましては、９ページの方にそれぞれの予

算計上時期、それと財源状況、繰越額を入れておりますので、ご覧いただいたらと思いま

す。最後に地方債補正でございますが、１０ページの方に具体的な事業名と起債限度額の

削減分を入れております。これによりまして、２３年度の一般会計の起債の限度額の総額

は１６億８千万円となるものでございます。ただ、この事業について中学校を中心に繰り

越す事業が多くなっておりますので、２４年度と合わせてみていただくのが適当かと思い

ます。一般会計につきましては以上でございます。 

 次に国民健康保険特別会計補正予算に移らせていただきます。国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号）をご用意ください。それの１ページをお願いいたします。議案第２

０号平成２３年度砥部町の国民健康保険事業特別会計補正予算第３号は、次に定めるとこ

ろによる。まず事業勘定でございますが、３，８９７万１千円を追加し、歳入歳出それぞ

れ２４億６，３６６万３千円といたします。それから、直営診療施設勘定は、３５万円を

減額し、歳入歳出それぞれ８，８８９万２千円とするものでございます。３ページをお願

いいたします。事業勘定の歳出でございますが、各款の増減ございますけれども、大きな
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ものとしまして、１０款諸支出金１項償還金及び還付加算金として、３，３６４万９千円。

これが主なものでございますけれども、平成２２年度の事業の確定に伴いまして、療養給

付費等負担金の返還をするものでございます。もらい過ぎていたものを返す。それから基

盤安定負担金も一般会計の方へ返還いたします。これら合わせて３，３６０万９千円でご

ざいます。２ページの方にこの財源を入れておりますけれども、国庫補助金と繰越金を充

てることとしております。次に５ページの歳出をご覧ください。直営診療施設勘定の歳出

でございます。歯科医、医業費を３５万円減額しております。ただ、これの財源につきま

しては、全体では４ページの方に表記しておりますけれども、診療収入が減少すると見込

まれまして、その分を一般会計、８款繰入金、１．他会計繰入金、これは一般会計からの

繰り入れでございますが、３５５万２千円増額するという形で補っております。これによ

りまして一般会計からの繰入総額は、３，７７８万８千円の予算額となります。国民健康

保険特別会計につきましては以上でございます。 

 続いて後期高齢者医療特別会計の補正予算書をご用意ください。よろしいでしょうか。

議案第２１号平成２３年度砥部町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は次に定

めるところによる。歳入歳出それぞれ５５万４千円を減額し、歳入歳出それぞれ１億８，

７９３万６千円とするものでございます。３ページをご覧ください。この歳出でございま

す。総務費の１５５万４千円の減額につきましては、広域連合への事務費負担金を減額す

るものでございます。それから、対象者の増加などに伴いまして、２款１項後期高齢者医

療広域連合納付金を１００万円増額いたしております。合わせて５５万４千円の減額でご

ざいます。これに伴います財源は２ページに記載してございますが、保険料収入が保険料

の方が１００万円上がりまして、一般会計繰入が１５５万４千円減額するという措置を取

っております。後期高齢者医療特別会計につきましては以上です。 

 続いて介護保険事業特別会計に移らせていただきます。補正予算介護保険事業特別会計

補正予算（第３号）の１ページをお開きください。よろしいでしょうか。議案第２２号平

成２３年度砥部町の介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は次に定めるところによる。

保険事業勘定でございますが、１，１３２万３千円を追加し、歳入歳出それぞれ１８億６，

２３６万２千円とします。介護サービス事業勘定でございますが、５万９千円を追加し、

３，９２２万８千円とするものでございます。それからこの補正につきましては、第２条

として繰越明許費を定めております。また後ほどご説明させていただきます。まず３ペー

ジをお開きください。１款の総務費８８万円につきましては、システムの改修費を追加し

ております。２款保険給付費でございますが、事業それぞれ追加いたしまして、９５５万

円を追加するものでございます。４款の地域支援事業につきましては、２項包括的支援事

業任意事業内で目間の予算組替を行っております。１目に介護予防ケアマネジメント事業

がございますが、これを５４万６千円増額し、任意事業、５目に任意事業というのがござ

います。この分を５４万６千円を減額するという措置を取っておりまして、補正額として

は現れて参りません。あと諸支出金でございますが、介護保険運営繰入金ですが、介護従

事者処遇改善臨時特例基金の残分、これが８９万１千円ございまして、この分を国に返還

するため、計上いたしております。財源につきましては、２ページの方にありますような
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形で計上しておりますが、この内、７款繰入金、一般会計繰入金が１４７万３千円。これ

は法定分といいますか、給付増に伴う分につきまして、一般会計が受け持つ法定分と事務

費分でございます。それから基金繰入金につきましては、先ほどの処遇改善の分８９万１

千円と、介護の運営基金１４１万６千円を合わせて２０３万７千円を繰り入れることとし

ております。４ページをお開きください。繰越明許費８９万１千円となっておりますが、

介護従事者処遇改善臨時特例基金の返還金でございます。この分につきましては、この基

金がまず国の交付金を対象に積み上げられたものでございまして、２３年度末までの期限

を切った基金でございます。そういうことで、残りの分につきましては、残額につきまし

て、国の方に返還するということになります。その受け入れについては、２４年度の受け

入れとなるため、繰越明許費を定めるものでございます。それから６、７ページをお願い

いたします。介護サービス事業勘定でございまして、５万９千円の増額でございますが、

この内容につきましては、３０、３１ページの方をご覧ください。１目の居宅介護サービ

ス事業費を５万９千円、これについてはここに書いておるように、介護職員の処遇改善分

の委託分として増額いたします。２目の介護予防サービス等事業費で、ケアプラン作成委

託料を４１万２千円増額しまして、それに同額を賃金減額する措置を取っております。介

護保険事業特別会計につきましては以上でございます。 

 続いて、とべの館特別会計に移らせていただきます。とべの館特別会計補正予算（第１

号）の１ページをお開きください。議案第２３号平成２３年度砥部町のとべの館特別会計

補正予算（第１号）は次に定めるところによる。第１条として歳入歳出それぞれ６７９万

円を追加し、歳入歳出それぞれ４，７７９万６千円とするものでございます。３ページを

ご覧ください。そこの６７９万、歳出でございますが、基金費として、とべの館運営基金

へ積み上げるための措置でございます。この財源については２ページにありますように繰

越金と財産運用収入を充てております。以上ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（政岡洋三郎） 日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） 続きまして、議案第２４号２５号について一括して説明さ

せていただきます。議案第２４号平成２３年度砥部町公共下水道事業会計補正予算第２号

について、説明をさせていただきます。そちらの方ご覧ください。第１条、平成２３年度

砥部町公共下水道事業会計の補正予算は次に定めるところによる。第２条、平成２３年度

砥部町公共下水道事業会計予算第２条第４号に定めた業務の予定量を次のように改める。

管渠を７，６００万円減額し、４億４４万６千円とするものでございます。国庫補助金の

減額により、予定事業を繰り延べするものでございます。処理場を３９０万円減額し、１

億６，２１０万円とするもので、浄化センターの完成による精算によるものでございます。

第３条、予算第３条に定めた収益的収入および支出の予定額を次のように補正する。まず

収入でございますが、第１款第２項営業外収益を１，９７５万８千円増額し、１億１，３

６５万１千円とするもので、平成２２年度決算に基づく消費税及び地方消費税の償還分を

２，６９０万９千円追加しまして、一般会計からの補助金を７１５万１千円減額するもの

でございます。収入合計は１億２，５５９万２千円となるものでございます。次に支出で

ございますが、第１款第１項営業費用を１，９７５万８千円増額し、１億６７７万７千円
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とするもので、平成２２年度末までの取得資産に対する減価償却費を増額補正するもので、

支出合計は１億２，５５９万２千円となるものでございます。次のページをお願いします。

第４条、予算第４条に定めた資本的収入および支出の予定額を次のように補正する。まず

収入でございますが、第１款下水道資本的収入を７，９９０万円減額するもので、内訳で

ございますが、第１項企業債を５，０７０万減額。これは建設改良費の減額に伴うもので

ございます。第２項負担金は、２，６００万円増額します。一括納付者が見込みより多か

ったことによる増額でございます。第３項補助金は、３，２２０万円減額いたします。建

設改良費の減額によるものでございます。第４項出資金は、２，３００万円減額します。

受益者負担金の収入増による減額でございます。以上歳入合計は５億９，６９９万２千円

となるものでございます。次に支出でございますが、第１款第１項建設改良費を７，９９

０万円減額し、５億９，４５７万４千円とするもので、国庫補助金減額に伴う工事費等の

減額でございます。支出合計は５億９，６９９万２千円となるものです。第５項予算第６

条に定めた起債の限度額を次のように改める。限度額を５，０７０万円減額し、２億６，

６３０万円とするものでございます。第６条、予算第１０条本文中の一般会計からこの会

計へ補助を受ける金額７，６８０万２千円を６，９６５万１千円に、支出を受ける金額４，

７８４万８千円を２，４８４万８千円に改めるものでございます。 

 続きまして議案第２５号平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第３号）をご覧く

ださい。１ページでございます。第１条、平成２３年度砥部町水道事業会計の補正予算は

次に定めるところによる。第２条、平成２３年度砥部町水道事業会計予算第３条に定めた

収益的支出の予定額を次のように補正する。支出ですが、第１款上水道事業費用を１，０

３０万９千円増額し、２億９，８９９万１千円とするものでございます。内訳でございま

すが、第１項営業費用を１，０２７万円増額し、２億５，６０６万４千円とするもので、

減価償却費を１６３万円、固定資産の除却費を８６４万円増額するものでございます。第

３項特別損失を３万９千円増額し、４万円とするもので、これは不能欠損１８件分でござ

います。以上支出合計が３億１，６７９万８千円となるものでございます。第３条、予算

第４条本文括弧中、不足する額１億４，５１５万４千円を不足する額１億３，９６７万７

千円に、過年度分損益勘定留保資金１億３，７１５万４千円を過年度分損益勘定留保資金

１億３，１６７万７千円に改め、資本的収入の予定額を次のとおり補正する。収入でござ

いますが、第１款第３項負担金を５４７万７千円増額し、６４８万９千円とするもので、

消火栓の新設改良に伴う一般会計からの負担金でございます。以上収入合計が６５９万円

となるものでございます。平成２４年３月５日提出、砥部町長中村剛志。 

 以上で議案第２４号２５号の説明を終わらせていただきます。ご審議賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたので、質疑を行ないます。質疑はありません

か。１６番三谷喜好君。 

○１６番（三谷喜好） 水道会計の方で課長さんお尋ねすんですがね、先ほど１８件で３

万９千円の不能欠損と言われましたね。単純に計算したら２千２００円ほどですよ。３万

９千小さい言うんじゃない、まじめに払う人は払うが、払わん人がおるということでは、
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これはとても許せることじゃないんです。一番大きな不能欠損をした方は、その３万６千

のうちいくらですか。 

○議長（政岡洋三郎） 日浦生活環境課長。 

○生活環境課長（日浦昭二） 三谷議員さんのご質問にお答えをいたします。不能欠損処

理処分でございますが、１８件で１０人分ございます。３万８，１７０円、全体で３万８，

１７０円でございますが、この内最高の金額ということでございますが、ちょっと今手持

ちの資料がございませんが、破産によるものが５人、それと転居先不明によるものが５人。

１０名の内訳はそのようになっております。またその細かい数字といいますか、最高の金

額がいくらになるかということについては、ちょっと手持ちの資料がございませんので、

またあとで報告させていただいたんでよろしいでしょうか。以上で三谷議員さんの答弁と

させていただきます。 

○議長（政岡洋三郎） そうしましたら、詳しい資料をあとで提出願います。他にござい

ませんか。質疑を終わります。 

 おはかりします。議案第１９号から議案第２５号までの平成２３年度補正予算７件につ

いては、所管の常任委員会に付託して審査することにしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」の声あり。］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１９号から議案第２５号ま

で平成２３年度補正予算７件については、所管の常任委員会に付託することに決定しまし

た。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いします。 

 ここで昼食のため休憩をいたします。なお、会議の再開を１時１０分といたしたいと思

いますので、よろしくお願いをいたします。 

 
午前１１時３０分 休憩 

午後１時１０分 再開 

 

○議長（政岡洋三郎） それでは再開をいたします。午前中三谷議員から質疑のありまし

た件につきまして、担当課長より説明申し上げます。日浦生活環境課長。 
○生活環境課長（日浦昭二） 三谷議員さんのご質問にお答えいたします。不能欠損処理

の最高額は、８，１２０円でございます。以上でございます。 

○議長（政岡洋三郎） １６番三谷喜好君。 

○１６番（三谷喜好） 課長これ、８千円いうたら大体１ヶ月分ですよね。普通の家庭の。

徴収に行かなんだんですか。 

○議長（政岡洋三郎） 日浦生活環境課長。 
○生活環境課長（日浦昭二） 三谷議員さんのご質問にお答えいたします。この該当の方

は、１カ月分で４８ｔの、基本使用料をオーバーすることの、４８ｔの額でございます。

なお、調定から２カ月経ちますと、一応督促状を出します。督促状を出しても払っていた
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だけない場合は、１カ月ぐらいで催告書を出します。催告書を出しても払っていただけな

い場合は、事前停止予告を４カ月後に出します。それでも払っていただけない場合につい

ては、給水停止をするわけでございますが、この方につきましては、自己破産処理をされ

ておりまして、もう取りようがないので、一応２年経ちましたので、今回不能欠損処理を

するものでございます。以上で三谷議員さんのご質問の答弁とさせていただきます。 
○議長（政岡洋三郎） １６番三谷喜好君。 

○１６番（三谷喜好） あの金額のいかんじゃなくて、やっぱりね、ほとんどの人は払て

くれとんですから、これはどなたにも言えることですが、やっぱり頂くものは、当然払っ

ていただくということだけは１つ、怠らんようにですね、要望しておきます。以上。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２４ 議案第２６号 平成２４年度砥部町一般会計予算 

 

日程第２５ 議案第２７号 平成２４年度砥部町国民健康保険事業特別会計予算 

 

日程第２６ 議案第２８号 平成２４年度砥部町後期高齢者医療特別会計予算 

 

日程第２７ 議案第２９号 平成２４年度砥部町介護保険事業特別会計予算 

 

日程第２８ 議案第３０号 平成２４年度砥部町とべの館特別会計予算 

 

日程第２９ 議案第３１号 平成２４年度砥部町とべ温泉特別会計予算 

 

日程第３０ 議案第３２号 平成２４年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算 

 

日程第３１ 議案第３３号 平成２４年度砥部町農業集落排水特別会計予算 

 

日程第３２ 議案第３４号 平成２４年度砥部町浄化槽特別会計予算 

 

日程第３３ 議案第３５号 平成２４年度砥部町公共下水道事業会計予算 

 

日程第３４ 議案第３６号 平成２４年度砥部町水道事業会計予算 

（説明、質疑、所管常任委員会付託） 
 

○議長（政岡洋三郎） 日程第２４議案第２６号から日程３４議案第３６号までの平成２

４年度当初予算１１件を一括議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松

下企画財政課長。 
○企画財政課長（松下行吉） 平成２４年度当初予算につきまして、議案第２６号一般会
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計から３４号浄化槽特別会計までを私の方からご説明させていただきます。まず全体的な

ところでございますが、お手元の方にまとめております平成２４年度当初予算の概要をご

用意ください。その１ページをお願いいたします。表にしておりますけれども、一般会計

が、２４年度一般会計当初予算が６８億１，５７４万１千円。昨年に比べますと、１８億

７，８４１万６千円、率にして２１．６％の減少と、大幅な減少となっております。次に

特別会計でございますが、総額が４７億８，９８２万７千円。それに企業会計、公共下水

道事業と、水道事業の収益資本、それぞれ合わせまして、１１億３，１６９万９千円。合

計いたしますと全体規模で１２７億３，７２６万７千円。対前年度１３．３％の減少とい

うことで、大幅な減少となっております。一般会計、介護保険の事業勘定、公共下水道事

業の資本的支出などが大きく減少しました。特に一般会計につきましては、先ほどから申

しておりますが、中学校改築事業の本体部分の計上を２３年度にしていたというようなこ

とがございまして、大幅な減少となりました。増加の方で目立つものとしましては、国民

健康保険の事業勘定、水道事業の資本的支出がございます。一般会計につきましては当初

目標として掲げておりました予算査定時における要求と一般財源の乖離、約７千万円の解

消、それから一般会計の建設事業分の町債を１億４千万円で、そして臨時財政対策債は１

億円、財政調整基金の取り崩しを昨年度３億円の計上ということで、予算を組み上げてお

りまして、目標とするところには達しております。６ページの表２をご覧ください。まず

人件費でございますが、町全体の職員人件費につきましては、当初比較でいきますと、１，

４４８万８千円の増加でございます。職員数についても当初予算ベースで比較しますと、

２名増ということになっております。職員数につきましては、第２次職員適正化計画に沿

って、職員数の管理をしておりまして、最終的には平成２７年４月、２００名ということ

を目標にしております。それから、７ページの表４をご覧いただきたいんですが、今回町

全体の町債の発行見込み額でございます。それから、２４年度末の残額見込みでございま

すけれども、一般会計が現年分として２億４，４２０万円。前年度繰越分が１５億８，８

００万ほどございまして、計１８億３，３１０万円の発行、それから公共下水道の方が現

年分２億２，２１０万円。前年度繰越分７，５６０万円ございますので、合計２億９，７

７０万円。全体合計が２１億３，０８０万円の発行予定でございまして、２４年度末の起

債残高は、町全体で見ますと、１１９億３，８００万ほどの額になりまして、２３年度見

込み額よりも増加するという形になります。それでは、各会計の説明に入らせていただき

ますが、まず一般会計からご説明させていただきます。一般会計の予算書の方をご用意く

ださい。議案第２６号平成２４年度砥部町一般会計予算。平成２４年度砥部町の一般会計

の予算は次に定めるところによる。第１条、歳入歳出予算でございますが、先ほど申しま

したとおり、６８億１，５７４万１千円と定めます。第２条、債務負担行為でございます

が、第２表により定めることとなります。それから、第３条、地方債につきまして、第３

表の方で定めます。まず債務負担と地方債の方についてご説明させていただきます。６ペ

ージをお開きください。２５年度以降で、支出債務の限度額を定めるものでございますが、

ここでは固定資産の評価システムの構築と、保守管理に関するものとして、２９年度まで

の分として、限度額５，１１０万５千円を。それから、砥部焼陶芸塾、これにつきまして
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は、２カ年事業とするため、２５年度分、２００万円を限度額として。それと、砥部地区

の３小学校の教育用パソコン、ソフト借上分として、２６年度までで５０５万７千円を限

度額として、定めるものでございます。７ページの地方債でございますけれども、町債の

当初発行予定はここにありますように合併特例債から臨時財政対策債まで２億４，４２０

万円でございます。後ほど内容についてはご説明させていただきます。それから、ここで

継続費の方の執行状況等を説明させていただきます。１９６ページをお願いいたします。

中学校改築事業につきましてでございますが、継続費を組んでおります。この件につきま

しては、補正予算の際にもご説明しましたが、逓次繰越ということで、自動的に余ったお

金を繰り越される形になります。２２年度の補正で計上いたしまして、２４年度までの予

算をお願いしておりました。ここで右から５番目のところ、前年度末までの支出見込額を

ご覧ください。ここは２３年度末までの支出見込額ということでございまして、４億９，

６２４万９千円を執行すると、あと残りの２２、２３分計上の残り分、右側の当該年度支

出予定額の上のところでございますが、２２億４９２万５千円を逓次繰越することになり

ます。それと、２４年度分の当初予算分、１億９，３２１万７千円ございますので、２４

年度の中学校改築事業予算は、２３億９，８１４万２千円で執行することになりまして、

予算上は２３年は非常に大きくなったわけでございますが、執行段階に入りますと、２４

年度予算が、実質的には一番大きなものとなるというふうにご理解いただいたらと思いま

す。１ページにお戻りください。第４条の一時借入金でございますが、１０億円を限度と

しております。第５条歳出予算の流用でございますけれども、同一款内での項を越える流

用につきましては、人件費から人件費の流用ということで、ご議決いただきたいと思いま

す。それでは少し中身の方に入らせていただきます。それにつきましては、申し訳ないん

ですがもう一度当初予算の概要の方で説明させていただいたらと思います。飛んで申し訳

ないんですけれども、当初予算の概要の９ページをお願いいたします。まず表６にござい

ます歳入予算でございますが、町税など自主財源、繰入金を除きますと、約２６億９千万

ほどになります。対前年度で見ますと、６．９％ほどの増加で、歳入に占める割合も１０．

６ポイントほど増加しまして、３９．５％となります。まず町税は３，４００万ほどの増

で見込んでおりますが、固定資産税が評価替えで減少すると見込んでおりますが、個人の

町民税につきましては、年少扶養控除の廃止などもございまして、増加すると見込んでお

ります。また町たばこ税につきましても、今までの増税に伴う売り上げの減少が見られな

かったということから、１，８００万ほどの増額で見込んでおります。これらで増加して

おります。交付税等につきましては、地方交付税のうち、普通交付税で２３年度の決定額

を基準に見込みました。その結果、当初に対して、地方交付税が５千万円ほどの増という

ことで見込んでおります。２５億円でございます。この項目全体では、１．４％と４，０

８０万ほどの増としております。それから、１つ飛びまして、国県支出金、これにつきま

しては、中学校の改築、子ども手当制度の改正などが影響しまして、約４億４千万円の大

幅減としております。町債は申しましたとおり、中学校等の影響で大幅に減っております。

１６億１，３４０万円の減でございます。その他のところでございますが、財政調整基金

につきましては、昨年同様３億円を見込んでございます。それ以外で、基金のところで真
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民記念基金が４，１００万ほど昨年ございましたが、今回は基金については見込んでござ

いません。次に歳出でございますが、少し飛びまして１４ページをご覧ください。目的別、

款毎の歳出と昨年比較でございますけれども、総務費、教育費が大きく減っております。

民生費も減少となっております。これらは図の４で比率を見ますと、やはり民生費の占め

る割合が高く、土木費が低いという状況になっております。最近の世界情勢と申しますか、

そういう傾向を示しておると思います。款毎の主要事業については、１５、１６ページに

まとめておりますが、ここでは省略させていただきます。１７ページをお願いいたします。

この予算を性質別で見ますと、補助費、貸付金が増加して、扶助費、公債費などが減少し

ています。貸付金の増加については、四国労働金庫が行う自治体提携融資制度のための預

託金２，５００万円を計上したことによります。補助費の増加は砥部消防署庁舎改築に伴

う伊予消防等事務組合への負担金の増などによるものでございます。扶助費は、子ども手

当の減少、公債費は、大型事業で発行した起債の元金償還が始まるまでは減少傾向で入っ

てまいります。人件費につきましては、長期の臨時雇用の方、約年間１８０日以上の方の

賃金につきましても人件費として計上いたしました。その結果若干増加するというところ

になっております。投資的経費につきましては、１９、２０ページにまとめておりますけ

れども、２０ページの図８をご覧いただきたいんですけれども、先ほども申しましたが、

平成２３年度予算に計上しておりました中学校改築事業や、宮内幼稚園の園舎耐震補強等

整備事業、これらが２４年度に繰り越される形で、投資で見ますと図８にありますように、

２３年度決算見込みで１３億１，９００、それから２４年度当初予算に２７億７，６００

というふうな形で逆転して現れる形になります。２４年度は相当大きなものになるという

ことでございます。それから、２２、２３ページをご覧いただきたいんですが、これは１

つの目安として見ていただいたらと思いますが、今回の予算、家計に置き換えております。

昨年度もこういう形でお示しをしましたが、今回少し考え方を変えまして、先ほど申しま

した自主財源、２６億９千万ほどお示ししましたが、それをご家庭で言いますと、年収４

００万円の給料だというふうに見ますと、このような形で、親元からの仕送り、国等から

の補助金交付金等でございますが、これらが多くを占めまして、全体では１千万を超える

収入ということになります。それらの支出については、人件費などの食費が２６６万ほど

あるような状況になってまいります。これをこの考え方で昨年の予算状況と比較しますと、

昨年の給与に当たるものは、３７５万ほどで、若干昨年の方が給料が少ないというような

ところになります。また、この収入の状況で資産を見てみますと、これバランスシートか

ら出ておりますが、大体砥部町は約６千万ほどの財産を家庭で見ますと、４００万ほどの

収入で６千万ほどの財産を蓄えたということが言えます。それの資金の面で見ますと、借

金で１，１７０万。自己資金で４，８００万ほど賄っておるということです。ただし、非

常に大きな財産を持っておると言えますが、ただしその実情から行きますと、仕送りの部

分が半分以上あってこれだけのものができておるということになります。それから個々の

事業説明につきましては、２４ページ以降にまとめておりますが、後ほどご覧いただいて

おいたらと思います。一般会計につきましては以上でございます。 

 次に、国民健康保険事業特別会計に移らせていただきますが、ここからは予算書の方で
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ご説明させていただいたらと思います。まず国民健康保険事業特別会計予算書の１ページ

をお願いいたします。議案第２７号平成２４年度砥部町の国民健康保険事業特別会計の予

算は、次に定めるところによる。第１条が歳入歳出予算でございますが、まず事業勘定は

２４億５，２３５万円。直営診療施設勘定８，５７９万１千円と定めるものでございます。

それから、一時借入金は事業勘定の方で１億５千万円、限度額でございますが。直営診療

施設で２千万円と定めております。流用の件でございますけれども、事業勘定の保険給付

の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各

項間の流用、款内での流用を認めていただきたいと考えております。それでは歳出でござ

いますが、１２、１３ページをお願いいたします。前年比較をわかりやすくするためにこ

こで説明させていただきます。２４億５，２３５万円の歳出は、前年度と比較しますと４，

１２４万２千円の増でございますが、増加要因としては、２款保険給付費が２，４４５万

７千円増加して、１６億９，４６７万７千円と計上しております。また、７款の共同拠出

金事業も８３０万ほど増加しております。これらが要因として挙げられます。保険給付費

につきましては、増加幅は下がっておるわけなんですけれども、増え続けております。現

在被保険者が６，５００人ほどでございますけれども、保険者も増加しており、医療費も

増加傾向にあると、こういう中で、増加しておるところでございます。この財源でござい

ますが、１０、１１ページをお願いいたします。前のページでございます。１款の保険税

は、４億４，１２２万１千円で、昨年とほぼ同程度でございます。３款国庫支出金が６億

３，９６０万７千円で、対前年５，６００万円の大幅増となっておりますが、国の療養給

付費負担金が増加するというふうに見込んでおります。５款の前期高齢者交付金が２，８

５８万２千円の減でございますが、２３年度の決算見込額を基に、２４年度は下げるとい

う結果になっております。それから、９款の繰入金でございますが、一般会計からの繰り

入れは国保財政調整基金の取り崩しでございますが、一般会計からの繰り入れが昨年とほ

ぼ同程度、それから国保財政調整基金は昨年より４千万円減らして、６千万円で計上して

おります。国保の財政調整基金につきましては、２３年度は予算は計上しておりましたが、

取り崩しなしで済ませると見込んでおりまして、２４年度に予定通り取り崩ししますと、

残額は１億円程度になると見込まれます。次に直営診療施設勘定ですが、４４、４５ペー

ジをお願いします。歳出でございますが、当初予算額は８，５７９万１千円。総務費、医

療費、それぞれ減少しております。総務費につきましては、職員１名減と見込んでおりま

して、７４０万円の減少です。医療費は前年より３７０万ほど減りまして、２，８５４万

９千円としております。減少幅につきましては小さくなっております。歳入は前ページに

ございますが、２３年の状況を勘案しまして、１款診療収入を５６０万ほど減少で見込ん

でおります。繰入金につきましては、４，３１１万円を見込んでおりますが、うち一般会

計分は３，６６８万４千円でございまして、対前年予算より５２０万ほど少なく見込んで

おります。国民健康保険事業特別会計につきましては以上でございます。 

 次に後期高齢者医療特別会計でございますが、予算書の方をご用意ください。議案第２

８号平成２４年度砥部町の後期高齢者医療特別会計の予算は次に定めるところによる。第

１条としまして、歳入歳出それぞれ２億６５６万４千円と定めるものでございます。歳出
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でございますが、８、９ページをお開きください。この特別会計は対象者の保険料や町の

一般会計が負担する事務費分などを受け入れて、県広域連合に収めることが主の目的とな

っておりまして、医療費の支払いについては広域連合が行うという形になります。当初予

算２億６５６万４千円は昨年より１，８２５万３千円の増でございます。２款広域連合納

付金が１，８０９万円増えております。それがそのまま予算の増加に繋がる形になってお

ります。この財源につきましては、前のページにございますが、６、７ページをご覧くだ

さい。１款の保険料１億３，８１６万６千円と３款の繰入金６，８３５万６千円が主なも

のでございます。繰入金は一般会計繰り入れでございまして、基盤安定分が増加しており

ます。後期高齢者医療特別会計については以上でございます。 

 次に介護保険事業特別会計の予算書をご用意ください。１ページをお願いいたします。

議案第２９号平成２４年度砥部町の介護保険事業特別会計の予算は次に定めるところによ

る。第１条、歳入歳出でございますが、保険事業勘定は１７億６，９８７万９千円。それ

から、介護サービス事業勘定、これが４，０８６万９千円と定めるものでございます。そ

れから、一時借入金の限度額でございますが、保険事業勘定で１億円。介護サービス事業

勘定で２００万円と定めます。流用については第３条に定めてございます。それでは１２、

１３ページをお開きください。保険事業勘定の歳出でございますが、この介護保険事業勘

定の方につきましては、２４年度から第５期の事業計画に入ります。２６年度までの３年

間でございますが、予算につきましては、この第５期事業計画の標準給付予定額を基本に

作成しております。対前年度で約２，６００万円の減少でございますけれども、介護保険

につきましては、３年をひとくくりに事業量を考え、支出を見込みます。その結果、計画

期間の最終年度に対して、次期計画期間の初年度の予算が低く出てくるという場合がござ

います。今回もそのような形になりました。中心になる保険給付費は１，８００万円減の

１６億８，９８７万６千円でございます。保険給付費につきましては、決算ベースで見ま

すと２２年度決算で約１６億円。２３年度決算見込みで１６億５千万円でございまして、

実績ベースで見ますと、３千万円ほどの増は見込んでおるという形になります。それから、

４款地域支援事業も１６０万程度下がりまして、４，７８６万円と見込んでおります。こ

の財源でございますが、前のページ１０、１１ページをご覧ください。１款介護保険料で

ございますけれども、３億４，８４１万８千円でございまして、対前年４，４６９万４千

円の増で見込んでございます。それから７款の繰入金につきましては、一般会計からの繰

り入れの法定分と事務費分、合わせて２億４，９７３万９千円でございます。これがほと

んどでございます。前年度の見込みで、それから繰入金の関係では前年度の２３年度予算

で見込んでおりました介護保険事業運営基金繰入３，３３７万ほどございましたが、この

分については今回は見込んでございません。次に介護サービス事業勘定でございますが、

５４、５５ページをお願いいたします。このサービス事業勘定でございますが、通所介護

事業と介護予防サービス事業の２つで構成されております。通所介護事業は高齢者生活福

祉センターの１階で実施しているデイサービス事業でございまして、事業は広寿会に委託

する形で行っております。予算では２款１項１目の居宅サービス事業がそれに当たりまし

て、１３款委託料が主なものになっております。今年度は３，０６９万１千円、２４万１
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千円ほどの増でございます。その他財源の４９５万１千円のうち、２１０万ほどが一般会

計からの繰り入れという形になります。それから２目の介護予防サービス等事業でござい

ますが、ケアプランの作成事業で、町の地域包括支援センターが行っております。１，０

１６万５千円を計上しております。介護保険事業特別会計は以上でございます。 

 次にとべの館特別会計でございますが、予算書の１ページをご覧ください。議案第３０

号平成２４年度砥部町のとべの館特別会計の予算は次に定めるところによる。第１条歳入

歳出予算でございますが、歳入歳出それぞれ４，０９０万８千円と定めるものでございま

す。８、９ページをお開きください。ほぼ前年並みの予算規模でございまして、１款の館

運営費４，０８１万４千円、この内売店の仕入れ代が３，３００万ほどございまして、こ

れが主なものでございます。歳入については６、７ページをご覧ください。１款の売店収

入４，０７１万３千円を計上しております。この収入で運営しているところでございます。

とべの館特別会計については以上でございます。 

 続きましてとべ温泉特別会計でございますが、予算書の１ページをお願いいたします。

議案第３１号平成２４年度砥部町のとべ温泉特別会計の予算は次に定めるところによる。

歳入歳出の予算を４，６５０万９千円と定めるものでございます。３ページの方をご覧い

ただきたいんですが、支出でございます。温泉運営費が４，６５０万３千円。諸支出金と

して、基金費６千円は計上しております。とべ温泉につきましては、昨年源泉井戸の洗浄

を行いました。これが終わっておりますので、約１，１８０万の減少ということになりま

す。２ページの方に歳入を計上しておりますが、温泉入浴料収入や、売店の売り上げなど、

事業収入が４，１８５万円。今年度は年間通してフル営業できるという見込みで３８５万

円ほどの増で見込んでおります。とべ温泉につきましては、特別会計については以上でご

ざいます。 

 次に梅野奨学資金特別会計予算でございますが、予算書の１ページをお願いいたします。

議案第３２号平成２４年度砥部町の梅野奨学資金特別会計の予算は次に定めるところによ

る。歳入歳出１７３万８千円と定めるものでございます。梅野奨学資金特別会計ではこの

梅野奨学基金を財源に１人当たり月額１万６千円の奨学金を給付しておりますが、２４年

度は奨学金９名分を予定しております。入学一時金の計上はしてございません。梅野奨学

資金特別会計については以上でございます。 

 続きまして、農業集落排水特別会計でございます。１ページをお開きください。議案第

３３号平成２４年度砥部町の農業集落排水特別会計の予算は次に定めるところによる。歳

入歳出それぞれ２，６０２万９千円と定めるものでございます。３ページをお願いいたし

ます。施設の維持管理費用を計上してございます１款事業費と、公債費の返還でございま

す。公債費を計上しております。合わせて２，６０２万９千円。今年度は総津の汚水処理

施設の方で臨時の修繕費用を計上しております。また公債費につきましては、１８年度に

借り入れました起債の元金償還が始まることなどから、対前年度で見ますと４３０万ほど

増加になっております。財源については２ページの方にございますが、１款１項の使用料

と、３款の一般会計からの繰入金が主なものでございます。農業集落排水特別会計につい

ては以上でございます。 
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 私の方からの最後になりますが、浄化槽特別会計でございます。浄化槽特別会計予算書

の１ページをお願いします。議案第３４号平成２４年度砥部町の浄化槽特別会計の予算は

次に定めるところによる。歳入歳出それぞれ１億１，９１９万円と定めるものでございま

す。８、９ページをご覧ください。１款の浄化槽点検管理費１億１，８０１万４千円。こ

こで人件費とか管理上にかかる経費を計上しておりますが、２，０７５万４千円の増でご

ざいます。これにつきましては、上野集中浄化槽の解体、それから跡地整備の工事があり

まして、一時的に増加する形となっております。諸支出金では当初の基金積み立てを見送

っておりますので、約１千万の減となっております。６、７ページをご覧ください。歳入

でございますが、ご覧のとおり１款の事業収入につきましては、上野区の集中浄化槽管理

負担分がなくなることなどから、８７０万円の減、４款の繰入金につきましては、先ほど

から申しておりますが、上野区の集中浄化槽解体、これにかかる分としまして、町有施設

管理基金から２，６１６万ほどの取り崩し、それから一般会計が受け持つものがございま

して、その分３００万円を一般会計から繰り入れることとしております。浄化槽特別会計

については以上でございます。 

 ２４年度の当初予算につきまして、私の方からは以上でございます。ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○議長（政岡洋三郎） 日浦生活環境課長 
○生活環境課長（日浦昭二） それでは私の方から議案第３５号、３６号について一括し

て説明をさせていただきます。まず議案第３５号公共下水道事業会計から説明をさせてい

ただきます。予算書の１ページをご覧ください。議案第３５号平成２４年度砥部町公共下

水道事業会計予算でございますが、第１条、平成２４年度砥部町公共下水道事業会計の予

算は、次に定めるところによる。第２条、業務の予定量ですが、排水戸数４３０戸、年間

汚水処理水量１２万６千㎥、１日平均処理水量３４５㎥。主要な建設改良事業は、管渠工

事が４億９６２万５千円としています。第３条、収益的収入および支出の予定額は次のと

おりと定める。収入として、第１項営業収益は下水道使用料、他会計負担金が２，５８１

万６千円。第２項営業外収益は事業運営費と支払利息に対する一般会計補助金、消費税還

付金等で１億１，１０４万１千円。収入合計は１億３，６８５万７千円でございます。次

に支出でございますが、第１項営業費用は事務的経費、浄化センターの維持管理費、減価

償却費等１億１，５３６万８千円。第２項営業外費用は、起債償還金実施等、２，０９８

万９千円。第３項予備費は５０万円。支出合計は１億３，６８５万７千円でございます。

次のページをお願いします。第４条として資本的収入および支出予定額は次のとおりと定

める。収入でございますが、第１款下水道資本的収入第１項企業債が２億２，２１０万円。

第２項補助金は国の社会資本整備交付金が１億５，９２０万円。第３項負担金及び分担金

は公共下水道受益者負担金が２，２２６万９千円。第４項他会計負担金は一般会計からの

負担金が７３８万円。第５項他会計出資金は一般会計からの出資金が３，４４６万９千円

で、収入合計は４億４，５４１万８千円でございます。支出でございますが、第１款下水

道資本的支出は第１項建設改良費で人件費、設計委託料、工事請負費などとして４億４，

１２２万７千円。第２項企業債償還金が４１９万１千円で、支出合計は４億４，５４１万
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８千円でございます。第５条企業債ですが、限度額は２億２，２１０万円で、起債の方法、

利率、償還の方法はご覧のとおり一般会計と同様でございます。第６条一時借入金の限度

額は８億円と定めています。第７条、予定支出の各項の経費の金額の流用について定めて

おります。第８条議会の議決を得なければ流用できない経費は職員給与費で４，５７６万

８千円を計上しております。第９条は他会計からの補助金で、下水道事業助成のため、一

般会計からこの会計へ補助を受ける金額は９，４９７万円と定めております。 
 続きまして、議案第３６号水道事業会計予算書の方をお願いいたします。議案第３６号

平成２４年度砥部町水道事業会計予算でございますが、第１条平成２４年度砥部町水道事

業会計の予算は次に定めるところによる。第２条は、業務の予定量を定めております。第

３条収益的収入および支出の予定額は、次のとおりと定め、収入は第１款上水道事業収益

が３億１，５８４万４千円。第２款簡易水道事業収益が８５６万１千円。収入合計が３億

２，４４０万５千円でございます。次に支出でございますが、第１款上水道事業費用が２

億８，６４２万１千円。次のページをお願いいたします。第２款の簡易水道事業費用が１，

７７１万円。支出合計３億４１３万１千円でございます。第４条、資本的収入および支出

の予定額は次のとおりと定める。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億８，

６５７万円は、減債積立金２００万円、建設改良積立金６００万円、過年度分損益勘定留

保資金１億７，８５７万円で補てんするものとする。収入ですが、第１款上水道資本的収

入が５，８７２万２千円。第２款簡易水道資本的収入が１千円。収入合計５，８７２万３

千円でございます。次に支出の方は、第１款上水道資本的支出が２億４，１４４万８千円。

第２款簡易水道資本的支出が３８４万５千円。支出合計は２億４，５２９万３千円でござ

います。第５条で一時借入金の限度額は２億円と定めています。第６条は予定支出の各項

の経費の金額の流用について定めてございます。第７条で議会の議決を得なければ流用で

きない経費は職員給与費で４，５３４万７千円を計上しております。第８条たな卸資産購

入限度額は２千万円と定めるものでございます。以上で当初予算関係の説明を終わります。

ご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（政岡洋三郎） 説明が終わりましたが、ここでしばらく休憩をします。会議の再

開を午後２時１５分といたしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
 

午後１時５８分 休憩 

午後２時１５分 再開 

 
○議長（政岡洋三郎） 再開します。それでは質疑を行います。質疑はありませんか。１

６番三谷喜好君。 

○１６番（三谷喜好） あの何にもなしっちゅうわけにはいけませんので、財政課長、ち

ょっとお尋ねしてみたいと思うんですがね。今まで交付金は、これ合併して１０年間はい

わゆる旧広田村に、いわゆる６億ぐらいあっても、やっぱりそのままそっくり合わせてき

たわけですね。あと２年、１０年間は合併していわゆるその交付税は、補償しますよとい

うことやったんですね。ですから平成２０年の２０億９千万、２１年の２６億３千万、２
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２年の２７億４００万、２３年が２７億８，２００万、そして今年が２８億２，３００万

と、上がってきとんですねいくらか。しかし、交付金が下がってから驚いたんではいかん

ですよね。来年のことを言うと鬼が笑う言いますけど、もうあと２年です。そうすると早

めに贅肉を切るべきものを切っていかんといかん。これはもう国じゃないんです、地方も

おんなじやと思うんですよ。痛みは伴います。その見通しの中で、来年から減りました言

うて急にやるんじゃなくて、やはりこう２年ぐらい前からその助走はせなきゃいけない。

さりとて町税が増えるわけではない。ご案内のように町税は一律で大体おんなしぐらいの

収入になると思います。さてお尋ねしたいのは、きつくても今後交付金が減ってくれば、

当然厳しい決定をしなければならない。見通しはいかがでしょうか。 
○議長（政岡洋三郎） 松下企画財政課長 

○企画財政課長（松下行吉） 三谷議員さんのご質問にお答えします。地方交付税の算定

替えのことを申されておると思いますが、合併して１０年間、２６年度までは合併算定替

えということでそれぞれの町の、合併前の町のですね、基準財政需要額で見ていただける

ということで、一本算定になると、その砥部町の場合のその差でございますけれども、大

体当初申してましたんが、２億円程度申しましたが、今現在で見ますと、３億程度ござい

ます。これは臨時財政対策債の発行可能額も加えてでございます。これにつきましては、

２７年度から５年間徐々に減りまして、約２億から３億ぐらいの減少幅になると。このこ

とにつきましては、今までずっと申し上げてきたところでございまして、先般お示ししま

した中長期の財政計画、財政フレームの中でもですね、これを前提にどういうパターンに

なりますということで、３つのパターンをお示ししております。あの時にお示ししました

ように、これから老朽化施設等の更新をどの程度やっていくかということと、どの程度我

慢するかという、ここでそこの埋め合わせが決まるわけでございますけれども、もちろん

公の施設でございますから、これらについてはできる限りやっていかないといかんと。そ

うなりますと、やはり合併当初に行いましたような行財政改革でございます。これをもう

一度やらなければならない時が来るというところでございます。ただ１点付け加えさせて

いただきますと、砥部町は小さな合併でございましたので、この３億程度の幅というのは

非常に少ない幅でございます。他市町と比べますと、幅としては非常に少ない幅だという

ことをご理解いただきたい、それと、臨時財政対策債につきまして、当町は限度額いっぱ

いまで発行しておりませんので、そこらの幅については、乗り越えられる幅、それらを加

味しますと、乗り越えられる幅ではないかというふうに感じております。以上でございま

す。 
○議長（政岡洋三郎） １６番三谷喜好君。 

○１６番（三谷喜好） この間そういう資料をいただきましたけどね。私どもが、その３

億と簡単に言いますけど、３億の税収を他で上げる言うたら大変なことなんですよ。です

から、もう助走の段階で、あと切れる２年前から、切れてから言うんじゃなくて、前から

やっぱり財政は厳しいもんにしていかないといけない。今町内に企業が来とるわけではご

ざいませんし、町民のみなさんが勤めるならどこに勤めたいか。やっぱり町内に勤めたい。

じゃあ役場、消防もこれかなりの人を確保しております。こういうもんが失われていって、
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したらね、おいおい砥部町に人も住まない、人が住めなくなってくる。そういうもん覚悟

してやらなければいけない。そりゃきついですよ、これからのあれは。財政担当される方

は、一方で買った分を払わんといかん。これはまったなしだと。公共施設に投資もせんと

いかない。さりとて人件費下げるわけにはいかない。色んなことを組み合わせた中で、や

っぱり厳しい判断が迫られてくると思うので、私どもも身を切る思いでやりますよ。やけ

ど財政当局においても、やっぱりそういうとこはきっちりね、厳しい総花的なもんじゃな

くて、血を伴うような、痛みを伴うようなこともございますと思いますが、そこらを大き

な判断を間違えないように、１つ要望しておきます。この点、財政課長、今はトップでご

ざいます町長の方、私が今言うたことについて、いや違うと、銭は何ぼでもあるぞという

のか、あなたのお考えをお尋ねしてみたいと思います。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 

○町長（中村剛志） 三谷議員さんのご質問にお答えしたいと思います。お金があればい

いのはもう間違いないわけですけど、やはりその時代その時代に合った行政をしていくの

がその時のトップの仕事だと思います。もちろん言われましたように、長い間のスパンで

見通してやらなければならないこともたくさんございます。そういうことで先般、私の方

からお示しさせていただいたように、平成３７年までのあれを出したと思います。そうい

うようなことも常に研究しながら、努めて行きたいと思っておりますし、我々はその責任

があると思っておりますので、一生懸命努めていきます。また議員の皆様にも色んなお知

恵をいただいて、これはもう少し絞った方がいいよとか、こちらの方へ有効に使った方が

いいとか、そういう相談をしながら行政を進めて行きたいというふうに思います。 
○議長（政岡洋三郎） 他にありませんか。１２番井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） 総論的な話で申し訳ありませんが、先般４日の日、昨日だったと

思います。野田総理本人がテレビに出演しておりまして、色んなことを話をされておりま

した。今日の愛媛新聞にも少しふれられておりましたが、がれきの処理の関係です。昨年

の３月１１日、東北の大震災の関係で、現在マスコミ等を通じてがれきが山積しておりま

す。当前東北の岩手、宮城、福島です。これの取り扱いについて全国の市町村、おおむね

受け入れに反対やというようなニュースが流れております。東京都知事も出演されまして、

何とか東京都も受け入れしたいというようなことを言っておりますが、私は個人的に言え

ば、昨年あれほど日本国民が絆絆と言って、東北を助けようじゃないかと、言って一年間

絆という言葉が相当マスコミで出ました。とういことは、当砥部町もこのがれきの問題に

ついては１つ考えてみたらどうかと私は思います。最終的にどうなるかはわかりませんが、

受け入れられるもんだったら、受け入れられたらどうかと。当然予算もかかりますし、町

民の反対もあるだろうと思います。その辺りはご検討いただいて、１つどうするかと、話

題に乗せてもいいんじゃないかと私は思っております。即答できるような話ではないでし

ょうから、ご検討いただいたらと思います。以上です。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 

○町長（中村剛志） ただいまの井上議員さんの質問にお答えしますというより、本当は

答弁いらなかったかもしれないんですけど、私もやはり考え方は同じでございますので、
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同じ日本国に住んでしているわけですので、当然がれきがなくならなければ東北の復旧と

いうのはないと思っております。そういう意味で、政府が色んな観点から大丈夫だという

お墨付きをやはり出していただきたいということもありますし、当然それは受け入れるの

が私は日本人同士の仲間意識だというふうに思っております。 
○議長（政岡洋三郎） １２番井上洋一君。 

○１２番（井上洋一） テレビには宮城県の知事も出ておりました。知事本人からもぜひ

全国の皆さん方に、地方の皆さん方に、受け入れをお願いしたいと言って頭を下げておら

れました。もし全国どこか、他の箇所でもこういう災害があったら、宮城県は応援をした

いというのがこの現職の知事の発言でございます。ですから、できる範囲で結構です。で

きない場合もあろうかと思います。決めるんではなくて、検討をしていただきたいと。以

上です。 
○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。８番栗林政伸君。 

○８番（栗林政伸） 私のちょっと委員会なんで、ちょっと委員会の折でええかと思いよ

ったんですけど、まだちょっと一週間先なんで、ちょっと、教育長か局長か、どっちかに、

２人共にお聞きしたいんですけど、先だって中学校、今、大改修をやりよんですが、下の

県道にですね、大きな石が、今叩きよる石が落ちたいうんは、確認しておりますか。お聞

きしておりますか。下の道路に、もう夜は５時以降は恐らく、今体育館やりよんでしょ。

体育館を。そのやりよるコンクリの破片がですね、道路に落ちたと。ほいで袋に入れて、

このぐらいの袋に入れて、教育委員会に持ってったいう、私昨日聞いたんですけど、２人

とも聞いてないですか。そんなことではいかんと思うんですよね。これ、人が通りよった

り、車に当たったりしたら大変なことなんですよこれ。人身事故になりますよこれ。これ

は大きい塊ですから、コンクリの。教育委員会持ってっとると思いますよ。袋に入れて。

私はこの、私の委員会でこれをちょっと言おう思たんですけど、まだこれから１週間先な

んで、問題はですね、まだ今やりよんですよね。今は県道のとこを、体育館やりよる、今

度は南側の町道の方もやると思うんですけど、そういう時のためにですね、ガードマンな

んかは付けるようには、見積もりの中には入ってないんですかね。そこら辺ちょっとお聞

きしたい。 
○議長（政岡洋三郎） 佐野教育長。 

○教育長（佐野弘明） 中学校の改築に絡んで色々ご心配いただいて、大変申し訳ないと

思います。ありがとうございます。今ご質問がございました、いわゆるガレキの、県道へ

落下した部分がということですけど、ちょっと私の方にまだ現在、確認できておりません。

私の方はまだ、情報は把握できてないのか、届いておるのか、そこらちょっとわかりませ

んので、早急に確認はしたいというふうに思っております。いずれにしましても、県道に

そういうふうなものが、取り壊しのがれきが落ちるというふうなことについては、当然施

工業者の責任においてただちに撤去する、そして落下することのないような措置を講じる、

それは当然のことだろうというふうに思っておりますし、それを防止するためのガードマ

ンというところまでについてはどうなっておるか、まだ、これも早急に確認をさせていた

だきたいと思いますが、ネットでの防護というのはやっておると思うんです。それで十分
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かどうかというのは、何とも言えませんけど、いずれにしましても工事によって周辺の方、

あるいは道路を通行される色んな方々に対しての支障があってはならないというふうには

考えておりますので、早急に確認し、対応をしてまいりたいというふうには思っておりま

す。 
○議長（政岡洋三郎） ８番栗林政伸君。 

○８番（栗林政伸） あのですね、私もこれ昨日聞いたんであって、坪内係長のところは

行っとると思うんですよ。このことは。そして、坪内係長だろうと思うですけど、工事現

場の所長のところに行ってですね、説明、言うて、所長は拾てくれたとこに行っとんです

よ。所長が。もしこれが人身事故にでも、もし、これは夜の少ない時に落ちたんじゃない

んじゃから、昼間に落ちとんですよ。それでもし車に当たったり、もし人に当たったら、

仮に人なんかにやったら、これ重大な事故になるんですよね、大きいから。それで言うた

ら所長も、その拾たところにも断りに行っとんですよ。それが、局長なり教育長に、その

こと、重大なことなのに上がってないこと事態もおかしいし、今後それを教育長、その現

場の所長と、早急に話してもろて、私は１週間向こうで言おうか思いよったんですよ、委

員会で。でもちょっとこれは遅いからと思って、もしその間にまたこういうことがあった

らいかんと思って、あえて今日言わしてもろたんですけど、早急にですね、現場の所長と、

話して、万全な態勢をしてください。お願いしときます。 
○議長（政岡洋三郎） 佐野教育長。 

○教育長（佐野弘明） 本日のこの会議終わり次第、ただちに対応を取って事故の無いよ

うに万全を期してまいりたいというふうに思っております。 
○議長（政岡洋三郎） 教育長、あの、１５日の本会議であとのことの処理とか、それら

のことをまたご報告していただいたらと思います。ここで本会議で出とんですから。皆さ

んに報告してもらいたいと思います。他にございませんか。 
○議長（政岡洋三郎） これで質疑を終わります。おはかりします。議案第２６号から議

案第３６号までの平成２４年度当初予算１１件については、所管の常任委員会に付託して

審査することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって議案第２６号から議案第３６号まで

の平成２４年度当初予算１１件については、所管の常任委員会に付託することに決定しま

した。委員会の審査報告は、３月１５日の本会議でお願いをいたします。 

以上で本日の議事日程は、すべて終了しました。本日は、これで散会します。 

 

午後２時３４分 散会 
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平成２４年第１回砥部町議会定例会 
平成２４年３月１５日（木） 

午前９時３０分開会 
 
○議長（政岡洋三郎） 現在の出席議員は１６人です。定足数に達していますので、本日

の会議を開きます。 
 議案審議に入ります前に、３月５日の本会議において栗林政伸君が質問した砥部中学校

改築工事に伴う解体時のコンクリート片落下の件について、報告を求めます。佐野教育長。 
○教育長（佐野弘明） 議案審議の前に時間いただきましてありがとうございます。去る

３月５日の本会議におきまして、栗林議員さんからご質問いただきました中学校改築工事

に伴う解体時のコンクリート片の落下事故等について、詳細調査をいたしましたので、ご

報告を申し上げます。この事故につきましては、お手元に報告書を用意させていただいて

おりますので、その内容等についてご説明申し上げます。事故が起こりましたのは、３月

１日の午後１時ごろでございまして、発生状況といたしましては、体育館の解体作業を行

っておりましたが、その解体がほぼ終了したということで、解体作業に伴います飛散防止

パネルを県道側に設置をしておったわけですけれども、その飛散防止のパネルを撤去をし

ておった際に、そのパネルと足場との間にコンクリート片が残っておったことに気が付か

ず、パネルを撤去したということで、高さ約４．５ｍのところから、直径約１０ｃｍ程度

のコンクリート片３個が県道側に落下をしたといった事故でございまして、作業員が気が

ついて回収に参りましたけれども、先に隣接の方に撤去されておったということでござい

まして、このことによる事故、他の事故事件等は発生はしておりませんでしたので、その

点については良かったなというふうに思っております。その後の経緯と対応につきまして

は、そこにございますので、ご覧いただいたらと思います。この原因につきましては、下

の方にございますように、解体作業しておりました作業員が、足場解体をやる際に確認を

怠っておったというなこと、それと、特に体育館の西側については、県道のすぐ隣接して

おったところであんまり距離がございませんでした。そういったことでコンクリート片が

落ちるんではないかといったことに対するリスクの管理が欠けておった。更には未然に防

ぐ指示とか確認が徹底をされていなかったといったことが原因であろうと思っております。

なお、この事故、事件以降、再発防止対策といたしましては、その後ただちに飛散防止パ

ネルがございましたが、その前に高さ３ｍの仮囲いを設置をするとともに、ガードマンも

配置をいたしました。そして、あと工事の発注者、そして請負業者、管理の会社等にもな

お安全意識の徹底というようなことを図ったところでございます。また職員に対しまして

も、こういった事故等の報告ということはただちに行うというふうなことの徹底を指導し

たところでございます。なお現場はもう校舎の解体もほぼ終わりまして、建物本体の形は

もすでにございません。もう解体した後のがれきを撤去するだけといった状況に現在はな

っております。いずれにいたしましても、議員の皆様はじめ、周囲の方、関係者の方にご

心配ご迷惑をおかけしましたことをお詫びを申し上げます。以上でございます。 
○議長（政岡洋三郎） それでは、審議に入ります。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第１ 議案第３号  砥部町過疎地域自立促進計画の変更について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１議案第３号砥部町過疎地域自立促進計画の変更について

を議題とします。本案について委員長の報告を求めます。宮内総務文教委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました、議案第３号について審査の結果をご報告

申し上げます。議案第３号砥部町過疎地域自立促進計画の変更については、民話の里づく

り事業を、過疎対策事業債を充当して実施するにあたり、当該事業を砥部町過疎地域自立

促進計画に載せる必要があるため改正するもので、計画中、８地域文化の振興等に、民話

の里づくり事業に関する事業計画を加えています。その内容は適正と認められ、よって、

議案第３号は、原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたので、ここにご報告申し

上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３号砥部町過疎地域自立促

進計画の変更については、委員長のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第２ 議案第４号 砥部町道路線の認定について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第２議案第４号砥部町道路線の認定についてを議題とします。

本案について委員長の報告を求めます。山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第４号について、審査の結果をご報告

申し上げます。議案第４号砥部町道路線の認定については、国道３３号三坂道路の側道５

５０メートルが町管理道路となるため、町道大平支線として町道認定するものです。認定

は適正と認められ、よって議案第４号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました

ので、ここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
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［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第４号砥部町道路線の認定に

ついては、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３ 議案第 ５号 砥部町特別会計条例の制定について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第３議案第５号砥部町特別会計条例の制定についてを議題と

します。本案について委員長の報告を求めます。宮内総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました、議案第５号について、審査の結果をご報

告申し上げます。議案第５号砥部町特別会計条例の制定については、現在の砥部町特別会

計条例の全部を改正するもので、設置する特別会計を明記するとともに、地方自治法第２

１８条第４項の「業務量の増加により必要な経費に不足を生じたときは、当該業務量の増

加により増加する収入を当該経費に使用することができる」旨の弾力条項を適用するため

制定されるものです。設置する特別会計、弾力条項の適用の２条の条文が定められ、公布

の日から施行されます。その内容は適正と認められ、よって、議案第５号は原案のとおり

可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり可

決することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第５号砥部町特別会計条例の

制定については、委員長の報告のとおり可決されました。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第４ 議案第６号 砥部町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定について 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第４議案第６号砥部町水道事業布設工事監督者の配置基準及

び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定についてを議題とします。

本案について委員長の報告を求めます。山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第６号について、審査の結果をご報告

申し上げます。議案第６号砥部町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定については、水道法の一部改正により、こ

れまで法令で規定されていた、水道事業布設工事監督者の配置基準等について、条例で定

めることとされたため制定されるものです。条例の目的、布設工事監督者を配置する工事、

布設工事監督者の資格、水道技術管理者の資格など４条の条文が定められ、４月１日から

施行されることになっています。定められている資格基準は、これまでの国の基準と同じ

であり、本町では必要な部署には資格のある職員が適正に配置されています。よって、議

案第６号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたので、ここにご報告申し上げ

委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第６号砥部町水道事業布設工

事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定に

ついては、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第５ 議案第７号 砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に 

関する条例の一部改正について 
（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第５議案第７号砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題とします。本案について委員長の報

告を求めます。宮内総務文教常任委員長。 
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○総務文教常任委員長（宮内光久） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第７号について審査の結果をご報告申

し上げます。議案第７号砥部町の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部改正については、スポーツ基本法の施行により、それまでの体育指導委員が

スポーツ推進委員とみなされることになったため改正するもので、別表中の名称を改めて

います。その内容は適正と認められ、よって議案第７号は原案のとおり可決すべきものと

決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第７号砥部町の特別職の職員

で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正については、委員長の報告の

とおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第６ 議案第８号 砥部町税条例の一部改正について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第６議案第８号砥部町税条例の一部改正についてを議題とし

ます。本案について委員長の報告を求めます。宮内総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました議案第８号について審査の結果をご報告申

し上げます。議案第８号砥部町税条例の一部改正については、地方税法等、関係法令の改

正及び公布に伴い改正されるもので、第９５条附則第１６条の２第１項中のたばこ税の税

率の改正が、附則第９条の町民税の分離課税に係る所得割の額の特例等に関する条項の削

除が、附則第２５条として個人町民税の税率の特例等に関する規定の追加がなされていま

す。その内容は適正と認められ、よって議案第８号は原案のとおり可決すべきものと決定

しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
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○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第８号砥部町税条例の一部改

正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第７ 議案第９号 砥部町公民館条例の一部改正について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第７議案第９号砥部町公民館条例の一部改正についてを議題

とします。本案について委員長の報告を求めます。宮内総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして総務文教常任委員会に付託されました、議案第９号について審査の結果をご報告申

し上げます。議案第９号砥部町公民館条例の一部改正については、社会教育法の一部改正

により、これまで法令で規定されていた公民館運営審議会委員の委嘱基準について、条例

で定めることとされたため改正されるもので、第１６条においてこれまでの法令と同じ内

容の基準を定める改正がなされています。その内容は適正と認められ、よって議案第９号

は原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を

終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第９号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり決

定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第９号砥部町公民館条例の一

部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第８ 議案第１０号 砥部町保育所条例の一部改正について 

（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第８議案第１０号砥部町保育所条例の一部改正についてを議

題とします。本案について委員長の報告を求めます。西村厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（西村良彰） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におきまし
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て、厚生常任委員会に付託されました議案第１０号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第１０号砥部町保育所条例の一部改正については、修学前の子どもに関する

教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の改正により改正されるもので、第１４

条の私立認定保育所についての適用除外に関する条文中、法令の引用箇所の改正がなされ

ているものであります。その内容は適正と認められ、よって議案第１０号は原案のとおり

可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１０号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１０号砥部町保育所条例の

一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第９ 議案第１１号 砥部町母子家庭医療費助成条例の一部改正について 

（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第９議案第１１号砥部町母子家庭医療費助成条例の一部改正

についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。西村厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（西村良彰） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におきまし

て、厚生常任委員会に付託されました議案第１１号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第１１号砥部町母子家庭医療費助成条例の一部改正については、所得税法等

の改正による年少扶養控除の廃止に伴い、従来の助成対象者が影響を受けないようにする

こと、及び児童福祉法の改正に伴う用語等の整備を図るため改正されるもので、第３条の

受給資格者に関する条文、第６条の助成金の支給方法に関する条文の改正、その他必要箇

所の条文整備等がなされています。その内容は適正と認められ、よって議案第１１号は、

原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ、委員長報告を

終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
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議案第１１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１１号砥部町母子家庭医療

費助成条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１０ 議案第１２号 砥部町乳幼児医療費助成条例の一部改正について 

（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第１０議案第１２号砥部町乳幼児医療費助成条例の一部改正

についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。西村厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（西村良彰） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におきまし

て、厚生常任委員会に付託されました議案第１２号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第１２号砥部町乳幼児医療費助成条例の一部改正については、医療費助成の

対象に小学生の入院医療費を追加すること、及び児童福祉法の改正に伴う用語等の整備を

図るため改正されるもので、条例名を砥部町乳幼児及び児童医療費助成条例に改め、第２

条の定義において児童とは６歳に達する日以後における最初の４月１日から１２歳に達す

る日以後における最初の３月末日までの間にある者と定め、その他条文中の必要な箇所の

改正がなされています。その内容は適正と認められ、よって議案第１２号は原案のとおり

可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１２号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１２号砥部町乳幼児医療費

助成条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１１ 議案第１３号 砥部町重度心身障害者医療費助成条例の一部改正について 

（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第１１議案第１３号砥部町重度心身障害者医療費助成条例の

一部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。西村厚生常任

委員長。 
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○厚生常任委員長（西村良彰） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におきまし

て、厚生常任委員会に付託されました議案第１３号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第１３号砥部町重度心身障害者医療費助成条例の一部改正については、児童

福祉法の改正及び外国人登録法の廃止に伴い用語等の整備を図るため改正されるもので、

第３条受給資格者、第４条助成に関する条文中の改正がなされています。その内容は適正

と認められ、よって議案第１３号は原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、こ

こにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１３号砥部町重度心身障害

者医療費助成条例の一部改正については、委員長のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１２ 議案第１４号 砥部町介護保険条例の一部改正について 

（厚生常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第１２議案第１４号砥部町介護保険条例の一部改正について

を議題とします。本案について委員長の報告を求めます。西村厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（西村良彰） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におきまし

て、厚生常任委員会に付託されました議案第１４号について、審査の結果をご報告申し上

げます。議案第１４号砥部町介護保険条例の一部改正については、介護保険法施行令の一

部改正及び第５期介護保険事業計画に基づき、平成２４年度から平成２６年度までの介護

保険料を定めるため改正されるもので、第４条において第１号被保険者の６段階の区分ご

との額が改正されています。その内容は適正と認められ、よって議案第１４号は原案のと

おり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり
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決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１４号砥部町介護保険条例

の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１３ 議案第１５号 砥部町廃棄物処理施設条例の一部改正について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第１３議案第１５号砥部町廃棄物処理施設条例の一部改正に

ついてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第１５号について、審査の結果をご報

告申し上げます。議案第１５号砥部町廃棄物処理施設条例の一部改正については、廃棄物

の処理及び清掃に関する法律の一部改正に伴い、一般廃棄物処理施設における技術管理者

の資格を定めるため改正されるもので、第２条の２として技術管理者の資格に関する条が

加えられ、廃棄物処理施設に置く技術管理者の資格は国の省令に定める資格を有する者で

あることとされています。その内容は適正と認められ、よって議案第１５号は原案のとお

り可決すべきものと決定いたしましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わりま

す。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１５号砥部町廃棄物処理施

設条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１４ 議案第１６号 砥部町公共下水道条例の一部改正について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第１４議案第１６号砥部町公共下水道条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第１６号について、審査の結果をご報



 79 

告申し上げます。議案第１６号砥部町公共下水道条例の一部改正については、下水道法施

行令の一部改正により、特定事業場から公共下水道に排除される下水に含まれる１・１ジ

クロロエチレンに係る排除基準が緩和されたことに伴い改正されるもので、条例中１リッ

トルにつき０．２ミリグラムを１．０ミリグラムに改めています。１・１ジクロロエチレ

ンは揮発性有機塩素化合物の１種の無色透明の液体で、主な用途は、塩化ビニル等、樹脂

の原料などであり、人体への影響としては麻酔作用があります。現在の所、町内にはこれ

の対象事業所はありません。改正内容は適正と認められ、よって議案第１６号は原案のと

おり可決すべきものと決定いたしましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わり

ます。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１６号砥部町公共下水道条

例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１５ 議案第１７号 砥部町公共下水道事業の設置等に関する条例の一部改正に

ついて 
（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 

○議長（政岡洋三郎） 日程第１５議案第１７号砥部町公共下水道事業の設置等に関する

条例の一部改正についてを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。山口産

業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました議案第１７号について審査の結果をご報告

申し上げます。議案第１７号砥部町公共下水道事業の設置等に関する条例の一部改正につ

いては、下水道法の一部改正により公共下水道事業計画の策定等に係る認可制度が廃止さ

れたことに伴い改正されるもので、条文中「規定による認可を受けた事業計画に定める」

を「規定により定めた事業計画における」に改めています。法改正により認可制度は無く

なりましたが、今後も事業の推進にあたっては県との協議は必要であります。改正の内容

は適正と認められ、よって議案第１７号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

たので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
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［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１７号砥部町公共下水道事

業の設置等に関する条例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１６ 議案第１８号 砥部町営住宅管理条例の一部改正について 

（産業建設常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第１６議案第１８号砥部町営住宅管理条例の一部改正につい

てを議題とします。本案について委員長の報告を求めます。山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして産業建設常任委員会に付託されました議案第１８号について、審査の結果をご報告

申し上げます。議案第１８号砥部町営住宅管理条例の一部改正については、公営住宅法に

規定される入居者資格が改正され、条例に委任されることになったため改正されるもので、

第６条の入居者の資格に関する条文に、一人だけでも入居できるところの老人、身体障害

者、その他の特に居住の安定を図る必要がある者に関する制定の項が加えられ、その他必

要箇所の条文整備がなされています。その内容は適正と認められ、よって議案第１８号は

原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告

を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。 
これから討論を行います。討論はありませんか。 

［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１８号砥部町営住宅管理条

例の一部改正については、委員長の報告のとおり可決されました。 
 ここでしばらく休憩をします。会議の再開を１０時４５分といたします。 
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午前１０時２４分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第１７ 議案第１９号 平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第７号） 

 

日程第１８ 議案第２０号 平成２３年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             （第３号） 

日程第１９ 議案第２１号 平成２３年度砥部町後期高齢者医療特別会計補正予算 

             （第２号） 

日程第２０ 議案第２２号 平成２３年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算 

             （第３号） 

日程第２１ 議案第２３号 平成２３年度砥部町とべの館特別会計補正予算（第１号） 

 

日程第２２ 議案第２４号 平成２３年度砥部町公共下水道事業会計補正予算（第２号） 

 

日程第２３ 議案第２５号 平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第３号） 

（所管常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） それでは、再開をします。 
 日程第１７議案第１９号から日程第２３議案第２５号までの平成２３年度補正予算７件

を一括議題とします。本案について委員長の報告を求めます。山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました補正予算４件について、審査の結果をご報

告申し上げます。始めに議案第１９号平成２３年度砥部町一般会計補正予算第７号のうち、

当委員会所管の主なものは、農林水産費では県が銚子ダム施設と幹線水路の改修を行なう

ストックマネジメント事業の町負担金７２５万円、農山漁村活性化プロジェクト支援交付

金として赤坂泉下流水路改修工事の負担金１３７万１千円を増額、土木費では本年３月に

開通予定の万年トンネル開通式典関係経費６０万円、県道上尾峠久万線の事業費増額によ

る県土木建設事業費負担金８５万６千円を増額し、その他不用額の減額補正、財源組替を

行なっています。次に、議案第２３号平成２３年度砥部町とべの館特別会計補正予算第１

号については、とべの館運営基金に６７９万円を積み立てる増額補正を行なっています。

財源は繰越金、基金預金利子を充当しています。次に、議案第２４号平成２３年度砥部町

公共下水道事業会計補正予算第２号は、収益的収入及び支出については、それぞれ１，９

７５万８千円増額しています。収入は一般会計補助金７１５万１千円を減額し、消費税等

還付金２，６９０万９千円を増額、支出は減価償却費を増額しています。資本的収入及び

支出についてはそれぞれ７，９９０万円減額しています。収入は企業債５，０７０万円、

国庫補助金３，２２０万円、一般会計出資金２，３００万円を減額、受益者負担金２，６

００万円を増額し、支出は建設改良費を減額しています。建設改良費の減額は主に国庫補

助金の減額に伴う予定事業の２４年度への繰り延べによるものです。次に、議案第２５号
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平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算第３号は、上水道関係の収益的支出を１，０３

０万９千円増額し、資本的収入を５４７万７千円増額しています。収益的支出は減価償却

費１６３万円、配水管の布設替えに伴う固定資産除却費８６４万円、水道料金１８件の不

納欠損処理による特別損失３万９千円であります。資本的収入は消火栓新設・改良に伴う

一般会計負担金であります。以上、議案第１９、２３、２４、２５号の４議案については、

いずれも適正な補正がなされており、原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、

ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 西村厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（西村良彰） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におきまし

て厚生常任委員会に付託されました補正予算４件について、審査の結果をご報告申し上げ

ます。議案第１９号平成２３年度砥部町一般会計補正予算第７号のうち当委員会所管の主

なものは、障害者福祉関係で介護給付費等支給事業費１，６３９万８千円を増額、国民健

康保険関係で前年度分国民健康保険基盤安定負担金の確定による、国県負担金返還金１４

４万１千円、国民健康保険事業特別会計の施設勘定への繰出金３５５万２千円を増額、介

護保険対策関係で介護保険事業特別会計への繰出金１４７万３千円を増額、衛生費で妊婦

一般健康診査委託料８５万３千円を増額しています。その他、不用額の減額補正、財源組

替えを行なっています。次に議案第２０号平成２３年度砥部町国民健康保険事業特別会計

補正予算第３号の事業勘定については、３，８９７万１千円の増額補正で、主なものは、

後期高齢者支援金の確定による負担金１６１万円、社会保険診療報酬支払基金へ納付する

介護納付金の確定による不足分２９４万８千円、２２年度事業の確定に伴う基盤安定負担

金返還金１９２万１千円、療養給付費等負担金返還金３，１７２万８千円を増額し、その

他、不用額の減額補正を行なっています。財源は国庫支出金、繰越金を増額しています。

直営診療施設勘定は、３５万円の減額補正で歯科技巧委託料２５万円、医療用備品購入費

１０万円を減額し、その他財源組替を行なっています。財源は診療収入等の減額分を一般

会計繰入金３５５万２千円増額で調整しています。次に議案第２１号平成２３年度砥部町

後期高齢者医療特別会計補正予算第２号は、５５万４千円の減額補正で、内訳は、広域連

合への事務費負担金の確定による１５５万４千円の減額、被保険者が増加したことによる

広域連合納付金１００万円の増額です。財源は保険料を増額し、一般会計繰入金を減額し

ています。次に議案第２２号平成２３年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算第３号の

保険事業勘定については、１，１３２万３千円の増額補正で、主なものは、介護保険シス

テム改修委託料８８万円、保険給付費９５５万円、介護従事者処遇改善臨時特例基金の廃

止による残額の国への返還金８９万１千円を増額しています。財源は国県支出金、支払基

金交付金、一般会計繰入金、介護保険事業運営基金繰入金等を増額しています。介護従事

者処遇改善臨時特別基金返還金８９万１千円は、繰越明許費で２４年度へ繰り越されます。

介護サービス事業勘定については、５万９千円の増額補正で、介護職員処遇改善のため広

田地区における居宅介護サービス事業委託料を増額し、財源は国からの介護職員処遇改善

交付金で賄っています。以上、議案第１９号、議案第２０号、議案第２１号、議案第２２

号の４議案についてはいずれも適正な補正がなされており、原案のとおり可決すべきもの
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と決定しましたのでここにご報告申し上げ、委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 宮内総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、総務文教常任委員会に付託されました補正予算について、審査の結果をご報告申

し上げます。議案第１９号平成２３年度砥部町一般会計補正予算第７号のうち、当委員会

所管の主なものは、総務費で、交通指導員の交代による新規指導員８人の制服代３８万８

千円を増額、消防費で、消火栓６基改良などの水道負担金６２３万円増額、諸支出金で、

坂村真民記念基金積立金３００万円、公共施設更新準備基金積立金５億１３万７千円を増

額しています。その他、人件費補正、不用額の減額、財源組替を行なっています。歳入に

ついては、３億９，５８２万７千円の増額で、主なものは、地方交付税９，４３３万円、

繰入金２億７９２万１千円、繰越金１億４，９８４万１千円を増額、町債７，７６０万円

を減額しています。また繰越明許費で、総務費関係で民話の里づくり事業他１件、合計２，

５０４万７千円を、教育費関係で宮内幼稚園園舎耐震補強等整備事業費６，８１６万８千

円を２４年度に繰り越しています。また地方債補正で、地方債限度額を合併特例事業債５，

８３０万円、防災対策事業債１，３１０万円、過疎対策事業債６２０万円、合計７，７６

０万円を下げる変更がなされています。以上議案第１９号については、適切な予算補正と

認められ、原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたのでここにご報告申し上げ、

委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

１６番三谷喜好君。 
○１６番（三谷喜好） ちょっとお尋ねをいたします。土木費の中の目２項、区分の１９

についてお尋ねをしたいと思いますが、当初の説明の折に一括納入された方もおいでると

いうことで、５５％、現在達成しているということでございましたが、この５５％は当初

の目的より遅れとるのか、あるいは当初の目的以上に、加入していただいておるのか、お

尋ねしたいと思います。 
○議長（政岡洋三郎） 山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） 私はまだ進行状況が何％でどのくらいまでいってる

というところまで自分では把握しておりませんので、係の産業建設課長にお願いしたらと

思いますので、それでよろしいでしょうか。 
○議長（政岡洋三郎） 環境衛生課長。 
○生活環境課長（日浦昭二） 三谷議員さんのご質問にお答えいたします。今土木費と言

われましたけど、それは公共下水道費の加入率の関係でしょうか。加入率につきましては

ですね、１年間で約３５％を見込んでおりましたが、実際は人口比率でいくと５５％加入

しているということでございます。以上で三谷議員さんのご質問にお答えいたします。当

初は３５％を予定しておりましたが、実質は５５％つないでいただいているということで、

当初よりは多いということでございます。 
○議長（政岡洋三郎） ほかにございませんか。質疑を終わります。討論、採決について

は１件ずつ行います。 
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 議案第１９号平成２３年度砥部町一般会計補正予算（第７号）について討論を行います。

討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第１９号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第１９号平成２３年度砥部町

一般会計補正予算（第７号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２０号平成２３年度砥部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

て討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２０号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２０号平成２３年度砥部町

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２１号平２３年度砥部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について討

論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２１号平成２３年度砥部町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２２号平成２３年度砥部町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について討

論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２２号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２２号平成２３年度砥部町

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２３号平成２３年度砥部町とべの館特別会計補正予算（第１号）について討論を

行います。討論はありませんか。 
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［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２３号平成２３年度砥部町

とべの館特別会計補正予算（第１号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２４号平成２３年度砥部町公共下水道事業会計補正予算（第２号）について討論

を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２４号平成２３年度砥部町

公共下水道事業会計補正予算（第２号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２５号平成２３年度砥部町水道事業会計補正予算（第３号）について討論を行い

ます。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２５号平成２３年度砥部町

水道事業会計補正予算（第３号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第２４ 議案第２６号 平成２４年度砥部町一般会計予算 
 
日程第２５ 議案第２７号 平成２４年度砥部町国民健康保険事業特別会計予算 
 
日程第２６ 議案第２８号 平成２４年度砥部町後期高齢者医療特別会計予算 
 
日程第２７ 議案第２９号 平成２４年度砥部町介護保険事業特別会計予算 
 
日程第２８ 議案第３０号 平成２４年度砥部町とべの館特別会計予算 
 
日程第２９ 議案第３１号 平成２４年度砥部町とべ温泉特別会計予算 
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日程第３０ 議案第３２号 平成２４年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算 
 
日程第３１ 議案第３３号 平成２４年度砥部町農業集落排水特別会計予算 
 
日程第３２ 議案第３４号 平成２４年度砥部町浄化槽特別会計予算 
 
日程第３３ 議案第３５号 平成２４年度砥部町公共下水道事業会計予算 
 
日程第３４ 議案第３６号 平成２４年度砥部町水道事業会計予算 

（所管常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第２４議案第２６号から日程第３４議案第３６号までの平成

２４年度予算１１件を一括議題とします。本案について委員長の報告を求めます。山口産

業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして、産業建設常任委員会に付託されました当初予算の７議案について、審査の結果を

ご報告申し上げます。議案第２６号平成２４年度砥部町一般会計のうち、当委員会に所管

する項目について主なものは、まず生活環境課関係では、環境衛生関係で浄化槽設置整備

補助金や太陽光発電システム設置費補助金が、清掃関係でごみ袋の購入・販売に要する経

費、不法投棄防止のための監視カメラ設置経費、ごみの減量化・資源化推進費、美化セン

ター廃棄物処理施設の管理運営費、し尿処理のための一部事務組合負担金などが計上され

ています。また、農集落排水特別会計への繰出金、公共下水道事業会計への補助金、出資

金などが計上されています。次に産業建設課関係では、労働費で緊急雇用対策事業費、自

治体提携融資制度を活用した貸付を行なうための四国労働金庫への預託金が計上されてい

ます。農業関係では新規事業として市民農園整備費が計上されています。これは自家用野

菜や花の栽培を通して農業に親しんでもらうため、２２区画の小規模農地を整備するもの

です。また、ため池浸水被害想定区域図作成費、松山南部２期の基幹農道整備事業関係費、

奨励果樹の苗木購入やマルチ栽培、ブルーベリー導入支援などの果樹生産推進費、中山間

地域等直接支払交付金などが計上されています。林業関係では、間伐や作業道開設を支援

する森林環境保全直接支援事業費、間伐材出荷促進事業費、計画的な森林施業を実施する、

森林整備地域活動支援推進事業費などが計上されています。商工関係では砥部焼の後継者

育成のための陶芸塾運営費、陶街道５３次事業関係経費、観光ＰＲ経費、長曽池休息所の

解体、東屋建築工事費、その他陶芸創作館、伝統産業館、峡の館等の施設運営費などが計

上されています。長曽池公園の東屋建築について費用対効果はどうなのかとの一部委員か

らの質問があり、質問に対し愛媛県産木材を使用する予定のため、工事費は５７２万３千

円とやや割高であるが、県補助金が２６５万円あること、また長曽池公園は陶街道５３次

のポイントとなっており、東屋を整備することにより一層の町民利用の促進及びキャンプ

や季節の自然を楽しむ観光客誘致、更に峡の館など他の観光施設への集客につながり、広
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田地域の活性化が図られるとの説明がありました。土木関係では、道路台帳の修正経費、

町道の維持・補修費、新設改良経費、大内野地区がけ崩れ防災対策工事費、公園、住宅の

管理費などが計上されています。住宅管理費では住生活基本計画、公営住宅等長寿命化計

画策定費が新規事業として計上されています。次に、議案第３０号平成２４年度砥部町と

べの館特別会計予算は、予算額４，０９０万８千円で、とべの館の運営費や基金積立金が

計上されており、歳入を売店収入でまかなう予算となっています。次に、議案第３１号平

成２４年度砥部町とべ温泉特別会計予算は、予算額４，６５０万９千円で、温泉の運営費、

基金積立金が計上されています。歳入は、事業収入、繰越金が主なものであります。次に、

議案第３３号平成２４年度砥部町農業集落排水特別会計予算は、予算額２，６０２万９千

円で、玉谷地区と総津地区の処理施設の管理運営費、公債費を計上しています。 歳入につ

いては施設利用、一般会計繰入金で賄われています。次に、議案第３４号平成２４年度砥

部町浄化槽特別会計予算は、予算額１億１，９１９万円で、団地開発で設置された集中合

併浄化槽や、家庭用浄化槽の管理費用、基金積立金、予備費が計上されています。歳入は、

事業収入、基金繰入金、繰越金などでまかなわれています。次に、議案第３５号平成２４

年度砥部町公共下水道事業会計予算は、収益的収入及び支出についてはそれぞれ１億３，

６８５万７千円で、収入の主なものは下水道使用料、一般会計補助金、消費税及び地方消

費税還付金、支出の主なものは処理場費、減価償却費、企業債支払利子などです。資本的

収入及び支出については、それぞれ４億４，５４１万８千円で、収入の主なものは、企業

債、国庫補助金、受益者負担金、一般会計出資金、支出の主なものは、管渠等の工事費、

測量設計費、水道管移設工事負担金であります。また起債の限度額を２億２，２１０万円

とし、その起債の方法、利率、償還の方法を定めています。次に、案第３６号平成２４年

度砥部町水道事業会計予算は、収益的収入及び支出については、収入は上水道及び簡易水

道の事業収入３億２，４４０万５千円が、支出は上水道・簡易水道の営業費用及び営業外

費用３億４１３万１千円が計上されています。資本的収入及び支出については、収入は、

上水道及び簡易水道に係る他会計負担金、工事負担金、合計５，８７２万３千円が、支出

は上水道の建設改良費及び企業債償還金、簡易水道の企業債償還金など合計２億４，５２

９万３千円が計上されています。２４年度の資本的支出は、第８次拡張工事に向けた変更

認可申請経費、公共下水道工事に伴う水道管布設替工事費の新規計上などにより、対前年

度１億８４万１千円の増額となっています。収入額が支出額に不足する１億８，６５７万

円は、減債積立金、建設改良積立金、過年度分損益勘定留保資金で補てんするものとして

います。以上７議案についてはいずれも適正な予算内容であると認められました。よって、

議案第２６号、３０号、３１号、３３号、３４号、３５号及び３６号の７議案については

原案のとおり可決すべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終

わります。 
○議長（政岡洋三郎） 西村厚生常任委員長。 
○厚生常任委員長（西村良彰） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におきまし

て、厚生常任委員会に付託されました当初予算４議案について、審査の結果をご報告申し

上げます。議案第２６号平成２４年度砥部町一般会計予算のうち当委員会に所管する項目
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の歳出について、介護福祉課関係で主なものは、社会福祉費では民生児童委員・社会福祉

協議会関係費が、障害者福祉費では障害者や家族の経済的負担の軽減、自立と社会参加を

促進するための支援費用が計上されています。老人福祉費では、独居高齢者世帯等を対象

に救急医療キットを導入する経費、その他在宅サービス事業費、老人施設入所費が、老人

福祉施設費では、高齢者生活福祉センター他４施設の運営費が、介護保険総務費では介護

保険特別会計繰出金が計上されています。児童福祉費では放課後児童クラブ事業費、ファ

ミリーサポートセンター事業費、つどいの広場事業費、とべ子育てフェスタ開催費などが

計上されています。その他私立幼稚園就園奨励費、各保育所・児童館の運営費、子ども手

当の支給に要する経費などが計上されています。幼稚園費では、三つの園の運営費が計上

されています。この中で麻生幼稚園の空調機設置工事費、砥部幼稚園の園舎改修工事設計

委託料などが組まれています。保険健康課関係で主なものは、国民健康保険関係では、国

保特別会計への繰出金、後期高齢者医療関係では県後期高齢者医療広域連合への負担金、

特別会計への繰出金が、医療費関係では重度心身障害者医療費、母子家庭医療費、乳幼児・

児童医療費の助成事業費が計上されています。乳幼児・児童医療費助成事業については、

小学生の入院医療費が新たに町単独事業で助成されることになっています。保健衛生関係

では自殺対策緊急強化事業費、休日・夜間の救急医療体制の維持費、各種予防接種費、乳

幼児や母親の健康を守るための健診や相談事業費、各種検診や生活習慣病予防のための健

康相談・健康教育の経費などが計上されています。新たに４０歳以上の節目年齢の方への

肝炎ウイルス検査の個別勧奨が実施されます。次に、議案第２７号平成２４年度砥部町国

民健康保険事業特別会計予算について、事業勘定の予算額は２４億５，２３５万円で、主

な経費は、保険給付費、後期高齢者支援金、介護納付金、共同事業拠出金であります。そ

の財源は、国民健康保険税、国県支出金、療養給付費等交付金、前期高齢者交付金、共同

事業交付金、一般会計や基金からの繰入金、繰越金等で賄っています。直営診療施設勘定

の予算額は８，５７９万１千円で、診療所の管理費、医業費が計上され、財源は診療収入、

一般会計及び事業勘定からの繰入金等で賄われています。受診者数の減少による診療収入

が落ち込んでいますが、職員１人減によるコストの削減により、一般会計からの繰入金は

減少しています。次に、議案第２８号平成２４年度砥部町後期高齢者医療特別会計予算は、

予算額２億６５６万４千円で、主な経費は広域連合事務費及び医療納付金です。その財源

は保険料、一般会計からの繰入金で賄っています。次に、議案第２９号平成２４年度砥部

町介護保険事業特別会計予算については、保険事業勘定の予算額は１７億６，９８７万９

千円で、第５期介護保険事業計画案に基づき介護認定に要する費用、要介護者及び要支援

者への各種サービス給付費、介護予防・包括的支援の地域支援事業費等が計上されていま

す。財源は介護保険料、国県支出金、支払基金交付金、一般会計繰入金で賄っています。

介護サービス事業勘定の予算額は４，０８６万９千円で、広寿会に委託して行う通所介護

事業と町の地域包括支援センターで行う介護予防サービス事業の費用が計上されています。

その財源は介護サービス収入、一般会計繰入金で賄われています。以上４議案については、

いずれも適正な予算内容であると認められました。よって議案第２６号、議案第２７号、

議案第２８号、議案第２９号については、原案のとおり可決すべきものと決定しましたの
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で、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） ここで昼食のため休憩をいたします。総務文教常任委員長の報告

は、再開後にお願いをいたします。再開は午後の１時１０分、１３時１０分でございます。 
 

午前１１時３３分 休憩 

午後１時１０分 再開 

 
○議長（政岡洋三郎） それでは、再開をいたします。委員長の報告を求めます。宮内総

務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） ご報告申し上げます。去る３月５日の本会議におき

まして総務文教常任委員会に付託されました当初予算２件について、審査の結果をご報告

申し上げます。議案第２６号平成２４年度砥部町一般会計予算については、総額６８億１，

５７４万１千円で、２３年度と比べ１８億７，８４１万６千円の減となっています。その

主な要因は、砥部中学校改築費や坂村真民関係費の減少によるものです。歳入については、

町税、地方交付税、繰越金、諸収入などが増加し、国庫支出金、町債などが大幅に減少し

ています。町税は２０億４，６３２万円で、固定資産税が評価替えにより減収の見込みで

あるものの、個人町民税、町たばこ税の増収見込みにより、対前年度３，４２１万７千円

の増となっています。地方交付税は、地方財政計画に基づき５，０００万円増の２５億円

が見込まれています。諸収入は、貸付金事業に係る労働金庫への預託金戻し入れなどによ

り４，２１２万１千円増の１億２，６５４万５千円が見込まれています。一方、国庫支出

金は対前年度４億５，３０７万７千円減の３億９，４１５万５千円。これは前年度は３歳

未満の子ども手当の増額や、中学校改築に伴う補助金などを見込んでいましたが、当年度

は通常べースに戻るためであります。また、町債は砥部中学校改築や坂村真民記念館建設

など大型事業費の減少により、対前年度１６億１，３４０万円減の２億４，４２０万円と

なっています。歳出の主なものは、議会費、監査委員費、会計管理費は経常的な経費の計

上となっており、総務課関係では、一般管理費で、行政支援員として、警察ＯＢを雇用す

る経費、その他広報発行経費、本庁及び旧支所・普通財産の管理費、電算システム管理費、

区長・自治活動推進費、防災対策費、町長及び町議会議員の選挙費、常備消防・消防団の

経費などが計上されています。企画財政課関係ではプロスポーツ振興費、行財政改革推進

費、男女共同参画推進費、コミュニティ活動支援経費、民話の里づくり事業費、交通生活

安全対策費、統計調査費、消費者行政推進費、町債の償還費、財政調整基金・公共施設更

新準備基金積立金などが計上されています。民話の里づくり事業については、屋外仕様の

音声案内装置１０基を整備する経費６８２万５千円、その他映像鑑賞整備費、お宝自慢看

板設置費、まんが作成費などが合計１，４４１万３千円が計上されています。財源は事業

費全額の１，４４０万円が過疎対策事業債でまかなわれ、本年１１月に開催予定の陶街道

文化まつりに合わせた完成が見込まれています。戸籍税務課関係では、税務関係で固定資

産評価システムの構築費、賦課徴税費、戸籍住民に関する経費が計上されています。教育

委員会関係では、教育総務費で、学校生活支援員や外国語指導助手に要する経費、中学校
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教科書採択替えに伴う教師用教科書と指導書購入費、山村留学センター運営費、遠距離通

学費、小学校費で、各学校の管理費や教育振興費、中学校費で、学校管理費や教育振興費、

砥部中学校改築事業費が計上されています。２４年度の中学校改築事業は、部室棟の建設

費と備品整備費が中心に計上されております。社会教育費では、文化振興や人権教育・人

権対策推進費、公民館施設の管理費及び活動費、青少年健全育成費、文化会館図書館費、

坂村真民記念館費などが計上されています。保健体育費では、各種スポーツ大会の開催費、

えひめ国体に向けた体育館等の改修に係る設計委託費、体育施設維持管理費、学校給食セ

ンターの運営費、給食材料費などが計上されています。以上の他、固定資産評価システム

構築及び保守管理委託事業に対する債務負担他２件の債務負担行為、地方自治法の規定に

より起こすことができる地方債に関する事項が定められています。次に議案第３２号平成

２４年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算については、予算額１７３万８千円で、高校生

９名への給付金を計上しています。歳入については主に基金繰入金で賄われています。当

年度から新しい給付者は採らず、２５年度で事業が終了される予定です。以上２議案につ

いては、いずれも適正な予算内容であると認められました。よって、議案第２６号、３２

号については、原案のとおり可決すべきものと決定しましたのでここにご報告申し上げ、

委員長報告を終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので、質疑を行います。質疑はありませんか。

８番、栗林政伸君。 
○８番（栗林政伸） すみません、ちょっと１点お尋ねをしたいのですが。さっきですね、

産建の委員長さんの報告説明で、長曽池の東屋のことをお聞きしたんですが、県補助２７

０万余り頂いて、５７０万余りで東屋をやるということですが、この東屋いうものはどう

いう建物にするのかいうんがまず１点。というのが、いわゆる東屋もよそにあるの見ると

ですね、傘形式のありゃあ、また家の柱４本立てたですね家形式の東屋もあると思うんで

すよ。どういうそれをやるのか、そしてその長曽池に１年間、去年どのぐらいの人があそ

こに来たんか、キャンプでどのくらいの人が利用したのかいうのが１点。それと、広田の

活性化のためにということも言われたんですが、私自体もあそこに１回だけいったことあ

るのでもはや上り口も忘れたような状態なんですけど、これ旧の砥部の町民の人なんかは、

そこにそういうものがあるいうことは全然知らないんですが、これを今後そこを活性化の

ために利用するんであれば、どういうふうな宣伝いうか、方向性に持っていくのか。それ

とまた、材はですね県産を使うというて説明されましたけど、県産いうたら幅広いんです

が、地元産、どうせ作るんならですね、広田には材が大分あるんですから、地元の材を使

ってもらいたいということと、実際にですね、５７０万そこに金を入れて、活性化ができ

るのか。この点をちょっとお尋ねしたいと思います。 
○議長（政岡洋三郎） 山口産業常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） 栗林議員さんのご質問ですが、費用対効果というお

話が出まして、一応さっきの説明したような状況の中で、全員が賛成ということで決定い

たしました。そして、東屋の形、そういうもんに関しては、まだ設計図もそれも見ており

ません。一応私らの理解するところでは、その予算取りの中から作っていくもんであると、
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そういうふうに理解しておりました。あと細かいどういうふうにすれば活性化になるか、

いうようなかたちのものは産業建設課長の方からご説明をいただいたらと思いますので、

ご了承ください。以上です。 
○議長（政岡洋三郎） 萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） 栗林議員さんのご質問にお答えをいたします。まず東屋の

規模でございますが、５．４６ｍ×５．４６ｍの長方形でございます。それにひさしがつ

いて屋根と四方に柱があるということで、オープンとなっております。また床につきまし

ては、できるだけ低くして踏み石を置いて子どもたちでも上がれて、つまり日陰はござい

ません。あそこについては周り全部芝生関係か池という形の中でございますので、そこで

休憩ができるという形で、その部分として私どもは考えておりました。これについては、

旧広田村でありました休憩所というやつを解体して、それに合わせてその敷地に対して、

そういう広田で、木材の産地でございますし、長曽池ということで、今まで溜め池から国

庫補助もらって土地改良の事業整備して公園化しておりますので、その中でそういう木材

ＰＲも含めまして、そういう整備をしていきたいということで提案をさせていただいてお

る状況でございます。また長曽池の公園を知らないと、旧町民は知らないと部分が多いん

じゃないかということにつきましては、私どものＰＲ不足ということで認識しましたので、

今後できる限り町報等費用がかからない部分を使ってＰＲをしてまいりたいと思っており

ます。それと、地元産の木材ということでございますが、愛媛県の補助金を一応いただい

た以上、県の補助金の要綱の中には、愛媛県の補助金でございまして、県材ということに

なっておりまして、その中でまた発注関係の中において、その部分県と確認を取りまして、

広田木材という特定としていう形ができるかどうかというのを再確認してそういう形の中

で発注をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 利用者数のことは。萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正）栗林議員さんのご質問の１つ忘れておりました。お許しを頂

けたらと思います。まず利用者数でございますが、ここにつきましては、私どもも把握し

きれておりません。当然その中で町の職員が付いて把握しとるわけではございませんけれ

ども、人数的には今後もし忙しい時期であれば１つの土日何人ぐらいかというのは今後の

費用対効果もあるんであれば、１カ月の土日全部というわけではございません、これ１つ

ピックアップしてその土曜日曜日、一番使う時期のところにどのぐらい人数かというのは、

その中で数えることができますので、そういう対応を１日かぐらいはできるんではないか

と私は思っております。 
○議長（政岡洋三郎） ８番、栗林政伸君。 
○８番（栗林政伸） ありがとうございました。あのですね、課長、普通の月の土日は学

校も休みですけど、普通の月の日に調査に行ってもこれ意味がないので、やはりここはや

っぱりキャンプに利用してもらわんと、活性化にはならんと思うんですがね。キャンプに。

私もさっき言いましたように、やはり案内板とか、また宣伝もですね、今課長言われたよ

うに、お金のかからんような方法でと言われましたけど、砥部町やったらそら町報にも載

せられますね。ただ砥部町外の人も来てもらうためにはですね、やっぱり色んな方面から
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宣伝も、宣伝言うか、してですね、１人でも多くの人に来て利用してもらうように心がけ

ていただきたいと思います。 
○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。１２番井上洋一君。 
○１２番（井上洋一） この概要書で言えば２６ページなんですが、民話の里づくり事業

です。町長も施政方針で４つ目は広田地域の振興ということで、町長の方からも発言がご

ざいました。なお、関連で議案第３号の過疎地域自立促進計画の中にも入っておりますし、

これは可決をされております。基本的に反対するものではございませんので、お間違えな

く。ただ、この里づくりの事業に対して、約１，４００万円ほどの事業費が組み込まれて

おりますし、財源は過疎対策事業債ということを予定されておるようですが、先ほども質

問で出ておりますように、費用対効果の面で、これだけの予算を投入して効果があるのか

と、いうことをまず１点お聞きしておきたいと思います。 
○議長（政岡洋三郎） 宮内総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） ただいま井上議員からの質問でございますけれど、

費用効果はあるのかということでございます。これはですね、確かに井上議員さんが言わ

れたように、１，４４１万３千円の工事費をかけてですね、財源としては過疎対策事業費、

事業債の１，４４０万を予定しているところでございますが、この内容といたしましては、

１１月の陶街道の陶街道祭までには作っていきたいと。というのも、この漫画化、音声録

音する民話についてはですね、このストーリーを今考えていて、できればその音声いうか

ね、案内するのはゼンマイ式音声ガイド装置等々で、案内をすると。また他の委員さんか

らもそれではやっぱりあまり効果ない、例えばお年寄りのおばあさんの声が欲しいんじゃ

ないかというような声も出ました。私はですね、ぜひこの１１月の陶街道祭にですね、間

に合わせるようにですね、ぜひこちらの方にも、広田の方にもですね、上がっていただい

て、効果が出るもんだと私は期待しております。以上で答弁に代えさせていただきます。 
○議長（政岡洋三郎） １２番井上洋一君。 
○１２番（井上洋一） 総括的に委員長にご答弁をいただきました。詳細が少しわかりか

ねます。町長も施政方針で平成２４年の初夢は民話の里広田の物語作りですと言われまし

た。確かにこれはある意味地域の活性化のためにはいいことだろうと思います。ただ、１，

４００万のお金を投資した、それだけの価値はあるのかと、ということをお尋ねしたいわ

けです。音声案内装置、どのようなものになるかわかりませんが、６８０万円ほど計上さ

れております。また映像鑑賞が４００万円ほど計上されておりますが、両方で１，０００

万円です、約。これだけの投資効果があるのかという点について、ちょっと疑問に思うと

ころでございます。活性化のためにはいいと思います。予算を使った方がいいのか悪いの

か、２通りのご意見はあろうかと思います。その辺りもし答弁できるのであれば、お願い

します。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） それではこの件につきましては、私の方から答弁をさせていただき

たいと思います。文化とか、それから物の伝承とか、そういうものに関してはですね、費

用対効果だけでは測れないものがまずあると思います。これはスポーツにしても同じだと
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思います。そういうことで、広田の色んな民話を伝承していくということで、考えますと、

この１，４００万円が高いか安いかの比較だけではないと思います。せっかく先祖が残し

てくれた民話や伝説を継承していくということに意義がありますし、またこれを交流の基

として活用していくということは、私は大切なことではないかというふうに思っておりま

す。そういうことで、これは１年で１，４００万円投資はしますけど、使っていくのはこ

れから何年も使って参りますので、例えば、１０年であれば年に１４０万ということでも

ございます。そいういうことで、この先祖が残してくれた財産をきちっと守っていき、そ

してまたこれを求めて町外の方にも来ていただくということで、私は必要な事業と考えて

おりますので、ご理解の方よろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） １２番井上洋一君。 
○１２番（井上洋一） 町長の夢ではございませんが、熱く語っていただきました。私は

この広田地区だけに投資をするんじゃなくて、以前からやっております陶街道五十三次に

私は予算を投入した方がいいんだろうというふうに私は考えております。元々陶街道五十

三次は中村町長が発案してできた現在の体制でございますし、これをやはり発展する方向

でいろんな分野につなげていけたら私はいいだろうと思っております。ですから、こうい

う質問しておるわけです。これはあくまで広田地域特定の話でございまして、砥部町全域

に渡ってこういう話があるんだったらまた違いますが、五十三次に合致するような、そん

な夢を語っていただきたいと私は思っております。これが全然ダメというわけじゃないん

ですよ。これ地域活性化には十分いいと思います。五十三次に絡めたような話に発展でき

ないものかと思っておりますので、その辺はいかがでしょうか。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） 井上議員さんのご質問にお答えしたいと思います。長曽池も五十三

次の１つでございます。ご存じのとおりでございます。それで今、砥部の中で広田地区が

合併した時には１，２００人近くいました。それが今実在では８５０とか９００とかいわ

れております。非常に過疎化が進んでいるわけです。そういうことで、広田地区をやはり

にぎわいを取り戻すためにも、重点的に広田へ少し投資をしたいというふうに思っており

ます。そしてこの民話の里というのは広田の１１の部落全てに色んなものがございます。

そういうことで、今回は広田地区へその民話、そして伝説の伝承をする施設を作りたいと

いうふうに考えております。また、旧の砥部町にもございますが、広田と比べると旧の砥

部町の方がまとまってということは難しいと思いますので、とりあえずひとくくりにして

広田地域を民話の里としてやっていきたいというふうに考えておりますので、ご理解をよ

ろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 他にありませんか。１３番中村茂君。 
○１３番（中村茂） 私はちょっと変わった方面からご質問をしたいと思います。農業振

興費で新しく市民農園整備費が組まれております。これはどのように運営してですね、ま

たどういう土地を改良して運営していくのか。２２区画となっておりますけれど、その１

区画がどのくらい費用がかかるのか。また大勢おられた場合、また抽選とか色々方法があ

ると思います。その運営方法についても、お聞かせしたいと思います。 
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○議長（政岡洋三郎） 山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） 中村議員さんの質問にお答えします。市民農園とい

う名前でちょっと違和感を感じたんですけど、一応産建委員で視察にもいきました。そし

て説明もお伺いしました。詳細については私が言うより係の方から説明してもらった方が

正確な説明ができると思いますので、産業建設課長にお願いしたらと思いますが、それで

よろしいでしょうか。 
○議長（政岡洋三郎） 萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） 中村議員さんのご質問にお答えをいたします。市民農園、

これ砥部町で初めての事業でございます。これは農地法の手続きを取って砥部町が農地を

借りて、町民に貸し出しするということでございます。まずこれにつきましては、最終的

には条例設定をして、設置条例をして運営していくという形になります。今回は当初予算

で、まずそのための事業費ということで、計上をさせていただいておる状況でございます。

場所につきましては、土地所有者と安く、もうよう管理しない人がおった土地を借りてで

すね、そこに２２区画、１区画３０㎡、ただしそこに通路と仮設トイレ、そして上水道に

つきましては、手洗い場ということで、水を、作物の水をやるための水ということではな

く手洗い場の水道を引いて、そしてそこには小さい鍬とかを置くストックハウスまで入れ

て、１回砥部町で今までやったことがないということで、また今後定年退職者も多くなる

であろうと、そういう形の中で、要望等、今後も増えてくるだろうということで、私ども

が初めて提案をさせていただいたわけでございます。近隣の市町村につきましては、すで

にすべて実施しているという状況でございまして、今後４月から土壌改良等して、この運

営につきましては、また伊予農業指導班、当然町の職員では作付とか指導をようしません

ので、ＪＡ中央さんにももしこれが開設できるんであれば、営農指導はちゃんとしてくれ

るとお約束ができておりますので、今回提案をしたものでございます。よろしくお願いを

いたします。 
○議長（政岡洋三郎） １３番中村茂君。 
○１３番（中村茂） 農地を借り上げるということでありますけれども、何年ぐらい借り

上げるのか、半永久的に借り上げるとかどうか、そこらも含めてお知らせいただきたいの

と、町内の必要な希望者に貸し出すのか、町外でもいいのかどうか。そこら辺りをまた金

額がどのぐらいになるのか、そこらも合わせて答弁願います。 
○議長（政岡洋三郎） 萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） 中村議員さんのご質問にお答えします。まずこれは条例で

謳うことなんですけども、条例設置の時に、町内の住民にということをまず考えておりま

す。これは決定ではございませんので、条例の設置ができた時に確定ということでござい

ますので、それはご理解いただけたらと思います。それと、何年借地するのかという、農

地所有者からということでございますが、これも今この時点で答えはできにくいんでござ

いますが、通常の農地を借りるのは、３年ごとの更新という形になるんで、実際土地所有

者はずーっと使っていただいて結構ですよというような回答も頂いておりますので、通常

そういう形で、市民農園の応募者が多ければずーっと続けていきたい。ただし少なくなれ
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ばその時点で方向転換を図るという形で考えております。また借地料につきましては、年

間土地所有者の固定資産と水利組合費程度でという話も出ておりますので、非常に少ない

金額で当然農地をよう管理できにくい人が町に貸してくれるという状況の中でのそういう

農地の中で、運営をしてまいりたいと思いますので、よろしくご理解のほどをお願い申し

上げます。単価ですか。一応１万円以内で、年間１万円以内でと私は今のところ設定した

いと考えておりますが、これも条例でその時点で、決定するということになりますのでご

理解を頂けたらと思います。 
○議長（政岡洋三郎） 他にありませんか。１番佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） 当初４点を思ってたんですが、まったく同じ質問が出ましたので、

３点あります。そのうち１点は、先ほども出ましたことと関連するんですけども、民話の

里づくりが井上議員も言われたように、個別、広田の地域の問題ということではなくって、

陶街道事業も含めて一括してやっぱり夢として語っていただきたいというふうなお話もあ

って、私も全くそのとおりでございます。そういう意味ではですね、これは産業建設課の

ところでも観光費の中に、もう少しこの民話の里事業とドッキングさせられるような部分

を作れないかなと、もちろん費用はなるたけかけないほうがいいんではあるんですけども、

民話の里事業でやってる例えば、音声でも、案内装置、これを五十三次のところに設置す

るだとか、まあもちろん１機６０万円余りというような先ほどお話でしたら、しますから、

３千万というふうなことにもなるんで、これはとても難しいなと思うんですが。例えばそ

ういうこともですね、１つ発想の中に入れて、やっぱり全体の事業として組み立てていく

ふうなことについては、もう少し検討もしていただきたいなというふうに思います。その

辺で観光産業としての考え方も取り入れてほしいというのが１点目でございます。それか

ら２つ目は、坂村真民記念館の関係でですね、来年度１，４８４万円ほどの運営維持管理

費等々で計上されておりますが、建物もできましたし、特にオープンの時期ですから今は

たくさんの人がおいでてくれておりますが、私は例えば砥部焼でしたらね、砥部町のほと

んどの町民が全国の人に向かって砥部焼っていいんですよというふうな話をたぶんされて

るんじゃないかと思うんです。正直言いまして、じゃあ坂村真民について、砥部町の多く

の町民がそうやって語れるのかというふうにはまだまだなってないなと、私は思っており

ます。そういう意味ではですね、もっとこう町民が自信を持って砥部町にはこういう人が

いてこんな建物もあって、ぜひ全国の人に来ていただきたいんだと、まあ町長が先頭切っ

てやっていただいておりますが、もっとこれをですね、町民レベルで日常の会話の中に出

てくるようなそういうような、取り組みをしていかないとなかなかできた後は知らないみ

たいになってしまったんではいけないと思いますので、そういう意味ではこの運営費の中

に例えば町民のそういう意識向上させるためのような費用として、何か考えられているの

かどうか、広告費等で数字は出ておりますが、その辺がちょっとよくわからないので、そ

ういったことデモストレーションと言いますかね、こう町民の意識高揚のために、どのよ

うなお考えを持っておられるのかというふうなことを１つお聞きしたいということと、３

点目は至ってごく簡単な、何と言いますか、軽微なもんではあるんですけども、ブルーベ

リーの援助を、来年度２４万５千円計上しております。先日はあの委員会もちょっと傍聴
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させていただきまして、会話の中にですね、もうやめたいよというような人も出ているよ

というようなお話も聞いたんですが、まだ町の方はずっと継続してやっていきたいという

ふうなことなんですが、このブルーベリーの導入の経過やらについてですね、少し教えて

いただければというふうに思います。以上３点です。 
○議長（政岡洋三郎） 宮内総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） 佐々木議員の質問に対しまして、１つは民話の里づ

くりの中に、砥部陶街道五十三次と一緒に観光産業として取り入れてみてはどうかという

質問だったかと思います。この件につきましては、民話の里づくりの中で委員会としては

お話をいたしましたけれども、こういう関連いうか、観光産業としてのお話はしておりま

せんので、担当課の方にお願いをしたいと思います。もう１点坂村真民、砥部町の中で意

識の向上のために、どのような働いて行くかということでございますけれど、学校関係で

学校の方でですね、小学校の方ではこの坂村真民さんの民話じゃなくて、詩の方をですね、

何かパンフレットみたいなんで出していただいとるかと思います。その辺りはちょっと担

当課がお願いができるかなと思いますけれど、実は私の孫が学校からもろたいうて持って

帰りましたので、その辺りはどっから出ておるかちょっとわかりませんが、確かに坂村真

民先生のですね、詩の何か５０部ぐらいが出ておったかと思います。そのようなものもあ

りますので、ここへんの意識の向上のためにですね、学校からの取り入れも私は必要かと

思います。またその点については担当課の方で答弁をお願いしたいと思います。 
○議長（政岡洋三郎） 中村町長。 
○町長（中村剛志） それでは私の方から答弁をさせていただきます。まず五十三次と一

緒にということでお話をいただきました。これはよくは似てるんですけど、また異質のも

のなんですよね。陶街道五十三次事業と民話の里づくりというのはまたちょっと異質のも

のであります。と申しますのも、この民話の里づくりには五十三次に含まれてないところ

がほとんであります。その地域地域に残った民話、伝説を伝承していこうということでご

ざいますので、それは１つの事業として行うということであります。それとまあ、言われ

ました五十三次のところへスピーカーで説明が出るという、これは別の事業として私も非

常にいいことだというふうに思います。お金もかかりますが、このことについては今後の

検討課題であるというふうに考えておりますので、別の事業として、考えていただきたい

というふうに思います。それから真民記念館の件でございますが、まだ町民の方でも知ら

ない方もいらっしゃると思います。そういうことで、先般町民の方には広報の配布の時に

３名分の無料入場券を入れさせていただきました。もちろんこれだけで十分ということは

考えておりませんので、今後真民記念館には講座室もございますので、その中で町民の方

対象にして、色んなお話し合いも、講話もさせていただきたいというふうに思っておりま

す。おっしゃられましたように、砥部町民が誇れる真民さんでございますので、町民の人

どの人に聞いても真民さんのこと知ってるよと、いいお話ですよというふうに言ってもら

えるように、我々は努力していきたいというふうに思っております。それから、小学校中

学校には全員また来ていただくようなお話もしておりますし、真民記念館として５０部ぐ

らいですね、先ほど宮内委員長さんが言われましたように、詩抄録というのを作りまして、



 97 

真民先生の詩集の簡単なものを作って小中学生には配布をさせていただきました。まだか

なり多めに作っておりますので、来た一般の方にも差し上げたり、色々しておりますので、

これからやはり出来たから終わったんではありませんので、私はこれがスタートだという

ふうに思っております。つくってよかったと言われるものに、これからも努力をしていき

たいと思っておりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） 佐々木議員さんの質問にお答えします。ブルーベリ

ーの導入の経緯ですね。経緯の詳細はやはり係やないとわかりませんので、係の方にお願

い、産業建設課長にお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） 佐々木議員さんのご質問にお答えをいたします。私もすべ

てを把握しておるわけではない、担当ではございましたんでしたのでありませんが、この

ブルーベリー導入につきましては、農家の高齢化ということで、農家も非常に高齢化が進

んで、ある程度年がいった方でも重たいものじゃない、選定と収穫という形の中での作業

ができるということで、砥部町でバックアップし、推進していこうという形のものができ、

その中で県、農協もその販売については十分協力しますということのお墨付きがあって、

動き出して、現在２４戸、導入しとるのは２４戸でございます。その中で高齢化した中で

進んでるんですけども、ただ単価につきましては流動的でございます。市場価格というの

は非常に恐ろしいものでございますけれども、その中で佐々木議員さんおっしゃったもう

辞めたいという人がおるというのはちょっと私の耳にはまだ届いておりませんので、今ア

ンケート等取って今後の継続かどうかという形の中のものについては、今後検討を加えて

行きたいと思います。ただ農家の方は身体が動けるまで仕事をする人は農家でございます

ので、定年退職がございませんので、やっぱりある程度軽いもの、重労働じゃないものの

作業というので、そういう形で農地を管理していただかないと行かんのやと思いますので、

そういう事業も必要ではないかと考えておりますが、今後検討してまいります。よろしく

お願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） １番佐々木隆雄君。 
○１番（佐々木隆雄） ブルーベリーの件、私も申し訳ございません、直接私が聞いた声

ではなくって、先ほども申しましたように、傍聴させていただいて、その場で出たことで

したので、そのままお伝えしたということでご理解ください。あとこの取り組みの経過も

お聞きしましてですね、お年寄りでもできるというふうなことで、これからも継続してと

いうようなことで、大事なことだと思います。色々励ましもしながら、ぜひ成功させてい

ただきたいなと思います。それから、民話の里の件につきましては、町長が少し性格が違

うんでというふうなことですので、五十三次事業とは別個にというようなことでご返答も

頂きました。改めて検討を別にしていただければと思います。それから真民記念館の関係

では、先ほども言いましたようにですね、特にできるまでに色々町民の方の反対の声もあ

りましたし、私も一部のところではですね、例えば記念館の前の土地の開拓工事について

はそういう町民合意が十分進んでないんで、待ったというふうなことで、当時の補正予算
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の時に反対もいたしましたが、こうやってスタートしましたんで、ぜひともこれは成功さ

せんといかんなぁという立場でさっき申しましたような具合もありますので、その辺よろ

しくご理解も頂いてですね、私どももできることを一緒にやっていきたいなと思いますの

で、それを発言させていただいて、終わります。 
○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。１６番三谷喜好君。 
○１６番（三谷喜好） ようよう回ってまいりました。先ほどは目で間違っておりました

ので。声がこまいですけどごめんなさい。１つはね、先ほどの中村議員が言われたように、

麻生校区で１つやりよんですよ。農園。砥部校区にもね、いっぱい空き地があると思うん

です。町の交渉次第では。砥部小学校の近くなんですけどね。これ交渉してここの土地は

どうですか言うて提案するのも、提案しておまえ余分なこと言うなて怒られたんではいか

んが、提案することはいいんですね。これ事務的なことですから、新たにいっちょだけ。

ＯＫならそれでいいです。本題に入ります。款第８土木費、目５住宅管理費、区分１９国

県支出金５０万。民間建設アスベスト事業補助金５０万。これについてお尋ねをいたした

いと思いますが、これは一体何件分のアスベストの除去するのか、それとも、費用なんか、

そのアスベストをどういうふうにしたらいいんですかね、あの、まず件数、何件分のを計

上しとるか、お尋ねをいたします。 
○議長（政岡洋三郎） 山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） ただいまの三谷さんがおっしゃったのは、４目です

ね。土木費、４目、１９負担金補助、のところでしょうか。と、その下の分ですね。これ

は予想ではもの言うたらいかんとは思いますけど、民間に対する補助金で、何軒あるかと

かいうんは係の方でないと把握してないと思います。これだけの、もしアスベストがある

家を壊さなくてはならない時に、その５０万少のうございますが、少しでも町として補助

金として持ってるもんだと私は理解しました。数的にはちょっとわかりませんので、係の

方に説明をいただいたらと思います。すみません遅くなりまして。 
○議長（政岡洋三郎） 萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） 三谷議員さんのご質問にお答えをいたします。このアスベ

ストにつきましては、個人の所有の建物で、今後も火災とか起こった時に非常に飛散する

という形の中で、国の方が配分でもしそういう要望があるんであれば、１０万×５戸とい

うことで、こちらから計画上げて国に下さいというたわけじゃなくて配分ということで、

事業があればいつでも対応できるということで予算に計上しなさいということで、予算計

上しておるものでございます。あくまでも１戸あたりアスベストを除去するための対策費

用ということで、１件あたり１０万円の５戸の民間建物に対しての補助事業でございます。

以上よろしくお願いをいたします。 
○議長（政岡洋三郎） １６番三谷喜好君。 
○１６番（三谷喜好） 大体１件当たりの単価もおおむねわかりましたが、あれほど国が

金を出さんとこが、申請がないのに５０万出しましょと来たんでしょ。５件×１０で。も

しこれはもう使わなんだら返さんといかん金ですから、これはね、もちろん。民間ので、

おおよそでいいですから、何軒ぐらいこれに該当する件数、これ１件１件見とるわけでは
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ないですけど、例年の流れから見て、去年は２件ありました、一昨年は３件ありましたと、

おおむねでいいですから、そういう数わかりませんか。わからんことは聞こうと思いませ

ん。 
○議長（政岡洋三郎） 萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） 三谷議員さんのご質問にお答えします。このアスベストの

事業ができたのは去年、平成２３年度２４年度ということで、こういう補助事業ができた

ということがまず１点ございます。それと、民間の建物に私どもの古い時代にそのアスベ

スト材料を使った住宅で建築されたという形のものがあるんだと思いますけれども、民間

がどのぐらい使って何戸の戸数という対象戸数は把握できておりません。現在把握できて

ない状態でございます。 
○議長（政岡洋三郎） １６番三谷喜好君。 
○１６番（三谷喜好） ２３、２４いうたらあと２年ですよね。委員長。２年ですよあと。

これに該当しとるとこはどう啓蒙するんですか。広報で出しますか。この予算をこれを見

て、ああうちアスベストしとるけん申し込もうかと、ね、どう啓蒙されるんですか。あと

２年じゃって、２３，２４ということなら。委員長どうしますかこれ。 
○議長（政岡洋三郎） 山口産業建設常任委員長。 
○産業建設常任委員長（山口元之） 私の意見でお答えします。一応国からそういう予算

を組めということで、予算は組んでると思います。それをどう啓蒙するか。それはもう町

報に載せるとか、そういう町報に載せるとか、町の放送をしてもらうとか、それ以外にな

いと思います。以上です。あと補足は課長にやってもらいます。 
○議長（政岡洋三郎） 萬代産業建設課長。 
○産業建設課長（萬代喜正） ちょっと訂正をさせていただきます。三谷議員さんに回答

した部分の、国が作った制度は今現在２３年度が当初で、それから２４年、これが続いて

おりますと申し上げたんで、今後これが続くかどうかというのは、いつまで続くかという

のは、今のところ私らは把握しておりませんので、少し私の説明ができてなかったのをお

許しを頂けたらと思います。この事業については今後も国がするかどうかというのは国の

方針で決定されるものだと認識しておりますので、よろしくお願いをいたします。周知に

つきましては、すでに町報等は広報して載せております。載せております。すでに何回も

ＰＲはさせていただいておる状況でございますが、応募がないというのも現実でございま

す。 
○議長（政岡洋三郎） 他にございませんか。質疑を終わります。討論、採決については

１件ずつ行います。 
議案第２６号平成２４年度砥部町一般会計予算について討論を行います。討論はありま

せんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
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［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２６号平成２４年度砥部町

一般会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２７号平成２４年度砥部町国民健康保険事業特別会計予算について討論を行いま

す。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２７号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２７号平成２４年度砥部町

国民健康保険事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２８号平成２４年度砥部町後期高齢者医療特別会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２８号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２８号平成２４年度砥部町

後期高齢者医療特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第２９号平成２４年度砥部町介護保険事業特別会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第２９号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第２９号平成２４年度砥部町

介護保険事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３０号平成２４年度砥部町とべの館特別会計予算について討論を行います。討論

はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第３０号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３０号平成２４年度砥部町
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とべの館特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３１号平成２４年度砥部町とべ温泉特別会計予算について討論を行います。討論

はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第３１号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３１号平成２４年度砥部町

とべ温泉特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３２号平成２４年度砥部町梅野奨学資金特別会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第３２号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３２号平成２４年度砥部町

梅野奨学資金特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
 議案第３３号平成２４年度砥部町農業集落排水特別会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第３３号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３３号平成２４年度砥部町

農業集落排水特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３４号平成２４年度砥部町浄化槽特別会計予算について討論を行います。討論は

ありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第３４号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３４号平成２４年度砥部町

浄化槽特別会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３５号平成２４年度砥部町公共下水道事業会計予算について討論を行います。討
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論はありませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第３５号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３５号平成２４年度砥部町

公共下水道事業会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
議案第３６号平成２４年度砥部町水道事業会計予算について討論を行います。討論はあ

りませんか。 
［討論なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
議案第３６号の採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。報告のとおり

決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］  
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議案第３６号平成２４年度砥部町

水道事業会計予算は、委員長の報告のとおり可決されました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３５ 請願第２号 原発をなくし、再生可能な自然エネルギーへの転換を 
            求める請願について 

（総務文教常任委員長報告、質疑、討論、採決） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第３５請願第２号原発をなくし、再生可能な自然エネルギー

への転換を求める請願についてを議題とします。所管の常任委員長の報告を求めます。宮

内総務文教常任委員長。 
○総務文教常任委員長（宮内光久） ご報告申し上げます。総務文教常任委員会に付託さ

れた継続審査となっていました、請願第２号原発をなくし、再生可能な自然エネルギーへ

の転換を求める請願について、審査の結果をご報告申し上げます。本請願内容は「原発を

一日も早くなくし、再生可能な自然エネルギーに転換すること」を議会決議をもって政府

に強く働きかける事であります。協議の結果、請願の趣旨は理解できるものの、原発立地

の地元雇用問題、自然エネルギー利用の実用化の可能性などについて、更なる調査研究が

必要であるとの理由から全委員が継続審査とすべきとの意見でありました。よって請願第

２号は継続審査とすべきものと決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終

わります。 
○議長（政岡洋三郎） 報告が終わりましたので質疑を行います。質疑はありませんか。 
［質疑なし］ 
○議長（政岡洋三郎） 質疑なしと認めます。討論を行います。討論はありませんか。 
［討論なし］ 
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○議長（政岡洋三郎） 討論なしと認めます。 
請願第２号の採決を行います。請願第２号に対する委員長の報告は継続審査です。報告

のとおり決定することにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、請願第２号原発をなくし、再生可

能な自然エネルギーへの転換を求める請願については、継続審査とすることに決定しまし

た。 
 ここでしばらく休憩します。休憩時間を利用して、議会運営委員会及び全員協議会を開

催したいと思います。 
 

午後２時２１分 休憩 

午後３時１０分 再開 

 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

日程第３６ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
日程第３７ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

（説明、採決） 
○議長（政岡洋三郎） それでは再開します。日程第３６諮問第１号及び日程第３７諮問

第２号の人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについての２件を一括議題とします。

提出者の説明を求めます。中村町長。 
○町長（中村剛志） 諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて。

次の者を人権擁護委員として推薦したいので、議会の意見を求める。平成２４年３月１５

日提出、砥部町長中村剛志。住所 伊予郡砥部町高尾田１０８７番地。中川文枝。昭和２

２年２月８日生まれ。提案理由、中川文枝委員は平成２４年６月３０日をもって任期が満

了するので、その後任の委員を推薦するために提案するものである。 
 諮問第２号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて。次の者を人権擁護委

員として推薦したいので、議会の意見を求める。平成２４年３月１５日提出、砥部町長中

村剛志。住所 伊予郡砥部町満穂２５０番地。氏名 松永久富。生年月日 昭和３５年３

月２１日。提案理由、松永久富委員は平成２４年６月３０日をもって任期が満了するので、

その後任の委員を推薦するために提案するものである。以上両名の再任でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 
○議長（政岡洋三郎） おはかりします。本件はお手元に配りました意見のとおり、答申

したいと思います。ご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって諮問第１号及び諮問第２号人権擁護

委員の推薦につき意見を求めることについては、お手元に配りました意見のとおり答申す

ることに決定しました。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
日程第３８ 委員会報告 

（報告） 
○議長（政岡洋三郎） 日程第３８委員会報告を行います。委員長の報告を求めます。三

谷坂村真民記念館建設特別委員長。 
○坂村真民記念館建設特別委員長（三谷喜好） ご報告申し上げます。平成２１年９月定

例会におきまして、坂村真民記念館建設特別委員会に付託されました「坂村真民記念館建

設事業の調査終了」についてご報告申し上げます。平成２１年１２月３日に第１回特別委

員会を開催し、「建設用地」の調査から、平成２４年２月９日の記念館引き取り調査までの

計２２回にわたり調査検討を重ねてまいりました結果、去る３月４日に無事竣工式を終え、

１１日にオープンをいたしました。これにより、当委員会の設置目的は終えましたので、

本日をもって調査終了とさせていただくことをここにご報告申し上げます。色々ご協力ご

指導いただきましたことを感謝申し上げ、委員会の報告を終わります。誠にありがとうご

ざいました。 
○議長（政岡洋三郎） これで委員会報告を終わります。特別委員のみなさん、大変ご苦

労様でした。 
 おはかりします。議会報告会の開催に伴う議員派遣についてを日程に追加し、追加日程

第１として議題にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議員派遣についてを日程に追加し、

追加日程第１として議題とすることに決定しました。 
 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
追加日程第１ 議員派遣について 

○議長（政岡洋三郎） 追加日程第１議員派遣についてを議題とします。５月下旬に開催

予定の砥部町議会主催議会報告会に正副議長、各常任委員長、議会改革特別委員及び議会

報告会開催地区の地元議員を派遣したいと思います。開催地区については、区長会に依頼

して決定したいと思います。議員派遣については、砥部町議会会議規則第１２０条の規定

により、派遣したいと思います。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、議員派遣については派遣すること

に決定しました。 
 おはかりします。各委員長より、閉会中の継続調査の申し出がありましたので、次期定

例会の会期日程等、議会の運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項については議会

運営委員会に、常任委員会の所管事務等の調査事項については所管の常任委員会に、特別

委員会の調査事項については特別委員会に、それぞれ付託し、閉会中の継続調査とするこ

とにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 
［「異議なし」の声あり］ 
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○議長（政岡洋三郎） 異議なしと認めます。よって、各委員長から申し出のとおり、閉

会中の継続調査とすることに決定しました。 
 これで本日の議事日程は、すべて終了しました。会議を閉じます。町長挨拶をお願いし

ます。中村町長。 
○町長（中村剛志） 閉会にあたり、一言お礼を申し上げます。議員の皆様には３月２日

から今日までの１４日間に渡り、終始熱心なご審議を賜り、全議案につきまして、ご議決

くださいましたことに対し、心から御礼を申し上げます。ご議決いただきました補正予算、

当初予算の執行に当たりましては、少ない経費を持って最大の効果を得るべく、再度調査

と研究を行います。そして、会期中に賜りました様々なご指摘ご指導は、これからの町政

運営、行政事務遂行に生かして参りたいと考えます。ご承知のとおり、今定例会中の１１

日、東日本大震災の発生から丁度１年を迎えました。改めまして、亡くなられた方々には

謹んで哀悼の意を捧げますとともに、被害に遭われた方々に衷心よりお見舞いを申し上げ

ます。町民の皆様の暮らしを支え、明るく元気な砥部町を築くため、しっかりとした町づ

くりの方向性を示して参りたいと考えておりますので、ご指導、ご鞭撻を賜りますようお

願いを申し上げまして、お礼の言葉とさせていただきます。ありがとうございました。 
○議長（政岡洋三郎） 以上をもって、平成２４年第１回砥部町議会定例会を閉会します。 
 
 

閉会 午後３時１９分 
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地方自治法第１２３条の規定により、会議の経過を記載し、その相違ないことを証明する

ためにここに署名する。 
 

 
砥部町議会議長 

 
議員 

 
議員 


